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農業へ、企業参入新時代
渋谷 往男
農業への企業参入は、農地法改正に伴い第２フェーズへ。全国各地で参入
した大小さまざまな企業がつかんだビジネスチャンスとは何か

第2フェーズ参入企業が新農業モデルを3

室屋 有宏
参入企業と農村の間に入り地域の面的発展につなげる戦略的ポジションに
ある農協。企業の声を地域へ、地域の声を企業へ翻訳する役割が期待される

参入企業と農村社会との融和が共存のカギ7

橋本 康治
負のスパイラルに陥る農村復活のために、ヤンマーは農業参入企業の人材
育成策に取り組む。ヤンマーが考える参入の要諦を綴る

農業参入企業に経営ノウハウを伝授11
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り、中には高さ日本一の8.5mのものもある。石積みの所 に々ある灌漑用の
横穴に、先人たちの知恵を見る。麓から見上げる石積みは天にも届くよう
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交叉点 タイにおける六次産業化
「米粉利用の促進に係る勉強会」を開催
新潟支店
県内金融機関との連携深まる　鹿児島支店

「食と農林漁業者の交流会 ＩＮ くまもと」を開催
熊本支店

「近畿地区の農業経営者交流会」を開催
京都支店、大津支店、奈良支店、大阪支店、神戸支店、
和歌山支店
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東日本大震災により被災された皆さまへの
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15 参入時の土壌改良で苦労 食の「安全・安心」確保に奏功

経営紹介

株式会社焼津冷凍
赤字が続いた農業部門のグリーンテックセンターをわずか2年で黒字化。生産
や販売での問題を明らかにし、解決する社員の意識改革が利益に直結した

社員の意識改革がチャンス
長年赤字の農業部門を再生／静岡県

23

変革は人にあり

株式会社丸松
青果卸売企業が大規模なカボス農園を大分県に設立し、今秋に初収穫を
迎える。成算があると踏み込んだ農業参入のポイントを聞いた

濱野 満／広島県27
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家
庭
菜
園
が
人
気
で
あ
る
。二
〇
〇
七
年
三
月
の
い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世
代

の
大
量
退
職
が
始
ま
っ
て
、そ
の
傾
向
が
一
段
と
強
く
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。

私
は
、一
九
九
六
年
か
ら
神
奈
川
県
伊
勢
原
市
の
恵
泉
女
学
園
園
芸
短
期
大

学
、二
〇
〇
五
年
か
ら
は
東
京
都
多
摩
市
の
恵
泉
女
学
園
大
学
の
農
場
で『
都

市
在
職
者
の
た
め
の
就
農
準
備
校
』と『
公
開
講
座
・
家
庭
菜
園
教
室
』を
開

設
し
、現
在
の
職
業
に
つ
い
た
ま
ま
受
講
可
能
な
農
業
研
修
や
生
涯
の
趣
味

と
し
て
の
野
菜
づ
く
り
の
講
座
を
実
施
し
て
き
た
。受
け
入
れ
た
受
講
生
は
、

延
べ
で
一
二
五
〇
人
を
超
え
、農
業
未
経
験
者
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。最
近
で

は
、五
〇
代
後
半
の
男
性
・
女
性
が
多
く
、ま
さ
に「
定
年
帰
農
」の
反
映
か
と

思
わ
れ
る
。こ
の
方
々
が
私
と
一
緒
に
一
年
間
、野
菜
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ

結
果
、ど
ん
な
感
想
を
持
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
こ
に
は
、現
代
人
が
畑
に
求
め
る
も
の
が
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
気

が
す
る
。た
と
え
ば
、「
今
日
ま
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
仕
事
を
し
て
き
た

自
分
が
、土
に
ふ
れ
植
物
を
育
て
る
こ
と
に
、こ
ん
な
に
も
夢
中
に
な
れ
る
こ

と
が
不
思
議
に
思
え
た
」「
自
分
の
や
っ
た
こ
と
が
、生
産･

収
穫
に
直
接
つ
な

が
っ
て
い
っ
た
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
る
」「
畑
で
講
座
の
仲
間
と
野
菜
の
出
来

具
合
を
話
し
た
り
、収
穫
し
た
野
菜
を
交
換
し
た
り
す
る
こ
と
が
実
に
楽
し

い
」「
最
初
は
、妻
の
お
付
き
合
い
程
度
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
が
、今
で
は
面
白

く
て
妻
以
上
に
熱
心
に
な
っ
た
」「
自
分
が
育
て
た
ハ
ク
サ
イ
が
見
事
に
玉
に

な
り
、ダ
イ
コ
ン
が
立
派
に
太
っ
た
の
を
見
て
、今
度
は
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
育
て
た
い
と
思
っ
た
」な
ど
、自
分
で
初
め
て
野
菜
づ
く
り
を
し
た
喜
び
に

あ
ふ
れ
て
い
る
。

　

私
は
何
を
目
的
に
こ
の
講
座
を
続
け
て
い
る
の
か
。そ
れ
は
、こ
れ
ら
家
庭

菜
園
を
す
る
人
々
は
、農
家
の
苦
し
み
や
大
変
さ
を
少
し
で
も
知
っ
て
い
る

存
在
で
あ
り
、そ
の
よ
う
な
人
々
を
で
き
る
だ
け
多
く
す
る
こ
と
こ
そ
、こ
れ

か
ら
の
農
業
に
必
要
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。生
産
者
と
消
費
者
の
間
に
位

置
す
る
人
々
を
で
き
る
だ
け
多
く
す
る
。こ
れ
が
、今
一
番
重
要
で
は
な
い
で

だ
ろ
う
か
。

　

週
末
、額
か
ら
落
ち
る
汗
を
拭
い
な
が
ら
、畑
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
こ
だ
ま
す

る
受
講
生
た
ち
の
歓
声
や
笑
顔
を
見
る
と
き
に
、こ
の
畑
に
は
忘
れ
て
い
た

大
事
な
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。

恵泉女学園大学教授

ふじた さとし
1959年秋田県生まれ。岩手大学大学院農学研究科修了。
恵泉女学園園芸短期大学助教授を経て、現職。専門は野
菜園芸学。「ＮＨＫ趣味の園芸・やさいの時間」などのテ
レビやラジオ出演。主な著書は、『藤田智の菜園スタート
BOOK』春夏編、秋冬＆春準備編（ＮＨＫ出版）など多数。
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農
地
リ
ー
ス
で
ま
ず
ス
タ
ー
ト

　

農
地
を
利
用
す
る
形
態
の
企
業
参
入
は
二
〇
〇
三
年

四
月
に
導
入
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る「
農
地
リ
ー
ス
特
区
」で

幕
を
開
け
た
。

　

こ
の
制
度
は
特
定
区
域
に
限
り
、農
地
を
自
治
体
経

由
で
貸
借
す
る
こ
と
で
企
業
参
入
を
認
め
る
も
の
で
あ

っ
た
。〇
五
年
に
は
特
区
か
ら「
特
定
法
人
貸
付
事
業
」

と
な
り
全
国
に
展
開
さ
れ
る
と
と
も
に
、農
林
水
産
省
が

参
入
促
進
策
を
講
じ
た
こ
と
も
あ
り
、参
入
企
業
が
徐
々

に
増
え
て
い
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
制
度
は
い
ず
れ
も
農
地
貸
借
に
よ
る
企
業

等
の
参
入
方
式
で
あ
り「
農
地
リ
ー
ス
方
式
」と
呼
ば
れ
、

〇
三
年
の
導
入
か
ら
〇
九
年
一
二
月
に
改
正
農
地
法
の

施
行
に
よ
り
制
度
が
な
く
な
る
ま
で
続
い
た
。こ
こ
で
は

こ
の
六
年
半
あ
ま
り
の
時
期
を
企
業
参
入
の
第
一
フ
ェ

ー
ズ
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

　

第
一
フ
ェ
ー
ズ
の
特
徴
は
、業
種
で
は
建
設
業
と
食
品

産
業
、企
業
規
模
で
は
中
小
企
業
、参
入
地
域
は
大
都
市

か
ら
離
れ
た
遠
隔
地
の
道
県
、が
多
い
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

参
入
企
業
数
が
順
調
に
増
加
す
る
一
方
で
、経
営
的
に

は
厳
し
く
、こ
の
時
期
は
農
業
部
門
が
黒
字
の
企
業
が
一

割
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。そ
の
原
因
は
、事
前
の
情

報
不
足
や
準
備
不
足
に
集
約
さ
れ
る
。

　

た
と
え
ば
、土
づ
く
り
に
数
年
を
要
し
、収
益
が
安
定

す
る
ま
で
時
間
が
か
か
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
な
か
っ

た
、販
売
の
重
要
性
を
認
識
せ
ず
販
路
開
拓
を
行
わ
な
か

っ
た
、繁
忙
期
が
想
定
以
上
に
忙
し
く
本
業
に
悪
影
響
が

出
た
、な
ど
で
あ
る
。

　

結
果
と
し
て
、思
う
よ
う
に
い
か
ず
撤
退
す
る
企
業
や

農
業
経
営
を
軌
道
に
乗
せ
る
途
上
で
本
業
が
倒
産
す
る

企
業
な
ど
も
み
ら
れ
た
。本
業
と
農
業
を
組
み
合
わ
せ
た

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
も
み
ら
れ
る
が
、中
小
企
業
の

枠
を
超
え
る
よ
う
な
規
模
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

　

こ
う
し
た
中
で
第
一
フ
ェ
ー
ズ
で
の
目
に
見
え
る
成

果
と
し
て
は
、農
地
の
有
効
利
用
が
進
ん
だ
点
が
あ
る
。

こ
れ
は
参
入
区
域
を
耕
作
放
棄
地
や
放
棄
さ
れ
る
恐
れ

の
あ
る
農
地
と
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

　
農
地
法
改
正
で
参
入
企
業
は
大
幅
増

　

折
し
も
、耕
作
放
棄
地
の
拡
大
が
社
会
的
に
問
題
と
な

っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、国
民
の
限
ら
れ
た
資
源
と
い
え
る

農
地
を
有
効
利
用
す
る
な
ら
ば
、個
人
や
法
人
を
問
わ
な

い
と
い
う
考
え
方
が
強
ま
り
、二
〇
〇
九
年
に
は
三
九
年

ぶ
り
と
い
う
大
幅
な
農
地
法
の
改
正
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
改
正
で
は
一
般
企
業
に
よ
る
農
地
所
有
は
認
め

な
い
も
の
の
、地
域
限
定
、自
治
体
経
由
の
貸
借
な
ど
の

条
件
が
な
く
な
り
、企
業
参
入
の
自
由
度
が
高
ま
っ
た
。

　

特
集　

農
業
へ
、企
業
参
入
新
時
代　

農
業
に
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
求
め
、農
地
リ
ー
ス
特
区
に
よ
り
始
ま
っ
た
企
業
参

入
の
第
一
フ
ェ
ー
ズ
。そ
し
て
今
、農
地
法
の
改
正
に
伴
い
、さ
ま
ざ
ま
な
企
業
が
本

格
参
入
す
る
第
二
フ
ェ
ー
ズ
に
入
っ
た
。そ
れ
ら
企
業
の
新
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
よ
っ
て
、

既
存
農
業
も
刺
激
を
受
け
て
企
業
的
な
経
営
に
取
り
組
む
チ
ャ
ン
ス
が
出
る
。

東京農業大学国際食料情報学部准教授

渋谷 往男   Yukio Shibuya

しぶや  ゆきお
1963年東京都生まれ。89年東京大学大学院修了。（株）三菱
総合研究所を経て、2011年より現職。専門は農業経営学。
08年日本農業経営学会学会賞（学会誌賞）。著書に『戦略的
農業経営』（日本経済新聞出版社、2009年）などがある。

第
二
フ
ェ
ー
ズ
参
入
企
業
が
新
農
業
モ
デ
ル
を
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さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
で
、単

な
る
制
度
の
変
更
だ
け
で
は
な
く
、衰
退
の
一
途
を
た
ど

る
農
業
を
企
業
の
力
で
何
と
か
し
て
ほ
し
い
と
い
う
期

待
感
が
社
会
的
に
高
ま
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

多
く
の
企
業
は
農
業
が
確
実
に
産
業
化
の
道
を
歩
み

始
め
た
と
の
認
識
を
持
ち
、自
社
で
は
何
が
で
き
る
か
を

考
え
た
。受
け
入
れ
る
側
の
農
家
や
農
業
関
係
者
も
法

律
の
お
墨
付
き
が
得
ら
れ
た
こ
と
で
、企
業
参
入
に
つ
い

同
時
に
、農
業
生
産
法
人
へ
の
出
資
条
件
の
緩
和
や
農
協

に
よ
る
農
業
経
営
の
解
禁
も
行
わ
れ
た
。

　

結
果
と
し
て
、表
１
に
示
す
よ
う
に
、第
一
フ
ェ
ー
ズ

の
参
入
数
四
三
六
法
人
に
対
し
て
、農
地
法
改
正
後
の
約

二
年
間
の
企
業
参
入
数
は
約
一・
五
倍
の
六
四
七
法
人
と

大
幅
に
増
え
て
い
る
。こ
の
時
期
を
企
業
参
入
の
第
二
フ

ェ
ー
ズ
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る（
注
１
）。

　

参
入
企
業
数
の
増
加
要
因
と
し
て
は
、農
地
法
改
正
が

て
の
ア
レ
ル
ギ
ー
が
減
っ
て
い
っ
た
。

　
第
二
フ
ェ
ー
ズ
で
質
的
な
変
化

　

こ
う
し
た
環
境
変
化
は
参
入
企
業
数
の
拡
大
だ
け
で

は
な
く
、質
的
な
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
。こ
れ
は
、参

入
側
の
企
業
と
受
け
入
れ
側
の
地
域
と
い
う
二
つ
の
軸

で
整
理
す
る
と
捉
え
や
す
い
。

　

企
業
規
模（
地
元
の
中
小
企
業
と
大
手
企
業
）と
立
地

条
件（
都
市
近
郊
と
遠
隔
地
）で
区
分
し
て
、位
置
づ
け

を
示
し
た
も
の
が
図
１
で
あ
る
。以
下
、図
１
の
Ａ
か
ら

Ｄ
の
四
領
域
に
分
け
て
第
二
フ
ェ
ー
ズ
の
特
徴
を
示
す
。

●
Ａ
領
域
︙
中
小
企
業
×
遠
隔
地

　

こ
の
領
域
は
第
一
フ
ェ
ー
ズ
の
特
徴
と
同
じ
位
置
で

あ
る
。第
二
フ
ェ
ー
ズ
へ
の
移
行
に
当
た
っ
て
は
、地
域

側
に
二
つ
の
変
化
が
見
ら
れ
る
。

　

ま
ず
、第
一
フ
ェ
ー
ズ
で
多
く
の
企
業
が
参
入
し
第
二

フ
ェ
ー
ズ
で
は
参
入
の
ペ
ー
ス
が
や
や
落
ち
て
い
る
地
域

で
あ
り
、青
森
県
、長
野
県
、新
潟
県
、島
根
県
、鹿
児
島

県
な
ど
が
こ
れ
に
当
た
る
。

　

こ
れ
ら
の
地
域
は
、県（
一
部
は
市
）が
第
一
フ
ェ
ー
ズ

で
積
極
的
に
企
業
参
入
を
促
進
し
た
た
め
、興
味
を
持
つ

地
元
企
業
は
す
で
に
参
入
済
で
あ
る
こ
と
、他
の
企
業
は

参
入
済
企
業
の
経
営
状
況
か
ら
簡
単
に
利
益
が
出
な
い

こ
と
を
知
っ
て
い
る
こ
と
、が
背
景
に
あ
る
。

　
一
方
、岩
手
県
、静
岡
県
、大
分
県
、熊
本
県
な
ど
は
第

二
フ
ェ
ー
ズ
で
参
入
企
業
数
が
伸
び
て
い
る
。こ
れ
ら
は
、

前
掲
の
県
よ
り
遅
れ
て
企
業
参
入
に
力
を
入
れ
始
め
た

成
果
が
表
わ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。

　

行
政
の
対
応
な
ど
に
よ
り
参
入
ペ
ー
ス
の
違
い
が
み

ら
れ
る
も
の
の
、総
じ
て
、遠
隔
地
で
は
第
一
フ
ェ
ー
ズ

同
様
に
建
設
業
、食
品
産
業
を
中
心
に
企
業
参
入
が
継

表１　都道府県別参入法人数（一般法人）

都道府県名 都道府県名

北海道
青森県
岩手県
宮城県
秋田県
山形県
福島県
茨城県
栃木県
群馬県
埼玉県
千葉県
東京都

神奈川県
山梨県
長野県
静岡県
新潟県
富山県
石川県
福井県
岐阜県
愛知県
三重県

滋賀県
京都府
大阪府
兵庫県
奈良県

和歌山県
鳥取県
島根県
岡山県
広島県
山口県
徳島県
香川県
愛媛県
高知県
福岡県
佐賀県
長崎県
熊本県
大分県
宮崎県

鹿児島県
沖縄県

計

19
14
26
2
11
11
17
20
11
5
23
11

14
11
11
40
23
2
13
15
23
32
12

7
1
8
36
11
17
28
12
18
20
12
4
10
19
5
7
2
9
27
7
4
8
9

647

18
31
17
4
6
6
16
5

4
6

13
12
38
7
32
7
15
1
10
12
8

13
2
3
30
32
10
11
6

10
9
4
3

4
4
6

29
1

※ 436

第2フェーズ
（2009.12〜2011.11）

第2フェーズ
（2009.12〜2011.11）

第1フェーズ
（2003.4〜2009.12）

第1フェーズ
（2003.4〜2009.12）

図１　企業参入の第2フェーズの特徴

資料：農林水産省経営局調べ
注)旧制度による参入法人数について、各都道府県の数字を合計すると445となり、参入法人数の合計436と一致しないが、これは複数の都道府県・

市町村に参入している法人が９法人あるためである。
筆者注）大分県は第２フェーズが７社とあるが、県資料では2010年度だけで35社となっている。

参入地域
遠隔地 都市近郊
A領域

D領域

B領域

C領域

建設業や食品産業

高速道で出荷に有利
適地適作による展開
パートナーの存在

建設業や食品産業

消費地に近く、
生産物の出荷に有利

第2フェーズから参入
促進を図った県で増加

建設投資縮小の影響が
遠隔地より遅れて発見企

業
規
模

中
小
企
業

大
手
企
業
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第二フェーズ参入企業が新農業モデルを

続
し
て
い
る
。

●
Ｂ
領
域
︙
中
小
企
業
×
都
市
近
郊

　

都
市
近
郊
地
域
と
し
て
、表
１
の
関
東
圏（
茨
城
県
～

神
奈
川
県
）、中
部
圏（
岐
阜
県
～
三
重
県
）、近
畿
圏（
滋

賀
県
～
和
歌
山
県
）を
見
る
と
い
ず
れ
の
府
県
で
も
第
二

フ
ェ
ー
ズ
の
参
入
企
業
数
が
伸
び
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
地
域
で
は
公
共
事
業
削
減
の
影
響
や
農
業

衰
退
の
状
況
が
遠
隔
地
ほ
ど
顕
著
で
は
な
か
っ
た
た
め
、

第
一
フ
ェ
ー
ズ
で
の
参
入
企
業
数
は
全
般
的
に
少
な
か
っ

た
。第
二
フ
ェ
ー
ズ
に
入
る
と
、一
部
の
県
が
企
業
参
入

の
相
談
窓
口
や
補
助
事
業
を
つ
く
る
な
ど
参
入
促
進
策

を
講
じ
た
こ
と
も
あ
り
、地
元
の
中
小
企
業
を
中
心
に
参

入
企
業
が
現
れ
て
い
る（
注
２
）。自
治
体
が
力
を
入
れ

始
め
た
背
景
と
し
て
、都
市
近
郊
で
も
耕
作
放
棄
地
が
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

　
大
手
流
通
が
消
費
地
近
く
で
参
入

●
Ｃ
領
域
︙
大
手
企
業
×
都
市
近
郊

　

表
２
が
示
し
て
い
る
の
は
主
に
第
二
フ
ェ
ー
ズ
に
参

入
し
た
大
手
企
業
で
あ
る
。イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
、イ
オ
ン
、

ロ
ー
ソ
ン
な
ど
の
大
手
小
売
業
を
中
心
に
ま
ず
関
東
圏

で
参
入
し
て
い
る
。

　

大
手
企
業
の
参
入
は
、地
元
と
い
う
強
み
が
な
い
代
わ

り
に
、条
件
の
良
い
地
域
を
選
べ
る
点
が
強
み
で
あ
る
。

採
算
性
を
考
え
る
と
輸
送
面
で
有
利
な
都
市
近
郊
が
選

択
さ
れ
る
。

　

特
に
、小
売
業
は
商
品
配
送
の
重
要
性
を
熟
知
し
て
い

る
。イ
オ
ン
で
は
店
舗
に
商
品
を
配
送
し
て
、空
荷
と
な

っ
た
帰
り
便
の
ト
ラ
ッ
ク
に
当
該
店
舗
近
く
の
農
場
で

収
穫
さ
れ
た
野
菜
を
積
み
込
ん
で
自
社
の
配
送
セ
ン
タ

ー
に
送
る
な
ど
輸
送
面
を
重
視
し
て
参
入
地
域
を
考
え

て
い
る
。

　

ま
た
、イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
で
は
自
社
で
の
食
品
リ
サ
イ

ク
ル
が
主
目
的
で
あ
り
、野
菜
く
ず
や
堆
肥
の
輸
送
の
た

め
に
都
市
近
郊
で
の
参
入
に
な
る
。

●
Ｄ
領
域
︙
大
手
企
業
×
遠
隔
地

　

表
２
で
は
参
入
場
所
が
選
べ
る
は
ず
の
大
手
企
業
で

も
遠
隔
地
に
参
入
し
て
い
る
例
が
あ
る
。こ
れ
に
は
理
由

が
あ
り
、い
く
つ
か
の
類
型
に
分
け
ら
れ
る
。

　

第
一
に
、Ｃ
領
域
同
様
、輸
送
を
考
え
た
立
地
で
あ
る
。

遠
隔
地
と
さ
れ
る
県
で
あ
っ
て
も
高
速
道
路
を
使
う
こ

と
で
地
方
中
核
都
市
や
自
社
店
舗
に
運
び
や
す
い
場
所

に
参
入
し
て
い
る
。イ
オ
ン
が
参
入
し
た
大
分
県
九
重
町

や
島
根
県
安
来
市
は
高
速
道
路
を
使
え
ば
福
岡
市
や
広

島
市
と
の
ア
ク
セ
ス
が
良
好
で
あ
る
。

　

第
二
に
、適
地
適
作
で
の
参
入
で
あ
る
。作
物
の
種
類

の
拡
大
、通
年
で
の
リ
レ
ー
出
荷
な
ど
を
考
え
る
と
遠
隔

地
で
生
産
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
も
あ
る
。

　
ロ
ー
ソ
ン
の
十
勝
で
の
バ
レ
イ
シ
ョ
生
産
や
た
ら
み
の

諫
早
市
で
の
ミ
カ
ン
生
産
は
こ
れ
に
当
た
る
。ロ
ー
ソ
ン

が
、千
葉
県
、鹿
児
島
県
、北
海
道
の
各
地
で
大
根
生
産

を
行
う
の
は
通
年
供
給
を
考
え
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。

　

第
三
に
、パ
ー
ト
ナ
ー
の
営
農
地
点
で
あ
る
。住
友
化

学
や
住
友
商
事
、三
菱
商
事
な
ど
多
く
の
企
業
が
パ
ー
ト

ナ
ー
を
伴
っ
た
参
入
で
あ
る
。こ
う
し
た
場
合
は
、立
地

よ
り
も
パ
ー
ト
ナ
ー
が
優
先
さ
れ
る
た
め
、遠
隔
地
で
の

参
入
に
な
る
。

　
間
接
的
な
利
益
ね
ら
う
大
手
企
業

　

大
手
企
業
へ
の
拡
が
り
が
第
二
フ
ェ
ー
ズ
の
大
き
な

特
徴
と
い
え
る
が
、参
入
事
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
数
㌶
、

あ
る
い
は
数
十
㌶
の
規
模
で
あ
っ
て
も
土
地
利
用
型
農

業
か
ら
得
ら
れ
る
利
益
は
、本
業
と
比
べ
る
と
微
々
た
る

も
の
で
あ
る
。に
も
か
か
わ
ら
ず
、大
手
企
業
は
な
ぜ
農

業
に
参
入
す
る
の
か
。

　

食
品
産
業
は
自
社
商
品
の
差
別
化
や
食
品
リ
サ
イ
ク

ル
の
実
現
、食
材
の
安
定
確
保
、な
ど
の
狙
い
が
あ
る
。

　

農
業
や
食
品
と
の
関
連
が
薄
い
と
思
わ
れ
る
よ
う
な

化
学
や
鉄
道
も
間
接
的
な
狙
い
が
あ
る
。住
友
化
学
は
、

農
薬
、肥
料
な
ど
の
メ
ー
カ
ー
で
も
あ
り
、国
内
農
業
の

衰
退
が
事
業
フ
ィ
ー
ル
ド
の
縮
小
に
つ
な
が
る
と
い
う

危
機
感
が
あ
っ
た
。加
え
て
、農
薬
の
試
験
対
象
と
し
て

植
物
を
見
て
き
た
が
農
業
全
般
を
見
て
い
な
か
っ
た
と

い
う
反
省
か
ら
、自
ら
農
業
経
営
を
行
う
中
で
新
た
な
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
農
家
に
提
案
し
、農
業
と
い
う
自
社
市

場
を
維
持
拡
大
す
る
と
い
う
戦
略
を
持
っ
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｒ
九
州
の
目
的
は
地
域
活
性
化
で
あ
り
、企
業
と
し

て
は
鉄
道
事
業
へ
の
波
及
効
果
を
期
待
し
て
い
る
。

　
商
社
は
投
資
進
め
ビ
ジ
ネ
ス
創
出

　

商
社
の
参
入
も
目
立
つ
。多
く
は
自
社
で
主
体
的
に
農

業
経
営
を
行
う
の
で
は
な
く
、資
本
参
加
と
し
て
い
る
。

商
社
は
川
上
か
ら
川
下
ま
で
、さ
ま
ざ
ま
な
事
業
投
資
先

を
持
つ
。そ
の
一
環
と
し
て
こ
れ
ま
で
投
資
対
象
と
な
っ

て
い
な
か
っ
た
農
業
に
も
投
資
を
す
す
め
て
い
る
。そ
の

狙
い
は
自
社
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
駆
使
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

創
出
で
あ
る
。

　

三
井
物
産
が
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
の
位
置
づ
け
を「
国
内
の

農
業
が
産
業
化
を
実
現
し
て
い
く
上
で
、商
社
と
し
て
複

合
的
な
機
能
を
発
揮
し
て
い
こ
う
と
す
る
未
来
へ
の
挑

戦
」（
注
３
）と
し
て
い
る
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
。

　

農
業
の
生
産
額
は
水
産
と
合
わ
せ
て
も
年
間
九
兆
円

程
度（
二
〇
〇
五
年
）で
あ
る
が
、最
終
的
な
食
料
消
費
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特集　農業へ、企業参入新時代

段
階
で
は
七
四
兆
円（
同
）に
膨
ら
む
。さ
ら
に
農
業
に

は
資
材
・
機
械
・
施
設
な
ど
が
必
要
と
な
る
。農
業
の
持

つ
機
能
を
考
え
る
と
食
育
な
ど
の
教
育
分
野
や
、レ
ジ
ャ

ー
分
野
、介
護
や
機
能
回
復
な
ど
の
医
療
福
祉
分
野
な
ど

表２　概ね２００９年以降に農業に参入した主な大手企業と参入概要

出所：プレスリリース、新聞報道等より筆者作成
注１）農地を利用する形態の農業を中心に掲載している。　注２）既存の法人への出資などを含めた広義の農業参入としている。　注３）略記の（農）は農業生産法人の略

サッポロビール
わらべや日洋
たらみ
吉野家

イトーヨーカ堂

イオン

ローソン

三井物産
三菱商事
住友商事

住友化学

JR東日本

JR東海

JR九州

サッポロ安曇野池田ヴィンヤード（株）
（株）フレボファーム
（農）（株）たらみファーム
（株）吉野家ファーム神奈川
（農）(株)セブンファーム富里
（株）セブンファームつくば
（株）セブンファーム三浦
（農）(株)セブンファーム深谷
イオンアグリ創造（株）
同上
同上
同上
同上
同上
同上
同上

（株）ローソンファーム千葉
（株）ローソンファーム鹿児島
（株）ローソンファーム十勝
（株）ローソンファーム大分
（株）アグリコンパス
（農）（株）まいすたぁ　に出資
（農）（株）さかうえ　に出資
（株）住化ファーム長野
（株）住化ファームおおいた
（株）サンライズファーム西条
（株）住化ファーム山形
（株）住化ファーム三重
農事組合法人みどりの線路
ジェイアール東海商事（株）
飛騨森林都市企画（株）

（農）(株)JR九州ファーム大分
（株）九州交通企画

長野県池田町
福島県石川町
長崎県諫早市
神奈川県横浜市
千葉県富里市
茨城県筑西市
神奈川県横須賀市
埼玉県深谷市
茨城県牛久市
栃木県宇都宮市
千葉県柏市
埼玉県羽生市
埼玉県松伏町
埼玉県日高町
大分県九重町
島根県安来市
千葉県香取市
鹿児島県東串良町
北海道幕別町
大分県宇佐市
－
山形県三川町
鹿児島県
長野県中野市
大分県豊後大野市
愛媛県西条市
山形県中山町
三重県志摩市
茨城県笠間市
愛知県常滑市
岐阜県高山市
大分県大分市
熊本県玉名市

池田町
御光福園芸、栗原商店
地元農家

JA富里市、地元農家
アグリクリエイト、つくば農業生産農事
横浜市場センター、長井有機農法研究会
JAふかや、地元農家

地元農家、東京シティ青果、RAG
地元農家、新宮青果、RAG
地元農家、札幌フルーツ、RAG
地元生産者、RAG
JFEエンジニアリング
いずみ農産
さかうえ
日本エコアグロ（住化100％）
日本エコアグロ、大分ゼネラルサービス
西条産業情報支援センター、JA西条市
山形日紅、丸勘山形青果市場
三重リーフ、日本エコアグロ
JAやさと、地元農家

ＪＡ大浜

2010年4月
2011年3月
2009年3月
2009年9月
2008年8月
2010年9月
2010年10月
2010年10月
2009年7月
2010年10月
2010年10月
2010年11月
2010年11月
2011年9月
2011年9月
2012年4月（予定）
2010年6月
2011年4月
2011年6月
2011年11月
2009年5月
2009年7月
2010年10月
2009年5月
2009年12月
2011年8月
2011年9月
2011年11月
2009年4月
2009年4月
2009年5月
2010年4月
2011年8月

ワイン用ぶどう
ほうれん草（施設）
みかん
たまねぎ、米他
トウモロコシ、大根等
レタス、小松菜、水菜等
大根、キャベツ等
キャベツ、ブロッコリー等
キャベツ、白菜、小松菜等
キャベツ、青ねぎ等
小かぶ、小松菜等
キャベツ、白菜、小松菜等
小かぶ、小松菜等
白菜、キャベツ等
キャベツ、レタス、白菜等
ブロッコリー、キャベツ等
小松菜、大根、人参等
大根、きゃべつ、馬鈴薯等
馬鈴薯、大根、ごぼう等
トマト
農業情報支援
米
ケール、馬鈴薯、人参等
イチゴ（施設）
トマト（施設）
レタス、キャベツ、ネギ等
トマト、イチゴ（施設）
みつば（施設）
長ネギ、人参
トマト（施設）
トウモロコシ
ニラ（施設）
ミニトマト（施設）

12ha

3.5ha
2.2ha

2ha
1.5ha

5ha
1.5ha

10.7ha
4.3ha
2.5ha
6.4ha
4.2ha
7.0ha

10.5ha
10.7ha
3.0ha
10ha
10ha

0.65ha

150ha
1ha

1.76ha
4.8ha
2.5ha
0.9ha

3ha
0.47ｈａ
0.53ha

3ha
2ha

関
連
産
業
の
幅
が
広
く
、大
手
企
業
は
さ
ま
ざ
ま
な
相
乗

効
果
を
期
待
で
き
る
。企
業
に
よ
っ
て
は
海
外
市
場
を
も

展
望
し
て
い
る
。企
業
か
ら
み
る
と
自
社
の
機
能
と
農
業

と
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
の

可
能
性
が
あ
る
と
映
る
の
で
あ
る
。

　

受
け
入
れ
る
地
域
側
は
農
業
の
衰
退
と
そ
れ
に
伴
う

耕
作
放
棄
地
の
増
加
や
地
域
経
済
の
低
迷
と
い
う
事
情

を
抱
え
て
い
る
た
め
、企
業
参
入
は
今
後
も
拡
大
し
て
い

く
だ
ろ
う
。

　
特
性
生
か
し
た
企
業
モ
デ
ル
も

　

高
齢
化
し
た
担
い
手
の
大
量
引
退
、財
政
再
建
と
消
費

税
問
題
、資
源
や
穀
物
価
格
の
急
激
な
変
化
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
問

題
、な
ど
わ
が
国
の
農
業
を
取
り
巻
く
課
題
は
多
く
か
つ

日
々
変
化
し
て
い
る
。

　

変
化
に
対
応
す
る
の
は
企
業
の
得
意
と
す
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。参
入
し
た
企
業
は
、ま
だ
ま
だ
農
業
を
学
ん
で

い
る
段
階
だ
が
、早
晩
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
の
特
性
を
生
か

し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
確
立
し
、経
営
環
境
の
変
化
に

合
わ
せ
て
機
敏
に
修
正
し
な
が
ら
、定
着
・
発
展
さ
せ
て

い
く
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、従
来
型
の
農
業
も
学
ぶ
べ
き

点
が
大
い
に
あ
る
。企
業
が
参
入
す
れ
ば
全
て
う
ま
く
い

く
と
い
う
よ
う
な
楽
観
視
は
で
き
な
い
も
の
の
、課
題
が

山
積
す
る
わ
が
国
の
農
業
に
お
い
て
、企
業
の
経
営
力
へ

の
期
待
は
大
き
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
注
１
）フ
ェ
ー
ズ
区
分
は
便
宜
的
に
改
正
農
地
法
施
行
の
一
二

月
と
し
て
い
る
が
、法
律
の
公
布
は
同
年
六
月
で
あ
り
社

会
的
な
認
識
の
変
化
は
徐
々
に
進
ん
だ
た
め
、概
略
的
な

も
の
と
捉
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
注
２
）表
１
の
各
県
の
企
業
数
に
は
大
手
企
業
の
参
入
数
も
含

ま
れ
て
い
る
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
が
、そ
の
多
く

は
中
小
企
業
で
あ
る
。

（
注
３
）『
日
本
貿
易
会
月
報
』二
〇
一
〇
年
一
一
月
号
一
八
頁
。

親会社 参入会社名 参入地 連携先 設立年等 作物 面積等
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地
域
と
の
競
合
や
摩
擦
不
安
も

　

企
業
の
農
業
参
入
が
多
様
化
を
伴
い
増
勢
が
続
く
中

で
、全
国
い
た
る
と
こ
ろ
で
農
村
社
会
が
企
業
と「
遭
遇
」

す
る
機
会
が
増
加
し
て
い
る
。従
来
か
ら
企
業
の
農
業
参

入
に
お
い
て
は
、「
地
域
と
の
融
和
」の
重
要
性
が
認
識
さ

れ
て
い
た
が
、今
後
こ
の
テ
ー
マ
が
一
層
大
き
く
な
る
と

予
想
さ
れ
る
。

　

地
域
差
は
あ
る
も
の
の
、企
業
参
入
を
受
け
入
れ
る
農

村
社
会
の
側
で
は
、今
日
で
も
漠
然
と
し
た
不
安
心
理
が

存
在
す
る
。一
般
的
に
言
っ
て
、農
村
社
会
に
は
、企
業
は

農
業
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
う
視
点
で
の
み
捉
え
、採
算
が
難

し
い
と
な
る
と
す
ぐ
撤
退
し
地
域
へ
の
配
慮
が
乏
し
い

の
で
な
い
か
、と
の
懸
念
が
あ
る
。ま
た
資
本
力
の
強
い

企
業
の
存
在
が
過
度
に
大
き
く
な
る
場
合
は
、地
域
の
担

い
手
と
の
競
合
や
摩
擦
が
生
ず
る
の
で
は
と
の
不
安
を

持
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
農
村
社
会
が
自
然
に
抱
く
反
応
は
、長
い

歴
史
の
中
で
形
成
さ
れ
た
特
質
を
強
く
反
映
し
た
も
の

で
あ
る
。千
年
を
優
に
超
え
る
灌か

ん
漑が

い

稲
作
の
歴
史
を
持
つ

日
本
社
会
で
は
、比
較
的
小
規
模
の
集
団
が
強
い
同
調
性

を
持
っ
て
農
業
を
行
う
仕
組
み
が
深
く
根
付
い
て
い
る
。

地
縁
を
ベ
ー
ス
と
す
る
強
い
関
係
性
の
下
で
、灌
漑
・
農

道
な
ど
の
農
業
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
だ
け
で
な
く
、生

活
、文
化
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
地
域
に
お
け
る「
共

助
・
共
存
」シ
ス
テ
ム
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。

　

他
方
で「
ウ
チ
と
ソ
ト
を
明
確
に
区
別
す
る
」意
識
や

「
集
団
が
内
側
に
向
か
っ
て
閉
じ
る
」行
動
パ
タ
ー
ン
が
、

長
い
時
間
を
か
け
農
村
社
会
に
定
着
・
浸
透
し
た〔
広
井

（
二
〇
一
一
）〕。こ
う
し
た
特
質
は
、農
村
に
限
ら
ず
日
本

人
全
体
の
国
民
性
に
今
な
お
大
き
な
影
響
を
残
し
て
い

る
。

　

農
村
社
会
と
営
農
形
態
の
関
連
に
つ
い
て
、整
理
し
て

み
た
の
が
図
１
で
あ
る
。

　
農
村
社
会
の
変
質
と
企
業
参
入

　

日
本
で
は
お
よ
そ
一
九
八
〇
年
代
頃
ま
で
は
、均
質
性

の
高
い
農
村
社
会
を
前
提
に
家
族
経
営
に
よ
る
営
農
形

態
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
と
と
も
に
、農
村
社
会
と
営
農

の
場
は
基
本
的
に
重
な
り
合
っ
て
い
た
。

　

ま
た
農
協
は
同
質
的
な
農
村
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
形
で
戦
後
急
速
に
組
織
を
拡
大
し
、農
業
政
策
も
農

村
社
会
の
持
つ
性
質
を
政
策
展
開
に
活
用
す
る
と
い
う

関
係
が
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、戦
後
の
経
済
成
長
は
同
時
に
農
村
社
会
の
変

容
過
程
で
も
あ
っ
た
。非
農
業
雇
用
機
会
の
拡
大
に
よ
り

兼
業
農
家
が
著
し
く
増
加
、ま
た
中
山
間
地
な
ど
で
は
過

疎
・
人
口
減
少
が
進
行
し
た
。

　

特
集　

農
業
へ
、企
業
参
入
新
時
代　

企
業
の
農
業
参
入
に
際
し
て
の
最
大
課
題
は
、農
村
社
会
と
の
融
和
を
図
り
な
が
ら
、

い
か
に
相
互
利
益
を
確
保
す
る
か
だ
ろ
う
。企
業
が
み
ず
か
ら
利
益
を
農
村
社
会
に

再
分
配
し
つ
つ
、六
次
産
業
化
に
貢
献
す
る
こ
と
で
共
存
を
目
指
す
こ
と
が
ポ
イ
ン

ト
だ
。

株式会社農林中金総合研究所　
基礎研究部  主任研究員

室屋 有宏   Arihiro Muroya

むろや　ありひろ
1960年富山県生まれ。89年東北大学大学院経済学研究科
博士課程単位取得退学。89年農林中央金庫入庫、99年から
現職。主な著書に『農業の未来のために 6次産業化とJAの
新たな役割』『変貌する世界の穀物市場』（以上共著）など。

参
入
企
業
と
農
村
社
会
と
の
融
和
が
共
存
の
カ
ギ
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特集　農業へ、企業参入新時代

れ
た
。

　
一
方
で
、自
由
化
さ
れ
た
の
は
経
済
活
動
と
し
て
の
農

業
部
分
で
あ
っ
て
、そ
れ
を
支
え
る
よ
り
基
層
的
な
社
会

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
農
村
社
会
の
変
化
は
よ
り
長
期
の
プ

ロ
セ
ス
で
あ
り
、位
相
と
論
理
の
異
な
る
両
者
の
接
触
が

増
え
る
に
つ
れ
相
互
の
き
し
み
が
今
後
増
加
す
る
懸
念

が
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、農
地
所
有
に
つ
な
が
る
農
業
生
産
法
人
の

出
資
比
率
に
つ
い
て
、現
行
最
大
二
五
％
ま
で
と
す
る
農

外
資
本
の
上
限
撤
廃
を
求
め
る
産
業
界
か
ら
の
要
望
に

対
し
て
、農
村
社
会
や
農
協
か
ら
根
強
い
反
発
が
あ
る
主

た
る
理
由
は
、企
業
と
い
う
存
在
が
農
村
社
会
と
一
体
性

を
持
っ
た
メ
ン
バ
ー
に
果
た
し
て
な
れ
る
の
か
、と
い
う

根
源
的
な
懐
疑
か
ら
き
て
い
る
と
い
え
る
。

　
農
地
受
け
手
に
企
業
想
定
せ
ず

　

農
協
が
地
域
単
位
で
均
質
性
の
強
い
家
族
経
営
を
組

合
員
と
し
組
織
さ
れ
て
き
た
と
い
う
歴
史
的
背
景
か
ら

も
、農
協
が
企
業
の
農
業
参
入
に
対
し
て
一
般
的
に
慎
重

な
い
し
懸
念
を
持
つ
と
い
う
の
は
当
然
の
反
応
と
い
え

よ
う
。農
協
の
組
織
構
造
は
、「
農
村
社
会
が
主
体
」と
な

り
農
業
を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
基
本
と
し
て
お
り
、そ
の

担
い
手
と
し
て
家
族
経
営
形
態（
そ
れ
が
困
難
な
ら
集
落

営
農
）へ
の
強
い
志
向
を
本
来
的
に
持
っ
て
い
る
。

　

農
協
系
統
は
、二
〇
〇
九
年
一
〇
月
の
第
二
五
回
Ｊ
Ａ

全
国
大
会
に
お
い
て「
地
域
農
業
の
振
興
は
農
家
組
合
員

が
行
う
こ
と
が
基
本
で
あ
る
が
、担
い
手
が
不
足
す
る
地

域
に
お
い
て
は
、Ｊ
Ａ
内
部
や
地
域
で
の
合
意
を
前
提
に
、

Ｊ
Ａ
出
資
型
農
業
生
産
法
人
や
Ｊ
Ａ
本
体
に
よ
り
、Ｊ
Ａ

が
農
業
経
営
を
行
う
も
の
と
す
る
」と
決
議
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
関
連
し
て
、農
協
が
地
域
の
農
地
情
報
を
集
積
、

　

他
方
で
、経
済
社
会
環
境
の
変
化
を
受
け
て
、農
業
者

の
一
部
は
規
模
拡
大
を
図
り
、法
人
化
、自
集
落
を
越
え

た
出
作
、反
対
に
他
の
集
落
か
ら
の
入
作
な
ど
の
動
き
も

増
加
し
た
。農
業
政
策
も
一
九
九
〇
年
代
に
入
る
と
、こ

の
よ
う
な
多
様
な
農
業
経
営
の
あ
り
方
を
支
援
し
て
い

く
方
向
へ
と
転
じ
た
。

　

こ
れ
ら
の
変
化
は
基
本
的
に「
農
業
・
農
村
内
部
」の

も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、こ
こ
約
一
〇
年
間
は「
農

業
・
農
村
外
部
」に
位
置
づ
け
ら
れ
る
一
般
企
業
の
農
業

参
入
の
自
由
化
が
進
展
し
た
。二
〇
〇
九
年
の
農
地
法
改

正
で
は「
農
地
を
適
正
か
つ
効
率
的
に
利
用
す
る
」な
ら

ば
、農
業
者
で
な
く
と
も
原
則
自
由
に
農
業
参
入
で
き
る

よ
う
に
な
り
、こ
れ
に
よ
っ
て
営
農
と
生
活
の
場
が
一
致

す
る
と
い
う
歴
史
的
、制
度
的
枠
組
み
も
実
質
取
り
払
わ

農
地
の
受
け
手
の
営
農
状
況
・
意
向
を
把
握
し
、長
期
的

視
野
で
農
地
を
借
り
受
け
る
意
欲
の
あ
る
担
い
手
に
対

し
て
、農
協
が
主
体
と
な
り
農
地
を
斡あ

っ
旋せ

ん
す
る
取
り
組
み

の
機
能
強
化
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

　

農
協
系
統
の
中
で
は
、企
業
は
農
地
の
受
け
手
と
し
て

一
般
に
想
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、地
域
内
部
に
担
い
手
を
見

つ
け
る
こ
と
が
困
難
な
ケ
ー
ス
で
は
、農
協
本
体
ま
た
は

農
協
出
資
の
子
会
社
が
直
接
営
農
を
行
っ
て
い
く
こ
と

を
基
本
方
針
と
し
て
い
る
。こ
う
し
た
農
協
系
統
の
取
り

組
み
は
、担
い
手
不
足
、耕
作
放
棄
地
の
解
消
な
ど
を
目

的
に
ラ
ス
ト
・
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
農
協
み
ず
か
ら
が
農
業

経
営
に
関
与
し
て
い
く
こ
と
で
、企
業
の
参
入
を
未
然
に

防
止
す
る
こ
と
も
意
識
し
た
も
の
と
い
え
る
。

　

〇
九
年
の
農
地
法
改
正
で
は
農
協
本
体
に
よ
る
農
業

経
営
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、農
地
リ
ー
ス
に
よ

る
参
入
業
種
を
み
る
と「
農
業
」に
分
類
さ
れ
る
農
協
本

体
や
Ｊ
Ａ
出
資
型
法
人
の
参
入
が
大
き
く
増
加
し
て
い

る
。こ
う
し
た
参
入
も
統
計
上
は「
企
業
参
入
」と
し
て

カ
ウ
ン
ト
さ
れ
、実
績
値
を
押
し
上
げ
る
と
い
う
奇
妙
な

結
果
が
生
じ
て
い
る
。

　

農
協
に
よ
る
農
業
経
営
で
は
農
協
出
資
の
農
業
生
産

法
人（
以
下「
生
産
法
人
」）が
主
流
で
あ
る
た
め
、実
際

の
農
業
経
営
数
は
リ
ー
ス
方
式
に
よ
る
参
入
数
を
大
き

く
超
え
る
と
み
ら
れ
る
。

　
Ｊ
Ａ
全
中
に
よ
る
と
、一
一
年
度
中
に
農
業
経
営
を
行

う
農
協
数
は
二
一
八
に
な
る
と
見
込
ま
れ
、全
農
協
の
三

〇
％
を
上
回
る
レ
ベ
ル
ま
で
に
広
が
り
を
み
せ
て
い
る
。

　
地
域
と
の
融
和
は
農
協
が
カ
ギ

　

こ
れ
ま
で
企
業
の
農
業
参
入
に
つ
い
て
、歴
史
的
な
観

点
を
含
め
、農
村
社
会
、農
協
の
全
般
的
な
認
識
や
反
応

図１　農村社会と営農形態の関係図

資料：筆者作成

異業種参入

法人経営家族経営

農家 法人

入作

ソト

ウチ
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に
つ
い
て
み
て
き
た
。し
か
し
、現
実
に
は
農
村
社
会
、農

協
と
参
入
企
業
の
関
係
は
、地
域
や
企
業
ご
と
に
多
様
か

つ
複
雑
な
面
が
み
ら
れ
る
。

　

た
と
え
ば
、参
入
企
業
が
同
一
集
落
内
に
あ
る
評
価
の

高
い
地
場
企
業
の
場
合
、両
者
の
間
で
農
業
参
入
に
つ
い

て
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
こ
と
は
比
較
的
容
易
で
あ
ろ

う
。

　

現
実
に
農
村
で
は
企
業
経
営
者
が
農
家
で
あ
り
農
協

組
合
員
で
あ
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、ま
た
農
村
社
会
の
側
が

実
態
的
に
地
場
企
業
に
担
い
手
と
な
る
こ
と
を
要
請
す

る
と
い
う
こ
と
も
珍
し
く
は
な
い
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、参
入
企
業
が
域
外
企
業
、特
に
大
企

業
の
ケ
ー
ス
な
ど
で
は
、農
村
社
会
と
の
融
和
と
い
う
点

で
ハ
ー
ド
ル
は
高
く
な
る
。し
か
し
こ
の
場
合
で
も
、企

業
が
農
村
社
会
の
実
情
や
懸
念
を
理
解
し
、長
期
的
な

視
点
で
地
域
に
根
ざ
し
た
法
人
と
な
る
姿
勢
を
取
る
な

ら
ば
、地
域
の
反
応
は
大
き
く
違
っ
て
く
る
と
い
え
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
企
業
と
地
域
が
継
続
的
に
対
話
を
重

ね
し
っ
か
り
と
し
た
信
頼
関
係
を
つ
く
る
こ
と
が
何
よ

り
も
重
要
で
あ
る
が
、そ
の
カ
ギ
を
握
る
の
は
農
協
の
対

応
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
る
。

　

農
協
が
企
業
と
農
村
社
会
の
間
に
入
る
こ
と
で
、相
互

に
ウ
イ
ン
・
ウ
イ
ン
の
連
携
関
係
が
生
ま
れ
た
事
例
と
し

て
、二
〇
〇
八
年
に
Ｊ
Ａ
富
里
市
、イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂（
以

下
、ヨ
ー
カ
堂
）、組
合
員
農
家
が
生
産
法
人
を
設
立
し

た
事
例
に
つ
い
て
、以
下
で
み
て
み
た
い
。

　
Ｊ
Ａ
富
里
市
と
ヨ
ー
カ
堂
が
連
携

　

ヨ
ー
カ
堂
の
農
業
参
入
の
目
的
は
、自
社
か
ら
出
る
食

品
残
さ
を
堆
肥
化
し
、こ
れ
を
利
用
し
た
自
社
農
園
で
の

野
菜
栽
培
を
行
う
こ
と
で
、環
境
に
配
慮
し
た
農
業
と
食

品
リ
サ
イ
ク
ル
法
へ
の
対
応
を
実
現
し
Ｃ
Ｓ
Ｒ（
企
業
の

社
会
的
責
任
）を
果
た
そ
う
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

　

ヨ
ー
カ
堂
の
農
業
参
入
の
意
向
に
対
し
て
、Ｊ
Ａ
富
里

市
は「
農
業
の
現
状
や
再
生
産
価
格
を
理
解
し
て
も
ら
う

た
め
に
は
実
需
者
と
の
連
携
に
意
味
が
あ
る
」と
考
え
、

ま
た
参
加
す
る
組
合
員
農
家
を
支
援
す
る
点
か
ら
も
生

産
法
人
に
出
資
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

設
立
さ
れ
た
生
産
法
人
で
は
、農
地
お
よ
び
機
械
類
は

農
家
組
合
員
の
も
の
を
使
用
し
、農
業
生
産
も
農
家
が
大

部
分
を
行
い
生
産
法
人
か
ら
役
員
報
酬
・
労
賃
を
受
け

取
る
。ヨ
ー
カ
堂
は
店
舗
へ
の
供
給
管
理
・
販
売
、消
費

者
と
の
交
流
事
業
を
担
当
し
、Ｊ
Ａ
富
里
市
は
代
金
決
済

な
ど
の
事
務
受
託
、ヨ
ー
カ
堂
へ
の
デ
リ
バ
リ
ー
管
理
、

需
給
・
物
流
調
整
を
担
当
す
る
。

　

企
業
の
農
業
参
入
で
は
、販
路
と
と
も
に
優
良
で
ま
と

ま
っ
た
農
地
の
確
保
が
一
番
大
き
な
課
題
で
あ
る
が
、こ

の
ケ
ー
ス
で
は
農
家
、農
協
と
組
む
こ
と
で
実
質
的
な
営

農
は
地
域
に
委
託
し
、企
業
の
初
期
コ
ス
ト
は
大
幅
に
抑

え
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。企
業
の
農
業
参
入
は
収
支

的
に
厳
し
い
こ
と
が
よ
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、本
事
例

で
は
設
立
後
の
翌
〇
九
年
度（
一
～
一
二
月
）に
早
く
も

事
業
の
黒
字
化
を
達
成
し
て
い
る
と
い
う
。

　
対
話
チ
ャ
ネ
ル
確
保
が
課
題

　

こ
の
生
産
法
人
で
は
、三
者
の
間
で
互
い
の
強
み
と
意

向
を
相
互
に
尊
重
す
る
こ
と
で
、結
果
的
に
メ
リ
ッ
ト
を

享
受
し
合
う
関
係
が
生
ま
れ
て
い
る
。こ
う
し
た
関
係
構

築
の
前
提
に
は
、ヨ
ー
カ
堂
と
Ｊ
Ａ
富
里
市
と
の
間
で
長

い
取
引
実
績
を
通
じ
た
信
頼
関
係
が
で
き
て
い
た
こ
と
、

ま
た
組
合
員
農
家
も
実
需
者
と
の
取
引
経
験
が
あ
り
ヨ

ー
カ
堂
と
の
法
人
設
立
の
意
思
を
持
っ
て
い
た
と
い
う

事
情
が
あ
る
。

　

農
村
社
会
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
を
反
映
し
て
農
協
や
農

協
組
合
員
の
意
識
も
現
実
に
は
多
様
化
し
て
お
り
、そ
う

し
た
実
態
を
踏
ま
え
つ
つ
地
域
や
農
協
が
主
体
的
に
企

業
参
入
に
関
与
し
て
い
く
こ
と
で
、み
ず
か
ら
の
メ
リ
ッ

ト
確
保
と
地
域
農
業
の
活
性
化
を
図
り
、同
時
に
企
業

参
入
に
伴
う
地
域
の
懸
念
を
最
小
化
し
て
い
く
と
い
う

選
択
肢
が
あ
り
え
る
こ
と
を
こ
の
事
例
は
示
唆
し
て
い

る
。

　
一
般
に
農
村
社
会
、農
協
と
参
入
企
業
と
の
間
で
は
接

点
が
少
な
く
、互
い
に
ど
の
よ
う
な
意
向
を
持
っ
て
い
る

の
か
に
つ
い
て
対
話
が
乏
し
い
。特
に
域
外
企
業
の
参
入

で
は
、こ
の
問
題
が
よ
り
深
刻
で
あ
る
。

　

企
業
と
の
接
点
に
関
し
て
は
、近
年
は
自
治
体
が
企
業

参
入
に
積
極
的
で
あ
り
、農
地
斡
旋
を
含
む
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
取
り
組
み
も
み
ら
れ
る
が
、

企
業
の
参
入
後
、長
期
的
に
直
接
的
な
利
害
関
係
を
持
つ

の
は
農
村
社
会
や
農
協
で
あ
る
。

　

参
入
企
業
と
地
域
が
相
互
に
交
流
、対
話
す
る
機
会

が
な
い
中
で
、企
業
が
地
域
で
孤
立
す
る
、ま
た
地
域
に

迷
惑
を
及
ぼ
す
よ
う
な
事
態
が
起
き
る
こ
と
が
一
番
悪

い
シ
ナ
リ
オ
で
あ
る
。

　

今
後
、企
業
参
入
の
増
加
と
と
も
に
撤
退
す
る
企
業
も

増
え
て
く
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
と
予
想
さ
れ
る
だ

け
に
、参
入
に
伴
い
農
村
社
会
が
持
つ
懸
念
を
最
小
化
す

る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
だ
ろ
う
。

　
地
域
資
源
掘
り
起
こ
し
が
課
題

　

今
年
一
月
に
日
本
政
策
金
融
公
庫
が
公
表
し
た『
企
業

の
農
業
参
入
調
査
』は
興
味
深
い
結
果
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
調
査
は
全
国
の
農
業
参
入
企
業
四
二
二
社
に
対
し
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特集　農業へ、企業参入新時代

て
郵
送
ア
ン
ケ
ー
ト
・
面
談
に
よ
り
一
三
八
社
か
ら
回
答

を
得
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
中
で「
参
入
時
と
現
在
に
お
け
る
農
業
部
門
の
課

題
」に
つ
い
て
の
認
識
変
化
を
み
た
の
が
図
２
で
あ
る
。

「
現
在
も
何
ら
か
の
課
題
が
あ
る
」と
答
え
た
企
業
は
、参

入
か
ら
平
均
七
年
五
カ
月
と
か
な
り
長
い
時
間
が
経
過

し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
企
業
が
参
入
時
と
現
在
を
比
べ
て
、「
課
題

で
は
な
く
な
っ
た
」項
目
の
減
少
率
を
み
る
と
、「
農
地
の

確
保
」三
一・
九
％
が
最
大
で
、次
い
で「
地
域
の
関
係
」

の
二
五
・一
％
、「
労
働
力
の
確
保
」が
二
〇
・
八
％
と
続
く
。

反
対
に
減
少
幅
が
小
さ
い
も
の
、す
な
わ
ち
現
在
も
課
題

と
し
て
残
っ
て
い
る
項
目
と
し
て
は「
農
業
技
術
の
習

得
」「
生
産
経
費
」「
販
路
の
開
拓
」が
高
い
割
合
を
占
め

て
い
る
。

　

こ
こ
か
ら
は
参
入
か
ら
相
当
年
数
が
経
っ
た
企
業
は
、

農
地
、労
働
力
、地
域
と
の
関
係
、は
大
き
な
問
題
で
は

な
く
な
っ
た
が
、安
定
的
生
産
、コ
ス
ト
、販
路
な
ど
、ビ

ジ
ネ
ス
と
し
て
の
成
果
を
出
す
こ
と
に
苦
労
し
て
い
る

姿
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、こ
こ
で
疑
問
と
し
て
浮
か
ぶ
の
は
、深
い
レ

ベ
ル
で「
企
業
と
農
村
社
会
と
の
融
和
」が
進
ん
で
い
る

の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。参
入
企
業
が
自
社
の
経
営
だ
け

で
な
く
、地
域
の
人
々
の
参
加
や
地
域
資
源
の
掘
り
起
こ

し
な
ど
を
通
じ
て
、農
業
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
も
成
立
す
る

よ
う
な
取
り
組
み
を
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
企
業
が
六
次
産
業
化
で
貢
献
も

　

農
業
参
入
す
る
企
業
の
中
に
は
、地
域
貢
献
や
公
益
的

観
点
を
重
視
す
る
事
例
が
多
く
存
在
す
る
こ
と
も
事
実

で
あ
る
。ま
た
、地
域
と
し
て
は
、い
っ
た
ん
企
業
が
農
業

参
入
し
た
か
ら
に
は
、長
期
に
営
農
を
続
け
て
も
ら
い
地

域
に
根
ざ
し
た
担
い
手
に
な
っ
て
欲
し
い
と
い
う
意
向

が
強
い
。

　

こ
う
し
た
中
で
、参
入
企
業
と
農
村
社
会
と
の
間
に
相

互
補
完
性
を
持
た
せ
、地
域
の
面
的
な
発
展
に
つ
な
げ
て

い
く
最
も
戦
略
的
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
あ
る
の
が
農
協
だ
と

い
え
る
。農
協
が
企
業
の
声
を
地
域
へ
、ま
た
そ
の
反
対

に
地
域
の
声
を
企
業
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
言
葉
に「
翻
訳
」し

て
い
く
こ
と
で
、両
者
の
間
に
有
効
な
連
携
関
係
を
構
築

し
て
い
く
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
を
果
た
し
て
い

く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

実
際
、参
入
し
た
企
業
が
農
村
社
会
に
貢
献
で
き
る

領
域
は
意
外
に
広
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

た
と
え
ば
、企
業
が
農
業
の
研
修
施
設
を
つ
く
り
、新

規
就
農
者
の
受
け
入
れ
を
行
う
、地
域
に
伝
承
さ
れ
て
き

た
農
業
技
術
の
集
積
拠
点
を
つ
く
る
、食
育
・
農
業
体
験

の
場
を
提
供
す
る
な
ど
の
事
例
が
あ
る
。ま
た
六
次
産
業

化
と
い
っ
た
地
域
を
挙
げ
た
農
業
経
営
力
の
展
開
に
お

い
て
、参
入
企
業
が
貢
献
で
き
る
潜
在
余
地
は
大
き
い
だ

ろ
う
。

　

企
業
の
農
業
参
入
で
は
、企
業
が
農
業
そ
の
も
の
か
ら

利
益
を
得
る
よ
り
は
、本
業
の
利
益
を
農
村
社
会
に
再
分

配
し
つ
つ
、企
業
み
ず
か
ら
も
バ
リ
ュ
ー
・
チ
ェ
ー
ン
を

強
化
し
て
い
く
こ
と
で
利
益
を
得
る
と
い
う
の
が
大
き

な
方
向
性
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

農
村
社
会
の
方
で
も
、企
業
と
い
う「
異
質
性
」を
み
ず

か
ら
の
地
域
振
興
に
主
体
的
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
で
、

個
性
的
に
し
た
た
か
に
生
き
延
び
て
い
く
こ
と
を
考
え

る
時
代
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

【
参
考
文
献
】

●
生
源
寺
眞
一（
二
〇
一
一
）『
日
本
農
業
の
真
実
』ち
く
ま
新
書

●
仲
野
隆
三（
二
〇
一
一
）小
売
企
業
と
組
合
員
・
農
協
出
資
に
よ

る
農
業
法
人
の
取
り
組
み『
次
世
代
土
地
利
用
型
農
業
と
企

業
経
営
―
家
族
経
営
の
発
展
と
企
業
参
入
―
』養
賢
堂

●
広
井
良
典（
二
〇
一
一
）『
創
造
的
福
祉
社
会
』ち
く
ま
新
書

●
室
屋
有
宏（
二
〇
一
〇
）農
地
制
度
改
正
後
の「
企
業
の
農
業
参

入
」を
考
え
る
―
重
要
性
が
一
層
高
ま
る
地
域
と
企
業
の
関
係

―
『
農
林
金
融
』六
月
号
、（
二
〇
〇
七
）企
業
の
農
業
参
入
の

現
状
と
課
題
―
地
域
と
の
連
携
を
軸
と
す
る
参
入
企
業
の
実

像
―
『
農
林
金
融
』七
月
号

現在：参入からの平均経過年数７年５カ月（「現在、課題がある」と回答した先の参入後平均経過年数）

図2　参入時と現在における農業部門の課題（全体集計／複数回答）

0％ 25％ 50％ 75％
農業技術の習得

販路の開拓

農地の確保

資金繰り（短期資金）

資金調達（長期資金）

生産経費

労働力の確保

生産物（商品）の販売単価

地域との関係

商品開発

経営に関する情報の入手 現在
参入時

69.2％
49.5％

60.8％
46.8％

56.7％
24.8％

50.8％
33.9％

49.2％
30.3％

48.3％
47.7％
48.3％

27.5％
44.2％

33.9％
42.5％

17.4％
40.8％

38.5％
33.3％

14.7％
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農
業
機
械
メ
ー
カ
ー
の
覚
悟

　

ヤ
ン
マ
ー
株
式
会
社
は
、ご
存
じ
の
方
も
お
ら
れ
る
で

し
ょ
う
が
、今
年
で
創
業
一
〇
〇
周
年
と
な
る
機
械
メ
ー

カ
ー
で
す
。建
設
機
械
や
船
舶
な
ど
も
手
掛
け
て
い
ま
す

が
、売
上
高
の
半
分
を
占
め
る
重
要
な
事
業
が
農
業
機
械

分
野
で
す
。

　

農
業
機
械
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、手
作
業
や
家

畜
に
よ
る
農
作
業
を
機
械
に
よ
っ
て
省
力
・
省
人
化
を
も

た
ら
し
、農
家
を
重
労
働
か
ら
解
放
す
る
こ
と
に
貢
献
し

て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、そ
の
半
面
、兼
業
農
家
が
増
加
す
る
結
果
と

な
り
、農
業
外
収
益
の
方
が
多
く
な
っ
て
後
継
ぎ
も
都
会

で
就
職
し
て
し
ま
う
な
ど
、農
家
人
口
の
減
少
に
大
き
な

影
響
を
与
え
た
こ
と
も
事
実
で
す
。

　

そ
し
て
今
、そ
の
農
業
市
場
は
、さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に

直
面
し
て
お
り
、負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
は「
農
業
は
も
う
か
ら
な
い
か
ら
後
継
ぎ
が
い
な

い
。後
継
ぎ
が
い
な
い
か
ら
高
齢
化
し
、農
業
を
辞
め
ざ

る
を
得
な
く
な
る
。農
業
者
が
減
る
と
耕
作
放
棄
地
が
増

え
、や
が
て
農
村
は
荒
れ
果
て
、魅
力
が
な
く
な
り
、さ

ら
に
人
が
来
な
く
な
る
」と
い
う
悪
循
環
で
す
。

　

農
水
省
に
よ
る
と
、わ
が
国
の
農
業
は
、基
幹
的
農
業

従
事
者
の
平
均
年
齢
が
六
六
・
一
歳（
二
〇
一
〇
年
）と
高

齢
化
が
進
展
し
て
い
ま
す
。持
続
的
な
力
強
い
農
業
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、二
万
人
／
年
の
青
年
新
規
就
農
者
が

定
着
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、四
〇
歳
未
満
の
若
い
就

農
者
は
一
万
三
〇
〇
〇
人（
二
〇
一
〇
年
）に
と
ど
ま
り
、

そ
の
う
ち
定
着
す
る
の
は
一
万
人
程
度
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、私
た
ち
は
国
内
の
食
文

化
や
農
業
、そ
し
て
農
村
を
支
え
る
た
め
に
も
、農
業
機

械
の
提
供
だ
け
で
な
く
、将
来
の
農
業
を
支
え
る
次
世
代

の
農
業
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
必
要
を
強
く
感
じ
、そ
の

一
翼
を
担
う
覚
悟
を
決
め
ま
し
た
。

　
生
産
者
の
人
た
ち
へ
の
恩
返
し

　

そ
し
て
、こ
の
一
〇
〇
年
間
、ヤ
ン
マ
ー
を
支
え
て
い

た
だ
い
た
第
一
次
産
業
の
生
産
者
の
人
た
ち
に
対
し
、恩

返
し
を
し
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
、二
〇
一
〇
年
九
月

に
ヤ
ン
マ
ー
ア
グ
リ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
を
設
立

し
農
業
分
野
に
足
を
踏
み
入
れ
た
の
で
す
。

　

異
色
と
い
え
ば
異
色
で
す
が
、私
た
ち
の
狙
い
は
、日

本
農
業
を
け
ん
引
す
る
リ
ー
ダ
ー
づ
く
り
で
、地
域
と
経

営
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
、し
か
も
卓
越
し
た
リ
ー
ダ
ー
と

な
る
農
業
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

主
な
事
業
内
容
と
し
て
、次
世
代
の
農
業
リ
ー
ダ
ー
育

成
と
他
産
業
か
ら
の
新
規
参
入
の
促
進
、も
う
か
る
農
業

　

特
集　

農
業
へ
、企
業
参
入
新
時
代　

農
業
機
械
メ
ー
カ
ー
の
ヤ
ン
マ
ー
が
子
会
社
を
通
じ
て
農
業
分
野
へ
の
企
業
参
入
を
支

援
し
話
題
に
な
っ
て
い
る
。も
う
か
る
農
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
や
観
光
産
業
と

の
連
携
、六
次
産
業
化
へ
の
展
開
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
習
得
さ
せ
、次
世
代
の
農
業
リ

ー
ダ
ー
育
成
が
経
営
の
柱
だ
。そ
の
企
業
ト
ッ
プ
に
参
入
の
要
諦
を
語
っ
て
も
ら
お
う
。

ヤンマーアグリイノベーション株式会社
代表取締役社長

橋本 康治   Koji Hashimoto

はしもと  こうじ
1966年大分県杵築市の水稲・ミカンの兼業農家に生まれる。
89年ヤンマーディーゼル㈱入社。92年ヤンマー㈱流通機器
部、2007年経営企画部課長、08年役員室秘書役、09年社長室
ソリューショニアリンググループ部長を経て、10年に現職。

農
業
参
入
企
業
に
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
授
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特集　農業へ、企業参入新時代

生産者 消費者

情報集積

情報選別

生産
加工

保管
管理

食品
加工

運送

運送

販売

二
〇
一
〇
年
一
〇
月
よ
り
広
島
県
大
規
模
野
菜
経
営
実

証
事
業
協
議
会
を
立
ち
上
げ
て
、研
修
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

実
証
協
議
会
と
は
ヤ
ン
マ
ー
ア
グ
リ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
代
表
団
体
と
し
て
、農
業
用
資
材
メ
ー
カ
ー
、種
苗

メ
ー
カ
ー
、情
報
シ
ス
テ
ム
開
発
企
業
、金
融
機
関
、農

業
参
入
企
業
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
お
り
、大
規
模
営
農
の

実
施
、検
証
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
実
証
事
業
の
経
営
目
標
は
、経
営
面
積
一
〇
㌶
、

売
上
一
億
円
を
運
営
人
員
一
〇
人
で
実
現
す
る
こ
と
で
す
。

　

研
修
生
は
広
島
県
庁
農
林
水
産
局
農
業
担
い
手
支
援

課
に
応
募
の
あ
っ
た
農
業
の
新
規
担
い
手
と
な
る
企
業
、

農
業
生
産
法
人
、集
落
営
農
の
新
規
採
用
人
材
を
ヤ
ン
マ

ー
フ
ァ
ー
ム
に
送
り
込
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
受
け
入
れ
た
研
修
生
は
二
〇
一
〇
年
一
〇
月

入
学
の
八
人
、一
一
年
四
月
入
学
の
七
人
、そ
し
て
同
年

一
〇
月
入
学
の
七
人
の
合
計
二
二
人
で
す
。

　

研
修
は
、養
成
コ
ー
ス（
研
修
開
始
～
六
カ
月
）、実
践

コ
ー
ス（
六
カ
月
経
過
後
）の
二
コ
ー
ス
制
で
、実
施
に
当

た
っ
て
は
各
研
修
生
が
技
術
的
な
研
究
課
題
を
設
定
し
、

課
題
解
決
の
手
法
も
習
得
さ
せ
ま
す
。

　

養
成
コ
ー
ス
は
座
学
で
基
礎
的
な
農
業
知
識
や
農
業

経
営
者
と
し
て
の
心
構
え
を
習
得
し
、管
理
者
か
ら
の
指

示
に
基
づ
く
農
作
業
に
よ
り
農
場
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て

の
基
礎
を
学
び
ま
す
。

　

ま
た
、実
践
コ
ー
ス
は
管
理
者
の
指
示
の
も
と
、研
修

生
が
主
体
的
に
作
業
、経
営
管
理
を
行
い
、資
材
や
作
業

者
な
ど
も
手
配
し
ま
す
。

　

研
修
生
が
農
業
参
入
す
る
ま
で
に
検
討
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
ス
テ
ッ
プ
が
六
つ
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
構
想
整
理
、計
画
作
成
、優
良
な
農
地
の
確
保
、

の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
を
は
じ
め
、観
光
産
業
と
の

連
携
に
よ
る
地
域
全
体
の
活
性
化
、六
次
産
業
化・加
工・

販
売
へ
の
展
開
、農
業
生
産
の
徹
底
的
な
効
率
化
と
栽
培

技
術
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
五
つ
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

　
担
い
手
づ
く
り
で
農
場
を
開
設

　

第
一
次
産
業
に
従
事
し
て
い
る
お
客
さ
ま
に
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
た
め
に
は「
お
客
さ
ま
以
上
に
お

客
さ
ま
の
こ
と
を
知
る
」こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ま
ず
、私
た
ち
み
ず
か
ら
が
農
業
経
営
を
実
践
す
る
こ

と
に
よ
り
、お
客
さ
ま
の
立
場
で
農
業
経
営
を
考
え
、そ

し
て
農
場
で
新
規
参
入
を
希
望
す
る
者
を
研
修
生
と
位

置
づ
け
、世
に
担
い
手
を
送
り
出
そ
う
と
い
う
目
的
か
ら

農
場
の
開
設
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

　

全
国
で
農
場
開
設
の
候
補
地
を
選
定
し
た
結
果
、ヤ
ン

マ
ー
フ
ァ
ー
ム
第
一
農
場
を
広
島
県
世
羅
町
に
設
立
し
、

技
術
修
得
、施
設
整
備
、経
営
開
始
と
い
う
流
れ
に
整
理

で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
ス
テ
ッ
プ
を
順
に
踏
ん
で
い
く
に
は
、県
・

市
町
村
な
ど
行
政
の
協
力
は
不
可
欠
で
す
。行
政
機
関
と

連
携
し
、効
率
的
な
情
報
収
集
に
よ
る
計
画
作
成
を
行

う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

そ
し
て
、参
入
時
に
お
け
る
最
大
の
課
題
は
優
良
な
農

地
の
確
保
で
す
。個
人
や
企
業
努
力
だ
け
で
は
、ど
う
に

も
で
き
な
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。こ
の
課
題
を
解
決
す
る

た
め
に
も
、行
政
へ
の
支
援
要
請
と
そ
れ
に
基
づ
く
、行

政
と
一
体
的
な
地
域
へ
の
働
き
か
け
が
必
要
と
な
っ
て

き
ま
す
。

　
借
り
た
農
地
の
土
壌
改
良
で
苦
労

　

実
は
、ヤ
ン
マ
ー
フ
ァ
ー
ム
で
お
借
り
し
て
い
る
農
地

は
数
年
か
ら
十
数
年
ほ
ど
耕
作
放
棄
地
と
な
っ
て
い
る

国
の
開
発
団
地
で
し
た
。赤
土
の
粘
土
質
の
土
壌
で
地
下

浸
透
性
が
悪
く
、野
菜
栽
培
に
は
適
さ
な
い
た
め
、物
理

的
な
土
壌
改
良
が
必
要
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、ま
ず
実
行
し
た
こ
と
が
農
業
土
木
作
業
で
し

た
。森
林
伐
採
、草
刈
、ほ
場
へ
の
暗
き
ょ
・
明
き
ょ
の
設

置
、バ
ー
ク
堆
肥
や
籾
殻
の
投
入
な
ど
、あ
り
と
あ
ら
ゆ

る
方
法
で
土
壌
改
良
を
行
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、そ
う
簡
単
に
結
果
は
出
ず
、一
年
目
の
キ
ャ

ベ
ツ
の
生
産
は
一
㌧
／
一
〇
㌃
と
散
々
な
成
績
で
し
た
。

さ
ら
に
改
良
を
重
ね
、二
年
目
は
春
キ
ャ
ベ
ツ
が
二
㌧
／

一
〇
㌃
、秋
キ
ャ
ベ
ツ
が
五
㌧
／
一
〇
㌃
ま
で
改
善
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

土
壌
改
良
に
見
込
ん
で
い
な
か
っ
た
時
間
と
費
用
を

要
し
、そ
の
難
し
さ
を
み
ず
か
ら
痛
感
し
た
こ
の
経
験
か

ら
、優
良
な
農
地
の
確
保
に
は
、行
政
や
地
域
の
支
援
の

図１　食のサプライチェーンからみた課題

情
報
量

サプライチェーン・フードシステム
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農業参入企業に経営ノウハウを伝授

重
要
性
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、経
営
を
始
め
る
上
で
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、

ど
の
よ
う
に
単
価
を
上
げ
て
、さ
ら
に
収
量
を
上
げ
て
い

く
か
。同
時
に
、い
か
に
コ
ス
ト
削
減
を
図
る
か
を
常
に

考
え
て
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。も
う
か
る
農

業
は（
単
価
×
収
量
）
︲
コ
ス
ト
＝
利
益
の
最
大
化
と
シ

ン
プ
ル
に
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
か
ら
み
た
課
題
は
、生
産

者
の
情
報
量
の
少
な
さ
に
あ
り
ま
す
。川
上（
生
産
者
）

か
ら
川
下（
消
費
者
）に
近
づ
け
ば
近
づ
く
ほ
ど
、情
報

が
蓄
積
さ
れ
て
販
売
者
が
最
も
多
く
の
情
報
を
持
っ
て

い
ま
す（
図
１
参
照
）。

　

こ
の
情
報
が
利
益
に
直
結
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。生

産
者
が
も
う
か
ら
な
い
の
は
、情
報
が
少
な
い
か
ら
で
す
。

消
費
者
が
求
め
て
い
る
も
の
は
何
な
の
か
。販
売
す
る
企

業
が
求
め
て
い
る
も
の
は
何
な
の
か
。生
産
者
が
も
っ
と

販
売
側
の
情
報
を
手
に
入
れ
て
い
く
こ
と
が
課
題
で
す
。

　

食
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
分
析
す
る
と
、加
工
・
外

食
向
け
の
付
加
価
値
は
生
鮮
品
よ
り
も
当
然
に
高
く
、川

中
・
川
下
の
付
加
価
値
を
い
か
に
川
上
の
生
産
地
側
に
取

り
込
む
か
が
単
価
ア
ッ
プ
の
課
題
で
す
し
、今
後
、注
目

さ
れ
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
り
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ま
で
の
農
業
は
市
場
出
荷
に
頼
り
、み
ず
か
ら
販

路
を
開
拓
す
る
発
想
が
乏
し
い
と
い
う
現
実
が
あ
り
ま

し
た
。こ
の
た
め
、価
格
交
渉
力
の
あ
る
商
品
を
つ
く
り
、

特
に
投
資
前
に
販
売
の
チ
ャ
ネ
ル
を
確
保
す
る
こ
と
が

重
要
で
す（
図
２
参
照
）。

　

そ
し
て
、食
料
消
費
の
用
途
別
支
出
割
合
を
見
て
も
、

生
鮮
品
の
割
合
は
年
々
低
下
し
、加
工
用
の
割
合
が
増
加

し
て
い
る
傾
向
に
あ
り
ま
す（
図
３
参
照
）。

　
一
方
、農
業
生
産
面
の
作
業
効
率
か
ら
み
た
課
題
を
見

て
み
ま
す
と
、稲
作
で
は
管
理（
除
草
作
業
）、育
苗
、田

植
え
で
五
〇
％
の
労
働
時
間
が
か
か
っ
て
お
り
、畑
作
の

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
で
は
調
整
、収
穫
、出
荷
で
八
〇
％
の
労

働
時
間
が
か
か
っ
て
い
ま
す（
図
４
参
照
）。

　

こ
の
作
業
を
業
務
加
工
用
の
商
品
化
や
機
械
化
、シ
ェ

ア
リ
ン
グ
、作
業
受
託
な
ど
の
仕
組
み
に
よ
っ
て
改
善
す

る
こ
と
で
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
農
業
、農
村
は
国
際
市
場
の
開
放

に
よ
る
激
し
い
競
争
に
突
入
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま

す
が
、農
村
、漁
村
の
価
値
が
今
以
上
に
見
直
さ
れ
消
費

者
の
要
求
が
増
大
し
て
く
る
こ
と
が
チ
ャ
ン
ス
と
し
て

あ
ら
わ
れ
て
く
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
食
に
対
し
て
も
消
費
者
の「
信
頼
で
き
る
生
産

者
が
つ
く
っ
た
、お
い
し
く
て
安
全
安
心
な
も
の
を
食
べ

た
い
」と
い
う
新
た
な
要
求
が
世
界
で
生
ま
れ
て
き
て
い

ま
す
。

　

新
興
国
の
食
は
徐
々
に
先
進
国
型
に
変
遷
し
て
い
く

こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。ま
さ
に
海
外
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の

販
路
拡
大
の
チ
ャ
ン
ス
が
広
が
っ
て
き
ま
す
。

　
競
争
に
勝
つ
四
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

　

私
は
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に
小
さ
く
て
弱
い
国
が
、競
争

に
勝
ち
抜
い
て
い
く
た
め
の
四
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
一
つ
目
はN

etw
ork

。ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
と
は
連

携
で
す
。六
次
産
業
化
へ
の
取
り
組
み
を
国
と
し
て
は
推

進
し
て
い
ま
す
が
、一
生
産
者
の
レ
ベ
ル
で
は
、な
か
な

か
成
功
さ
せ
る
の
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

自
分
た
ち
の
農
業
に
何
を
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
に
し
て

い
く
の
か
。一
次
産
業
に
Ｉ
Ｔ
や
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
や
文
化
、芸
術
を
ど
う
や
っ
て
プ
ラ
ス
し
て
い
く
の
か
。

こ
の
〇
・
五
次
産
業
を
プ
ラ
ス
す
る
発
想
で
農
業
を
考
え

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、小
さ
い
農
家
で
も
連
携
し
て
規
模
を
拡
大
す
る

と
い
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

二
つ
目
はO

pen

。こ
れ
は
考
え
方
と
心
を
開
く
こ
と

を
意
味
し
ま
す
。知
識
を
得
れ
ば
得
る
ほ
ど
知
識
欲
が
高

ま
り
ま
す
。そ
の
知
ら
な
い
こ
と
を
知
り
た
い
と
思
う
の

が
好
奇
心
で
す
。そ
の
好
奇
心
が
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
発

想
、ま
さ
に
創
造
性
に
繋
が
り
ま
す
。そ
の
創
造
性
が
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
繋
が
り
ま
す
。

　

三
つ
目
はSm

all

。最
初
か
ら
大
き
な
成
功
は
狙
わ
ず
、

小
さ
な
成
功
事
例
を
重
ね
て
勝
ち
味
を
覚
え
る
こ
と
。そ

し
て
自
分
自
身
に
自
信
を
つ
け
る
こ
と
で
す
。

　

た
と
え
ば
、弱
い
も
の
が
強
い
も
の
に
勝
つ
た
め
に
は
、

強
い
も
の
と
同
じ
戦
い
方
を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。日
本

は
小
さ
い
国
だ
か
ら
こ
そ
勝
つ
た
め
の
戦
略
が
必
要
で

す
。

　

四
つ
目
はColor

。自
分
だ
け
の
色
を
持
ち
、ほ
か
の
真

似
を
し
な
い
こ
と
で
す
。先
ほ
ど
も
説
明
し
ま
し
た
が
、

消
費
者
は
安
全
で
安
心
な
農
業
を
求
め
て
い
ま
す
。そ
し

て
、信
頼
で
き
る
農
家
が
つ
く
っ
た
お
い
し
い
農
産
物
を

求
め
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
さ
に
こ
れ
か
ら
は
、小
さ
い
農
家
に
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
が
あ
る
の
で
す
。

　
今
後
は
フ
ァ
ー
ム
を
全
国
展
開

　

今
後
は
、ヤ
ン
マ
ー
フ
ァ
ー
ム
を
全
国
に
展
開
し
て
い

く
計
画
で
す
。そ
し
て
、一
人
で
も
多
く
の
次
世
代
の
農

業
リ
ー
ダ
ー
を
輩
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、ヤ
ン
マ
ー
フ
ァ
ー
ム
は
地
域
に
入
り
込
み
、地

域
全
体
の
活
性
化
に
挑
戦
し
て
参
り
ま
す
。地
域
そ
れ
ぞ
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れ
の
課
題
を
そ
の
地
域
の
方
と
共
に
汗
を
流
し
て
解
決

し
て
参
り
ま
す
。

　

農
業
は
人
間
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
唯
一
主
体
的
に
つ
く
っ

て
い
る
産
業
で
あ
り
、私
た
ち
は
そ
の
農
業
に
従
事
し
て

い
る
こ
と
に
誇
り
と
自
信
を
持
っ
て
い
ま
す
。農
業
を
行

う
こ
と
は
植
物
に
対
す
る
観
察
力
を
研
ぎ
澄
ま
す
こ
と

で
す
。葉
や
花
、茎
そ
し
て
土
を
見
て
植
物
の
発
す
る
言

葉
を
感
じ
と
ら
な
い
と
、す
ぐ
に
病
気
に
な
っ
た
り
、成

長
し
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
こ
と
を
学
ん
で
い
く
と
人
間
関
係
の
コ

図２　食のバリューチェーンの分析と加工・外食向けの付加価値

図３　食料消費の用途別支出割合

図４　農業生産面の作業効率からみた課題

出所：農林水産省データをもとに作成

資料：総務省「家計調査」

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り
方
も
変
わ
っ
て
い
く
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。相
手
の
こ
と
を
ま
ず
考
え
る
こ
と
、周
り

に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、人
は
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
な

ど
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。研
修
生
と
共
に
私
た
ち
ス
タ
ッ

フ
も
植
物
に
学
ぶ
こ
と
が
と
て
も
多
い
の
で
す
。

　

最
後
に
も
う
一
つ
。ヤ
ン
マ
ー
フ
ァ
ー
ム
は
、研
修
生

と
地
域
の
農
家
に
夢
を
与
え
る
事
業
を
展
開
し
て
参
り

ま
す
。そ
し
て
、研
修
生
と
地
域
の
農
家
と
共
に「
豊
か

さ
が
持
続
す
る
農
業
」と「
地
域
活
性
化
」を
必
ず
実
現

さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

  

直接消費向け
7.8兆円

（1.4兆円）

外食向け
1.4兆円

（0.7兆円）

農業用資材

農薬
国内3,315億円
世界3.5兆円

肥料
4,355億円

培土
709億円

種苗
稲450億円

野菜600億円

農機
国内3,345億円
輸出7,588億円

水関連
農業施設
その他資材

担い手
（企業参入）

〈平成12年〉
80.3兆円（100％）

生鮮品：付加価値小

外食
23.7兆円

（29.5％）

外食産業
23.7兆円

生鮮品
の輸入

(3.2兆円)

国
内
生
産

加工品
41.5兆円

（51.7％）

食品小売業
（加工品）
41.5兆円

加工向け
2.9兆円

（1.2兆円）

食品製造業
30.7兆円

最終製品の輸入
（1.9兆円）

卸売市場

一次加工品の輸入
（0.5兆円）

生鮮品
15.1兆円

（18.8％）

生鮮品
15.1兆円

12.1兆円
加工食品
卸売業

加工・外食・業務用：付加価値大

今後の重要なターゲット領域

65.2兆円4.3兆円

農業・漁業総生産額

（　）は輸入品

生鮮品 加工品 調味料など 調理品 外食

0％ 0％

0.0 0.0（時間／10a）

（労働時間の割合） （労働時間の割合）

（時間／10a）0.5 0.51.0 1.01.5 1.52.0 2.02.5 2.53 3

10％ 10％20％ 20％30％ 30％40％ 40％50％ 50％60％ 60％70％ 70％80％ 80％90％ 90％100％ 100％

昭和40年

平成元年

平成19年

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

⇒ターゲット：育苗−田植えの一貫体系化、耕盤・作土表面の均平化、機械作業の高速化 ⇒ターゲット：収穫調整作業の効率機械化

（1）稲作
①管理の内訳は、畦畔除草が大部分
（非生産作業）

②育苗＋田植えで約35％

③管理、育苗＋田植え、耕起整地、刈取
で約80％を占める

④耕盤の不陸が作業速度のボトルネック

（2）畑作（例：葉物  ホウレンソウ）
①調整、収穫、出荷で80％を占める
②調整の内訳は、出荷前の洗浄、選定

など

③生鮮出荷の場合、特に調整収穫工数
が大きい

管 理 調 整

収 穫

出 荷

販売管理

は種・定植

耕うん・基肥

除草・防除

かん排水

ほ場管理

追 肥

育 苗
田植え

耕起整地
刈取脱穀

乾 燥
除 草
基 肥

生産管理
種子予措

防 除
追 肥

10アール作業するために必要な労働時間 一連の作業にかかる時間を100とする各作業の労働時間の割合
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調
査
自
体
は
二
〇
一
一
年
七
月
か
ら

一
二
月
に
か
け
て
ア
ン
ケ
ー
ト
、面
談
に

よ
り
調
査
を
行
い
ま
し
た
。ポ
イ
ン
ト
部

分
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　
土
壌
改
良
で
行
政
支
援
求
め
る

　

ま
ず
、企
業
が
農
業
に
参
入
す
る
に

あ
た
り
、ど
の
程
度
の
準
備
期
間
を
要

し
、ま
た
、そ
の
期
間
の
取
り
組
み
内
容

に
つ
い
て
質
問
を
し
ま
し
た
。

　

準
備
期
間
に
つ
い
て
は
平
均
約
一
年

八
カ
月
を
要
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た（
図
１
参
照
）。

　

そ
の
期
間
中
の
取
り
組
み
内
容
は
、

四
四
・
二
％
の
企
業
が「
農
地
確
保
・
土

壌
改
良
」を
挙
げ
、二
二
・
一
％
の「
生
産

技
術
の
習
得
」、一
〇
・
五
％
の「
販
路
の

調
査
・
開
拓
」を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。

　

面
談
調
査
で
は
、農
地
法
の
改
正
に

よ
っ
て
、農
業
に
企
業
参
入
し
や
す
く

な
っ
た
と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
が
、

「
農
地
の
確
保
に
予
想
以
上
に
時
間
を

要
し
た
」「
農
地
が
確
保
で
き
て
も
土
壌

改
良
の
必
要
が
あ
り
、作
付
け
ま
で
に

想
定
外
の
時
間
と
費
用
を
要
し
た
」と

い
う
声
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。こ
の
農

地
の「
土
壌
改
良
」に
つ
い
て
は
行
政
か

ら
の
積
極
的
な
支
援
を
求
め
る
声
も
数

多
く
あ
り
、参
入
時
に
お
け
る
課
題
の

盲
点
で
あ
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
り

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、農
地
を
賃
借
し
て
い
る
ケ

ー
ス
で
は
、「
現
状
に
復
帰
し
て
返
す
必

要
が
あ
る
た
め
、大
き
な
農
地
整
備
は

で
き
ず
、生
産
が
非
効
率
で
あ
る
」と
い

う
声
も
あ
り
、農
地
の
問
題
は
根
が
深

い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
」九
割
が
達
成

　

次
に
、企
業
の
参
入
目
的
に
つ
い
て

は
、近
年
の
建
設
業
界
の
厳
し
い
経
営

環
境
を
反
映
し
、建
設
業
か
ら
参
入
し

た
調
査
先
の
八
〇
％
が「
経
営
の
多
角

化
」を
、七
二
％
が「
雇
用
対
策
」を
挙
げ

て
い
ま
す（
図
２
参
照
）。

　
一
方
、「
食
品
製
造
業
」や「
食
品
卸
売

業
」は
原
材
料
生
産
・
調
達
と
の
関
連
が

強
く
、五
〇
％
以
上
の
先
が「
原
料
の
安

定
的
な
確
保
」「
本
業
商
品
の
付
加
価
値

化
・
差
別
化
」を
目
的
に
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

参
入
目
的
の
達
成
に
つ
い
て
は
、食
品

製
造
業
で
は「
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
」を

目
的
と
し
た
先
の
約
九
〇
％
が
達
成
し

た
と
回
答
し
て
お
り
、消
費
者
の「
安
全・

安
心
」の
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
に
応
え
ら
れ

る
体
制
を
構
築
で
き
た
、と
い
う
判
断

と
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、「
本
業
商
品
の
付
加
価
値
化
・

差
別
化
」に
つ
い
て
は
、食
品
製
造
業
で

七
三
・
三
％
が
達
成
し
て
お
り
、企
業
全

体
と
し
て
、農
業
参
入
の
成
果
が
現
れ

て
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

他
方
、建
設
業
の
目
的
で
最
も
多
か

っ
た「
経
営
の
多
角
化
」の
達
成
は
五
五

％
に
と
ど
ま
り
、ま
た
、こ
れ
に
関
連
の

強
い「
利
益
の
確
保
」に
つ
い
て
は
達
成

先
は
皆
無
と
い
う
厳
し
い
結
果
で
あ
り
、

農
業
で
利
益
を
確
保
す
る
こ
と
の
難
し

さ
が
端
的
に
表
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
生
産
経
費
」「
商
品
開
発
」が
課
題

　

さ
ら
に
、企
業
が
農
業
経
営
を
進
め

て
い
く
上
で
の
課
題
を
参
入
時
と
参
入

後
の
現
在（
平
均
参
入
後
期
間
約
七
年

五
カ
月
）に
分
け
て
質
問
し
た
と
こ
ろ
、

「
農
地
の
確
保
」「
地
域
と
の
関
係
」「
労

働
力
の
確
保
」に
つ
い
て
は
、参
入
時
か

ら
二
〇
ポ
イ
ン
ト
以
上
も
減
少
し
て
い

ま
す（
図
３
参
照
）。

　

特
に「
農
地
の
確
保
」に
つ
い
て
は
五

六
・
七
％
か
ら
二
四
・
八
％
と
約
三
〇
ポ

イ
ン
ト
も
減
少
し
て
お
り
、先
述
の
と
お

り
参
入
時
に「
土
壌
改
良
」な
ど
の
問
題

が
一
時
的
に
は
生
じ
る
も
の
の
、そ
の
後

は
多
く
の
先
で
課
題
が
解
決
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
販
路
の
開
拓
」「
農
業
技
術
の

習
得
」も
参
入
時
と
比
べ
、現
時
点
で
は

減
少
し
て
い
ま
す
。た
だ
し
、各
課
題
と

も
現
時
点
に
お
い
て
も
約
五
〇
％
と
高

止
ま
り
し
て
お
り
、解
決
が
容
易
で
は

な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

一
方
、「
生
産
経
費
」「
商
品
開
発
」に

つ
い
て
は
、参
入
時
と
現
時
点
に
お
い
て
、

課
題
と
し
て
挙
げ
る
先
の
割
合
は
そ
れ

ぞ
れ
約
四
八
％
、約
四
〇
％
と
ほ
と
ん
ど

変
化
が
な
く
、コ
ス
ト
削
減
や
売
上
伸

長
の
た
め
に
、常
に
解
決
策
を
見
出
さ

参入時の
土壌改良で苦労
食の「安全・安心」
確保に奏功

企業の農業参入が活発化する現状に着目し、参入
前後における経営上の課題について日本公庫農
林水産事業が調査しました。その結果、農地の土壌
改良で予想外に苦労した声が多かったことや食品
製造業からの参入先の９割が「トレーサビリティ」の
目標を達成できたことが明らかになりました。

日本政策金融公庫◦農林水産事業

Report on research

情報戦略レポート

―企業の農業参入調査―
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な
け
れ
ば
な
ら
な
い
恒
久
的
な
課
題
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

　

特
に「
生
産
経
費
」に
つ
い
て
は
、本

業
の
従
業
員
を
農
業
部
門
に
配
置
し
て

い
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
、こ
の
人
件
費
を
賄

う
だ
け
の
安
定
し
た
売
上
を
確
保
す
る

の
は
難
し
い
と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ

ま
し
た
。

　
建
設
業「
販
路
開
拓
」が
ポ
イ
ン
ト

　

農
業
経
営
上
の
課
題
は
、参
入
し
た

業
種
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
農
地
の
確
保
」「
労
働
力
の
確
保
」な

ど
は
、い
ず
れ
の
業
種
に
お
い
て
も
、ほ

ぼ
同
じ
結
果
と
な
っ
て
お
り
、業
種
間
に

お
け
る
大
き
な
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た（
図
４
参
照
）。同
様
に
、「
生
産
経

費
」に
つ
い
て
も
業
種
を
問
わ
ず
、お
よ

そ
五
〇
％
の
先
が
時
期
に
関
係
な
く
課

題
と
し
て
挙
げ
て
お
り
、業
種
間
に
よ

る
違
い
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

と
こ
ろ
が
、「
販
路
の
開
拓
」の
課
題

を
み
る
と
、食
品
製
造
業
な
ど
で
は
、参

入
後
、こ
の
課
題
を
挙
げ
る
先
は
減
少

し
五
〇
％
以
下
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、建

設
業
だ
け
は
、参
入
後
で
も
七
一
・
四
％

と
ほ
か
の
業
種
と
比
べ
て
高
止
ま
り
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
資
金
繰
り
」に
つ
い
て
も
建
設

図１　参入までの準備期間とその取り組み内容（全体集計／複数回答）

図2　参入の目的と目的の達成先割合（業種別集計／複数回答）

図３　参入時と現在における農業部門の課題（全体集計／複数回答）

100％ 0％

0％

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％

25％ 50％ 75％

80％ 20％60％ 40％40％ 60％20％ 80％0％ 100％

現在：参入からの平均経過年数７年５カ月（「現在、課題がある」と回答した先の参入後平
均経過年数）建設業 食品製造業 その他業種食品卸売業

原材料の
安定的な確保

原材料の
調達コストの削減

トレーサビリティ
の確保

本業商品の
付加価値化・

差別化

企業の
イメージアップ

経営の多角化

利益の確保

地域貢献

雇用対策
（人材の有効活用）

参入の目的 目的の達成先割合

農業技術の習得

農地確保・土壌改良

●平均準備期間：20.2カ月

生産技術の習得

組織設立・認定手続

研修・視察

販路の調査・開拓

施設などの整備

その他（資金調達
や雇用の確保など）

販路の開拓

農地の確保

資金繰り（短期資金）

資金調達（長期資金）

生産経費

労働力の確保

生産物（商品）の
販売単価

地域との関係

商品開発

経営に関する情報
の入手 現在

参入時

69.2％
49.5％

60.8％
46.8％

56.7％
24.8％

50.8％
33.9％

49.2％
30.3％

48.3％
47.7％

48.3％
27.5％

44.2％
33.9％

42.5％
17.4％

40.8％
38.5％

33.3％
14.7％

44.2％

22.1％

18.6％

10.5％

10.5％

10.5％

18.6％

12.0％
51.0％

66.7％
10.3％

12.0％
21.6％

27.8％
6.9％

8.0％
37.3％

27.8％
17.2％

12.0％
58.8％

55.6％
55.2％

28.0％
45.1％

38.9％
31.0％

80.0％
31.4％

44.4％
58.6％

32.0％
29.4％

38.9％
27.6％

60.0％
56.9％

50.0％
62.1％

72.0％
41.2％

22.2％
41.4％

66.7％
57.7％

66.7％
33.3％

54.5％
0％

60.0％
0％

80.0％
80.0％

33.3％
73.3％

50.0％
56.3％

28.6％
73.9％

71.4％
66.7％

55.0％
43.8％

62.5％
52.9％

0％
20.0％

28.6％
25.0％

53.3％
75.9％
77.8％

61.1％

66.7％
76.2％

50.0％
66.7％

0％
89.5％
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業
は
、参
入
時
に
七
九
・
二
％
、参
入
後

で
も
五
七
・
一
％
と
二
二
ポ
イ
ン
ト
減
少

し
て
い
る
も
の
の
、ほ
か
の
業
種
と
比
べ

て
非
常
に
高
い
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
販
路
の
開
拓
」は
農
業
経
営
上
、重
要

な
事
項
で
す
が
、今
回
の
調
査
で
は
、先

述
の
準
備
期
間
に
お
け
る
取
り
組
み
内

容
で
、建
設
業
は
食
品
の
販
路
を
持
っ
て

い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
販
路
の
調

査
・
開
拓
」を
挙
げ
た
先
は
皆
無
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、そ
の
影
響
が
出
て
い
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
黒
字
化
想
定
が
一
年
オ
ー
バ
ー

　

ま
た
、建
設
業
は
業
界
の
厳
し
い
経
営

環
境
を
反
映
し
て
、本
業
か
ら
の
資
金
支

援
は
難
し
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

業
種
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を

克
服
し
な
が
ら
、農
業
経
営
を
進
め
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、経
営
の
結

果
で
あ
る
、損
益
状
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
ま
で
農
業
部
門
で
黒
字
を
確
保

し
た
こ
と
が
あ
る
先
は
、食
品
卸
売
業

で
五
八
・
八
％
、食
品
製
造
業
で
三
二
・

七
％
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
一
方
、建
設

業
で
二
三
・
三
％
、そ
の
他
業
種
で
は
一

三
・
八
％
に
と
ど
ま
り
ま
し
た（
図
５
参

照
）。

　

食
品
卸
売
業
や
製
造
業
は
、食
品
を

扱
う
業
種
で
あ
り
、特
に
卸
売
業
は
販

路
を
有
し
て
い
る
こ
と
、ま
た
、製
造
業

で
は
本
業
の
原
材
料
に
活
用
で
き
る
こ

と
か
ら
、建
設
業
な
ど
よ
り
も
農
業
参

入
の
条
件
は
有
利
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

他
方
、建
設
業
な
ど
に
お
い
て
は
、克

服
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
課
題
が
食
品

関
連
産
業
よ
り
も
多
数
あ
り
、そ
の
結

果
が
損
益
状
況
に
も
現
れ
て
い
る
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、黒
字
化
ま
で
の
見
込
み
期
間

と
実
際
に
黒
字
を
確
保
す
る
ま
で
に
要

し
た
期
間
を
比
較
す
る
と
、全
体
で
は

見
込
み
期
間
四
・
〇
年
に
対
し
、実
際
に

は
四
・
九
年
と
約
一
年
オ
ー
バ
ー
し
、業

種
別
で
は
、「
そ
の
他
業
種
」を
除
い
た

い
ず
れ
の
業
種
で
も
見
込
み
期
間
を
超

え
て
お
り
、収
支
計
画
を
作
成
す
る
際

に
は
、慎
重
に
検
討
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
「
技
術
習
得
」「
販
路
開
拓
」が
カ
ギ

　

参
入
時
に
お
け
る
課
題
の
解
決
状
況

を
黒
字
を
確
保
し
た
こ
と
の
あ
る
先
と

赤
字
先
で
区
分
し
て
集
計
し
て
み
た
と

こ
ろ
、「
生
産
物
の
販
売
単
価
」「
農
業
技

術
の
習
得
」「
資
金
調
達
」「
販
路
の
開
拓
」

に
つ
い
て
は
、黒
字
を
確
保
し
た
こ
と
の

あ
る
先
の
ほ
う
が
赤
字
先
よ
り
も
課
題

を
解
決
し
た
と
す
る
先
の
割
合
が
高
く
、

そ
の
か
い
離
も
大
き
い
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た（
図
６
参
照
）。

　

一
方
で
、黒
字
・
赤
字
に
関
係
な
く
、

「
生
産
経
費
」に
関
し
て
は
、解
決
率
は
一

〇
％
台
で
あ
り
、解
決
率
に
大
き
な
差
も

出
て
い
な
い
と
い
う
結
果
が
出
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
考
察
す
る
と
、

参
入
時
に
お
い
て
は
、経
費
削
減
も
当

然
大
切
な
が
ら
、「
農
業
技
術
の
習
得
」

「
販
路
の
開
拓
」な
ど
売
上
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
課
題
に
対
し
て
、各
企
業

が
さ
ら
に
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を

行
う
こ
と
が
重
要
に
な
る
と
い
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
新
た
な
担
い
手
と
し
て
期
待

　

農
業
は
自
然
を
相
手
に
し
た
産
業
で

図４　参入時と現在における農業部門の課題（業種別集計／複数回答）

販路の開拓

資金繰り
（短期資金）

生産経費

農地の確保

労働力の確保

建設業

建設業

建設業

建設業

建設業

食品製造業

食品製造業

食品製造業

食品製造業

食品製造業

食品卸売業

食品卸売業

食品卸売業

食品卸売業

食品卸売業

その他業種

その他業種

その他業種

その他業種

その他業種

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％

71.4％

46.0％
33.3％

52.9％
46.7％

69.0％
50.0％

79.2％
57.1％

42.0％
26.7％

41.2％
26.7％

48.3％
32.1％

58.3％
47.6％

42.0％
42.2％

47.1％
53.3％

51.7％
53.6％

54.2％
19.0％

58.0％
28.9％

52.9％
20.0％

58.6％
25.0％

50.0％
19.0％

42.0％
22.2％

52.9％
33.3％

51.7％
39.3％ 現在

参入時

83.3％
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Report on research

あ
り
、人
工
的
に
制
御
で
き
な
い
面
も
あ

り
ま
す
が
、さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
予
測
し

て
、事
前
に
対
応
す
る
こ
と
は
一
定
程
度

は
可
能
で
す
。

　

農
業
に
参
入
す
る
企
業
の
持
つ「
強

み
」が
既
存
の
農
業
と
う
ま
く
融
合
し
て

い
け
ば
、そ
れ
に
よ
っ
て
、日
本
の
農
業

に
大
き
な
広
が
り
が
出
て
く
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。そ
う
い
っ
た
意
味
で
、参

入
企
業
が
日
本
の
農
業
界
に
お
け
る
新

た
な
担
い
手
、あ
る
い
は
成
長
の
起
爆
剤

に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま

せ
ん
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
情
報
戦
略
部　

岩
﨑 

悟
之
）

図６　参入時に抱えていた課題に対する解決状況（損益別集計／複数回答） 図５　業種別の損益状況

100％80％60％40％20％0％

■黒字化までの見込み期間と実際に要した期間
黒字化までの見込み期間 実際に黒字化まで要した期間

全 体

建設業

食品製造業

食品卸売業

その他の業種

4.0年

3.8年

4.2年

3.9年

4.1年

4.9年

4.1年

4.6年

6.7年

2.8年

生産物（商品）の
販売単価

農業技術の習得

資金調達
（長期資金）

販路の開拓

商品開発

生産経費

労働力の確保

資金繰り
（短期資金）

経営に関する
情報の入手

地域との関係

農地の確保

黒字先
計画期間内に黒字　10.0％

計画期間内に黒字　47.1％ 計画期間内に黒字　13.8％

計画期間内に黒字　18.4％

計画期間後に黒字　14.3％

計画期間後に黒字　0％

計画期間後に黒字　13.3％

計画期間後に黒字　11.8％

赤字先

黒字先

赤字先

黒字先

赤字先

黒字先

赤字先

黒字先

赤字先

黒字先

赤字先

黒字先

赤字先

黒字先

赤字先

黒字先

赤字先

黒字先

赤字先

黒字先

赤字先

46.7％

24.2％

50.0％

34.5％

60.0％

45.7％

55.6％

41.7％

27.3％

18.8％

18.8％

13.2％

63.2％

62.5％

45.0％

44.7％

41.7％

45.5％

73.3％

78.1％

57.9％

75.0％

建設業

食品卸売業

食品製造業

その他業種

黒字
23.3％

黒字
58.8％

黒字
13.8％

黒字
32.7％

赤字
76.7％

赤字
41.2％

赤字
86.2％

赤字
67.3％

赤字
76.7％

赤字
41.2％

赤字
86.2％

赤字
67.3％

［
調
査
要
領
］

●
調
査
対
象

　

全
国
の
農
業
参
入
企
業
四
二
二
社（
各
都

道
府
県
の
農
業
参
入
企
業
が
対
象
と
な

る
よ
う
日
本
公
庫
融
資
先
お
よ
び
新
聞

な
ど
で
報
じ
ら
れ
た
参
入
企
業
か
ら
選

定
）

●
調
査
方
法

　

郵
送
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
お
よ
び
面
談

調
査

●
実
施
時
期

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
二
〇
一
一
年
七
～

八
月
、面
談
調
査
は
同
年
一
〇
～
一
二
月

●
調
査
先
数

　

郵
送
四
二
二（
回
収
数
一
三
八
／
回
答
率

三
二
・
七
％
）、う
ち
建
設
業
三
〇
、食
品

製
造
業
五
六
、食
品
卸
売
業
二
二
、そ
の
他

業
種
三
〇

　

面
談
一
八
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櫻
井 

あ
や
子

有
限
会
社
紫
葉
園

岩
手
県
九
戸
郡
軽
米
町

大
自
然
の
中
の
小
自
然

山
野
草
が
見
せ
る
光
景
に

宇
宙
の
営
み
を
感
じ
さ
せ
る
。

花
が
咲
く
期
間
は
短
い
。

で
も
そ
こ
が
好
き
な
ん
で
す
。

さ
ん

山
野
草
の
新
し
い
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
を
は
じ
め
た
女

性
起
業
家
が
着
実
に
業
績
を
拡
げ
て
い
る
。農
業
が

生
命
産
業
と
い
わ
れ
る
理
由
に「
い
の
ち
」に
直
接
関

係
す
る
食
料
生
産
が
あ
る
。大
自
然
か
ら
の
小
さ
な

い
の
ち
の
恵
み
に
触
れ
た
も
う
一
つ
の
農
業
が
あ
る
。
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植
物
に
囲
ま
れ
て
の
生
活

　

岩
手
県
の
内
陸
に
あ
る
軽
米
町
。数
日
前
か
ら

訪
れ
た
寒
波
が
町
全
体
を
白
銀
の
世
界
に
変
え
て

い
た
。同
町
内
に
あ
る
有
限
会
社
紫
葉
園
は
山
に
自

生
す
る
山
野
草
、山
菜
な
ど
を
生
産
し
、出
荷
す
る
。

創
業
者
で
あ
る
紫
葉
末
吉
社
長（
六
四
）が
一
九
七

九
年
に
始
め
た
。植
物
が
根
っ
か
ら
好
き
な
末
吉
社

長
。野
生
ラ
ン
の
一
種
で
高
価
で
取
引
さ
れ
る
エ
ビ

ネ
・
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
を
殖
や
す
こ
と
に
し
た
。「
好
き

と
い
う
よ
り
生
計
を
立
て
て
い
く
た
め
だ
ね
」。

　

事
務
所
周
辺
に
あ
る
五
㌶
の
畑
、四
㌶
の
山
林
、

一
㌶
の
田
ん
ぼ
。こ
こ
で
四
〇
〇
種
類
に
も
及
ぶ
山

野
草
を
育
て
て
い
る
。こ
れ
ら
を
作
業
場
に
運
び
入

れ
、パ
ー
ト
さ
ん
の
熟
練
の
技
に
よ
っ
て
株
分
け
を

し
た
り
、不
要
な
根
を
切
り
落
と
し
た
り
し
て
商
品

に
仕
立
て
る
。こ
れ
を
山
野
草
を
取
り
扱
う
卸
売

業
者
に
出
荷
し
、さ
ら
に
大
手
種
苗
会
社
の
手
に
わ

た
り
、小
口
の
種
苗
店
や
小
売
店
へ
と
流
通
す
る
。

　

農
村
を
ド
ラ
イ
ブ
す
る
と
よ
く「
山
野
草
、売
っ

て
い
ま
す
」と
書
か
れ
た
看
板
を
目
に
す
る
が
、仕

入
れ
て
販
売
す
る
店
が
大
半
だ
そ
う
だ
。実
際
に

生
産
か
ら
行
な
っ
て
い
る
法
人
は
紫
葉
園
を
含
め
、

国
内
に
三
社
ぐ
ら
い
し
か
な
い
と
い
う
。

　

山
に
行
け
ば
自
然
に
生
え
て
い
る
植
物
だ
が
、商

品
と
し
て
出
荷
す
る
た
め
に
は
人
為
的
に
山
の
中

と
同
じ
環
境
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。湿
気

を
好
む
植
物
と
嫌
う
植
物
。太
陽
の
光
を
欲
し
が

る
も
の
と
、日
陰
を
好
む
も
の
。管
理
の
仕
方
は
ま

っ
た
く
違
う
そ
う
だ
。

　

末
吉
さ
ん
は
他
に
先
駆
け
て
栽
培
技
術
を
磨
い

て
い
っ
た
。山
野
草
と
い
う
言
葉
が
ま
だ
メ
ジ
ャ
ー

に
な
る
前
か
ら
だ
。む
し
ろ
流
行
が
後
に
な
っ
て
つ

い
て
き
た
。「
つ
く
れ
ば
い
く
ら
で
も
欲
し
い
と
言

っ
て
く
れ
ま
し
た
」（
末
吉
さ
ん
）。

　

出
荷
を
始
め
る
よ
う
に
な
っ
て
七
年
後
に
一
人

娘
の
あ
や
子
さ
ん（
二
五
）が
生
ま
れ
た
。子
ど
も

の
頃
か
ら
植
物
に
囲
ま
れ
る
生
活
。「
レ
ブ
ン
ア
ツ

モ
リ
を
髪
飾
り
に
し
て
遊
ん
だ
も
の
で
す
。何
万
円

も
す
る
な
ん
て
当
時
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら

（
笑
）」。あ
や
子
さ
ん
が
成
長
す
る
に
つ
れ
、紫
葉

園
の
出
荷
量
も
順
調
に
増
え
て
い
っ
た
。

　
両
親
の
決
意
に
後
継
の
意
思
固
め
る

　

と
こ
ろ
が
二
〇
〇
二
年
、漏
電
に
よ
る
火
災
で
作

業
所
と
事
務
所
を
焼
失
。出
荷
直
前
の
商
品
が
す

べ
て
灰
と
な
っ
た
。あ
や
子
さ
ん
一
六
歳
の
時
。「
あ

の
時
商
売
を
た
た
む
と
い
う
選
択
肢
も
あ
っ
た
と

思
う
ん
で
す
」（
あ
や
子
さ
ん
）。だ
が
両
親
は
再
起

を
決
意
し
た
。「
そ
の
時
か
な
。自
分
が
後
を
継
ご

う
と
思
い
ま
し
た
」。日
本
で
も
数
少
な
い
山
野
草

の
生
産
基
盤
を
築
い
た
父
の
技
術
、商
品
、取
引
先
。

こ
う
し
た
財
産
を
受
け
継
ご
う
と
胸
に
刻
ん
だ
。

　

た
だ
し
こ
の
思
い
は
あ
や
子
さ
ん
が
心
に
秘
め

て
い
た
も
の
で
、両
親
に
公
言
し
た
わ
け
で
は
な
か

っ
た
。ま
し
て
や
多
感
な
一
〇
代
の
女
性
。高
校
を

出
る
と「
ま
ず
は
都
会
を
見
て
お
こ
う
」と
半
年
間

専
門
学
校
に
通
っ
た
。そ
の
後
い
っ
た
ん
実
家
に
戻

っ
た
が
、「
ま
た
ち
ょ
っ
と
出
た
く
な
っ
て
」今
度
は

盛
岡
市
に
出
て
銀
行
に
勤
め
た
。

　

銀
行
に
は
二
年
半
勤
め
、二
二
歳
の
時
か
ら
本
格

的
に
紫
葉
園
の
仕
事
を
始
め
た
。驚
い
た
の
は
母
、

P. 19
出荷前の山野草を一時的に管理する作業
場。「花の咲いた植物、食べ頃の山菜はあり
ません。そうなる前にお客様に出荷しますか
ら」とあや子さん。幼い頃は遊び場でもあっ
たが、両親の手伝いも積極的にしたそうだ
P. 20
右上：好きな植物は数知れず、盆栽や苔玉

には目がないという末吉社長（左）と
右下：葉わさびはオランダに輸出されたこと

もある
左：紫葉園のアイドル、テツとトラ
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せ
い
子
さ
ん（
五
九
）だ
っ
た
。「
高
校
を
出
る
ま
で

は
手
元
に
置
い
て
お
き
た
く
て
、“
地
元
以
外
の
高

校
に
通
い
た
い
”と
い
う
願
い
を
諦
め
て
も
ら
っ
た
。

そ
れ
だ
け
に『
学
校
を
終
え
た
ら
地
元
か
ら
出
て
い

く
か
も
』と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。そ
れ
が
う
ち
の

仕
事
を
や
る
と
言
っ
て
く
れ
て
少
し
意
外
で
し
た
」。

　

あ
や
子
さ
ん
が
始
め
た
こ
と
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
販
売
だ
っ
た
。実
は
、盛
岡
に
出
る
前
も
一
度
手

が
け
た
が
、銀
行
に
勤
め
て
い
る
間
、誰
も
管
理
し

な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
た
も
の
を
改
め
て
取
り

組
む
こ
と
に
し
た
。

　

一
つ
は
自
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
た
上

で
の
卸
売
業
者
向
け
の
販
売（
一
〇
〇
〇
株
単
位
）。

も
う
一
つ
は
消
費
者
向
け
の
販
売（
一
株
単
位
）だ
。

　

山
野
草
を
熟
知
し
て
い
る
卸
業
者
向
け
と
消
費

者
向
け
で
は
売
り
方
は
ま
っ
た
く
違
う
。「
消
費
者

に
は
花
の
写
真
が
必
要
」と
花
を
咲
か
せ
た
山
野
草

の
写
真
を
撮
り
た
め
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
せ
た
。

　

反
響
は
思
っ
た
以
上
だ
っ
た
。一
年
後
に
は
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
の
売
上
が
倍
増
し
た
。「
花
だ

け
じ
ゃ
な
く
、ワ
ラ
ビ
、行
者
ニ
ン
ニ
ク
と
い
っ
た

山
菜
も
人
気
で
す
。注
文
し
て
食
べ
る
と
い
う
よ
り

自
分
で
育
て
て
そ
れ
を
食
べ
る
人
が
多
い
み
た
い
」。

団
塊
の
世
代
の
定
年
退
職
な
ど
で
、自
家
菜
園
や

市
民
農
園
で
楽
し
む
人
が
増
え
て
い
る
。紫
葉
園
の

商
品
は
そ
う
し
た
世
代
に
ピ
ッ
タ
リ
な
の
だ
ろ
う
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
の
場
合
、注
文
が
来
る
だ

け
で
な
く
質
問
や
問
い
合
わ
せ
も
来
る
。「
ワ
ラ
ビ

を
植
え
る
に
は
何
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
土
を
か
ぶ
せ
る

の
か
？
」、中
に
は「
ど
う
し
た
ら
こ
の
苗
を
殖
や

せ
ま
す
か
」と
い
っ
た
質
問
ま
で
来
る
。

　

取
引
の
あ
る
卸
売
業
者
の
中
に「
あ
ま
り
情
報

を
出
さ
な
い
方
が
い
い
」と
助
言
し
て
く
れ
る
と
こ

ろ
が
あ
る
そ
う
だ
。消
費
者
が
知
識
を
持
て
ば
商
品

が
売
れ
な
く
な
る
か
ら
だ
。だ
が
、あ
や
子
さ
ん
は

言
う
。「
私
た
ち
が
愛
情
を
か
け
て
育
て
た
も
の
。

消
費
者
の
手
に
わ
た
っ
て
も
ち
ゃ
ん
と
育
っ
て
欲

し
い
の
で
分
か
る
範
囲
の
こ
と
は
答
え
て
い
ま
す
」。

　

不
思
議
な
も
の
で
、丁
寧
に
教
え
た
人
か
ら
は
継

続
し
て
注
文
が
来
る
そ
う
だ
。消
費
者
に
人
気
の
あ

る
ア
イ
テ
ム
は
卸
売
業
者
に
も
売
れ
る
こ
と
も
分

か
っ
て
き
た
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
が
売
れ
筋
を

つ
か
む
指
標
に
も
な
っ
た
。

　

当
初
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
業
者
の
運
営
す

る
サ
イ
ト
に
出
店
す
る
形
で
の
販
売
だ
け
だ
っ
た

が
、二
〇
一
一
年
か
ら「
紫
桜
館
山
の
花
屋
」と
い
う

同
社
独
自
の
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
、あ
や
子
さ
ん
が

店
長
を
務
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

販
売
は
売
上
全
体
の
二
割
ま
で
伸
び
た
。

　
経
営
の
強
み
に
し
た
い

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
に
話
が
移
る
と
、あ
や
子

さ
ん
の
表
情
が
一
層
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
い
っ
た
。

二
〇
一
〇
年
に
盛
岡
市
で
不
動
産
業
を
営
む
櫻
井

大
介
さ
ん（
三
一
）と
結
婚
。住
ま
い
を
盛
岡
市
に
移

し
た
た
め
、一
〇
〇
キ
ロ
離
れ
た
紫
葉
園
に
通
え
る

の
は
週
四
日
に
限
ら
れ
る
。そ
れ
で
も
、紫
葉
園
の

経
営
を
継
ぐ
気
持
ち
に
揺
ら
ぎ
は
な
い
。夫
や
嫁
ぎ

先
の
両
親
も
理
解
し
、応
援
し
て
く
れ
る
。「
従
来

の
卸
売
主
体
の
販
売
を
維
持
し
な
が
ら
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
販
売
の
割
合
を
三
割
ま
で
持
っ
て
い
き
た

い
。自
分
が
主
体
的
に
経
営
に
携
わ
る
際
の
強
み
に

な
り
ま
す
か
ら
」と
き
っ
ぱ
り
話
す
。

　

自
分
で
始
め
た
事
業
で
手
応
え
を
つ
か
ん
だ
こ

と
で
自
信
が
生
ま
れ
、経
営
へ
の
意
欲
に
つ
な
が
っ

た
の
だ
ろ
う
。最
近
は
自
分
か
ら
末
吉
社
長
を
誘
っ

て
取
引
先
を
回
っ
た
り
、展
示
会
に
積
極
的
に
参
加

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
将
来
的
に
途
方
も
な
く
大

き
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
は
な
ら
な
い
と
も
思
う
け
ど
、

一
定
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
維
持
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

切
花
の
よ
う
に
品
種
改
良
さ
れ
て
い
な
い
分
、開
花

時
期
は
短
く
、は
か
な
い
。で
も
そ
こ
が
私
は
好
き

な
ん
で
す
」
―
―
。抱
負
を
語
る
あ
や
子
さ
ん
を

見
て
末
吉
社
長
が
う
れ
し
そ
う
に
言
っ
た
。「
最
近

は
俺
よ
り
も（
山
野
草
が
）好
き
み
た
い
で
す
」。

（
青
山
浩
子
／
文　

河
野
千
年
／
撮
影
）

母のせい子さん（左）、末吉社長（中）とともに。東日本大震災では建物の
被害はなかったが水やガソリン不足、運搬の遅延などの影響を受けた。

有限会社紫葉園  URL･･･http://www.shibaen.jp/
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皆
さ
ん
は
、寄
生
虫
と
言
え
ば
、何
を
思
い
浮
か

べ
る
で
あ
ろ
う
か
？

　

寄
生
虫
に
は
、回
虫
な
ど
の
線
虫
、い
わ
ゆ
る
サ
ナ

ダ
ム
シ
と
呼
ば
れ
る
条
虫
、ジ
ス
ト
マ
と
呼
ば
れ
る
日

本
住
血
吸
虫
な
ど
の
吸
虫
、血
液
に
寄
生
す
る
マ
ラ
リ

ア
な
ど
の
原
虫
、蚊
、ダ
ニ
、シ
ラ
ミ
、ハ
エ
な
ど
人
や

動
物
の
体
表
に
寄
生
す
る
節
足
動
物
と
い
っ
た
非
常

に
多
種
多
様
な
も
の
が
あ
る
。

　

そ
の
ダ
ニ
の
う
ち
、動
物
に
寄
生
す
る
マ
ダ
ニ
は
犬
、

牛
、馬
を
吸
血
し
て
貧
血
を
引
き
起
こ
し
た
り
、赤
血

球
に
寄
生
す
る
病
原
体（
バ
ベ
シ
ア
、タ
イ
レ
リ
ア
と

い
う
原
虫 
）を
媒
介
し
て
溶
血
、貧

血
な
ど
の
症
状
を
も
た
ら
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、

有
機
リ
ン
系
、ピ
レ
ス
ロ
イ
ド
系
、

カ
ー
バ
メ
イ
ト
系
殺
ダ
ニ
剤
な
ど

種
々
の
殺
虫
剤
が
開
発
さ
れ
、ダ

ニ
防
除
に
使
用
さ
れ
て
き
た
。し

か
し
、薬
剤
使
用
に
よ
る
耐
性
ダ

ニ
の
出
現
、殺
虫
剤
の
畜
産
物
へ
の

残
留
や
環
境
中
へ
の
残
留
に
よ
る
地
球
環
境
汚
染
問

題
な
ど
が
相
次
い
で
生
じ
た
た
め
、こ
れ
ま
で
の
殺
虫

剤
に
替
わ
る
新
し
い
ダ
ニ
の
防
除
法
の
開
発
が
今
、切

望
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、こ
の
新
た
な
事
態
に
対
応
す
る
た
め
、マ

ダ
ニ
が
持
つ
生
物
機
能
を
利
用
し
た
新
し
い
ダ
ニ
防

除
法
の
開
発
を
目
指
し
た
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
マ
ダ
ニ
の
吸
血
は
、短
時
間
で
行
わ
れ
る
蚊
の
吸
血

と
は
異
な
り
、何
と
一
週
間
近
く
も
吸
血
を
行
う
。マ

ダ
ニ
は
、唾
液
腺
か
ら
血
液
凝
固
を
防
ぐ
物
質
を
動
物

体
内
に
注
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
長
期
に
わ
た
り
吸

血
を
続
け
る
の
だ
。

　

そ
う
し
た
中
で
最
近
、血
管
新
生（
新
し
い
血
管
が

で
き
る
こ
と
）を
抑
制
す
る
ヘ
マ
ン
ギ
ン
と
い
う
タ
ン

パ
ク
分
解
酵
素
阻
害
物
質
が
見
つ
か
っ
た
。創
傷
治
癒

に
必
要
な
血
管
新
生
を
阻
害
す
る
こ
と
に
よ
り
吸
血

を
持
続
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

し
か
も
マ
ダ
ニ
は
、異
物
で
あ
る
病
原
体
を
媒
介
す

る
た
め
、免
疫
を
働
か
せ
た
り
、む
や
み
に
病
原
体
が

増
え
な
い
よ
う
に
病
原
体
を
殺
す
ロ
ン
ギ
パ
イ
ン
と

い
う
加
水
分
解
酵
素
を
持
つ
こ
と
も
判
明
し
た
。

　

完
全
に
病
原
体
を
殺
す
の
で
は
な
く
、病
原
体
の
発

育
を
抑
制
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、マ
ダ

ニ
自
身
の
体
を
守
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
、す
な
わ
ち
、マ
ダ
ニ
と
病
原

体
の
間
に「
生
か
さ
ず
殺
さ
ず
」の
共

生
に
つ
な
が
る
選
択
が
長
年
の
間
に

行
わ
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
マ
ダ
ニ
の
病
原
体
媒
介
機
構

が
示
さ
れ
た
の
だ
。

　

そ
こ
で
、こ
の
ロ
ン
ギ
パ
イ
ン
や
マ

ダ
ニ
の
病
原
体
に
対
す
る
免
疫
に
関
与
し
た
物
質
で

病
原
体
発
育
を
抑
制
し
た
り
、ヘ
マ
ン
ギ
ン
を
抑
制
す

る
物
質
な
ど
で
吸
血
を
阻
害
す
る
と
い
っ
た
、マ
ダ
ニ

の
巧
妙
な
吸
血
と
病
原
体
媒
介
機
構
を
逆
手
に
取
っ

た
ダ
ニ
の
防
除
法
の
開
発
が
精
力
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、単
に
ダ
ニ
の
防
除
だ
け
で
な
く
、血
管
新
生

も
阻
害
さ
れ
る
こ
と
か
ら
糖
尿
病
網
膜
症
や
ガ
ン
を

防
ぐ
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
マ
ダ
ニ
の
こ
と
は
、人
間
に
都
合
の
良
い
、

あ
ま
り
に
も
虫
の
い
い
話
？
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ

な
い
が
、ま
さ
に
耳
寄
り
な
話
で
な
い
だ
ろ
う
か
。

虫のいい話？
（独）農業・食品産業技術総合研究機構

動物衛生研究所動物疾病対策センター長

磯部 尚

吸血中のマダニ成虫
［（独）農研機構・動物衛生研究所　辻原図］

Profile

いそべ  たかし
1955年大阪府生まれ。大阪府立大学農学部卒業。
78年農林省家畜衛生試験場入省。2011年から現職。
専門は獣医寄生虫病学。
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退
路
を
断
ち
果
敢
に
挑
戦

　

企
業
に
と
っ
て
は
、「
あ
の
時
が
潮
の

変
わ
り
目
だ
っ
た
か
」と
感
じ
る
時
が
必

ず
あ
る
。

　

冷
凍
倉
庫
業
を
営
む
株
式
会
社
焼
津

冷
凍
の
松
村
勲
社
長
に
と
っ
て
は
、そ
れ

は
七
年
前
に
、設
立
以
来
、二
〇
年
近
く

赤
字
を
続
け
て
い
た
農
業
部
門
で
あ
る

グ
リ
ー
ン
テ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
に
関
し
て

「
三
年
以
内
に
赤
字
を
解
消
で
き
な
け

れ
ば
撤
退
す
る
」と
宣
言
し
、退
路
を
断

っ
た
時
が
ま
さ
に
そ
の
時
だ
。そ
れ
か
ら

わ
ず
か
二
年
で
、焼
津
冷
凍
に
と
っ
て
積

み
残
し
の
問
題
だ
っ
た
農
業
部
門
の
黒

字
化
を
達
成
し
た
。見
事
と
い
う
ほ
か

な
か
っ
た
。

　

焼
津
冷
凍
が
農
業
分
野
に
進
出
し
た

の
は
今
か
ら
二
五
年
前
。当
時
、異
業
種

企
業
が
農
業
参
入
す
る
例
は
少
な
く
、

先
駆
的
な
存
在
の
一
つ
だ
っ
た
。

　

グ
リ
ー
ン
テ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
は
、今
で

こ
そ
焼
津
冷
凍
の
主
力
事
業
の
一
つ
へ

と
成
長
し
、全
社
売
り
上
げ
の
一
五
％
を

占
め
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
が
、赤
字
が

続
い
て
い
た
時
代
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
を
抱
え
て
い
た
。

　

農
業
部
門
を
立
ち
上
げ
た
当
時
の
経

営
陣
の
意
識
は
、倉
庫
業
が
好
調
で
あ

る
た
め「
会
社
全
体
で
グ
リ
ー
ン
テ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー
の
赤
字
を
カ
バ
ー
で
き
る
の

で
あ
れ
ば
農
業
で
も
う
け
な
く
て
よ
い
」

と
い
う
も
の
だ
っ
た
、と
い
う
。利
益
を

生
み
出
さ
な
い
事
業
で
あ
っ
て
も
、改
善

の
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
な
い
環
境
で
あ

っ
た
こ
と
が
理
由
だ
。ま
た
、何
が
赤
字

要
因
か
分
か
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

も
原
因
だ
っ
た
、と
い
う
。

　
社
長
の
胸
に
刺
さ
っ
た
言
葉

　

松
村
社
長
は
一
時
、農
業
か
ら
の
撤

退
を
考
え
た
こ
と
も
あ
っ
た
。外
部
環

境
が
変
化
す
る
中
で
の「
現
状
維
持
」は
、

「
後
退
」を
意
味
す
る
か
ら
だ
。

　

一
方
で
、「
一
つ
の
事
業
を
つ
く
る
の

に
ど
れ
だ
け
力
が
注
が
れ
て
い
る
か
認

識
し
て
い
る
の
か
」と
い
う
経
営
者
仲
間

の
言
葉
が
胸
に
深
く
刺
さ
っ
た
。約
二
〇

年
の
グ
リ
ー
ン
テ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
の
歴

史
を
全
て
無
に
し
て
よ
い
の
か
、と
思
い

直
し
た
。

　

折
り
し
も
倉
庫
業
に
お
い
て
新
規
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
時
だ
っ
た
。

　

倉
庫
業
で
取
り
扱
う
商
品
は
外
国
産

の
マ
グ
ロ
や
カ
ツ
オ
、お
茶
が
中
心
で
固

定
的
な
需
要
が
あ
っ
た
が
、一
般
家
庭
用

の
冷
凍
食
品
が
加
わ
る
こ
と
で
保
管
サ

イ
ク
ル
の
短
縮
へ
と
移
行
し
て
い
た
。

　

全
て
の
温
度
帯
に
対
応
し
た
保
管
が

可
能
な
点
を
活
用
し
、少
量
多
品
目
の

要
望
を
受
け
入
れ
た
り
、保
管
経
過
時

間
が
長
い
も
の
か
ら
出
す
先
入
れ
先
出

自信作の小ネギを背景に当時の苦労を語る松村社長

経営紹介

静岡県藤枝市

　　　　　設立●1975年
　　　　資本金●2100万円
代表取締役社長●松村 勲
　　　事業内容●冷凍倉庫業、野菜生産業
　　　　売上高●1億3700万円（野菜部門）

株式会社焼津冷凍

社員の意識改革がチャンス
長年赤字の農業部門を再生
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経営紹介

し
流
通
加
工
な
ど
、積
極
的
に
付
加
価

値
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

　

そ
し
て
決
断
の
時
が
や
っ
て
き
た
。七

年
前
、松
村
社
長
は
退
路
を
断
ち
、グ
リ

ー
ン
テ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
を
経
営
の
柱
の

一
つ
へ
成
長
さ
せ
る
た
め
に
、利
益
を
追

求
す
る
と
い
う
判
断
を
下
し
た
の
だ
。

　

ま
ず
着
手
し
た
の
は
生
産
面
だ
。焼

津
冷
凍
で
は
、倉
庫
業
に
お
い
て
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
で
商
品
管
理
を
し
て
い
る
ノ

ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、ハ
ウ
ス
の
水
耕
栽
培

で
小
ネ
ギ
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

五
棟
の
ハ
ウ
ス
内
を
一
〇
カ
所
の
プ

ラ
ン
ト
に
分
け
、ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組

ん
で
栽
培
し
て
お
り
、各
生
育
ス
テ
ー
ジ

毎
の
管
理
を
集
中
的
に
行
っ
て
い
た
も

の
の
、万
全
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　

た
と
え
ば
、小
ネ
ギ
の
生
育
に
差
が

出
る
こ
と
だ
。な
ぜ
バ
ラ
ツ
キ
が
出
る
の

か
社
長
を
は
じ
め
社
員
皆
、見
当
も
つ

か
な
か
っ
た
。そ
も
そ
も
こ
の
事
実
は
見

学
に
来
た
取
引
先
か
ら
疑
問
を
投
げ
か

け
ら
れ
て
は
じ
め
て「
問
題
だ
」と
気
づ

い
た
の
だ
。

　
意
識
改
革
が
利
益
に
直
結

　

こ
の
件
を
受
け
て
、松
村
社
長
は「
何

が
問
題
な
の
か
、そ
の
原
因
は
何
か
、そ

れ
を
解
消
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
」を
社
員
自
身
が
気
づ
き
、考
え
、問

題
を
共
有
し
、解
決
に
取
り
組
む
よ
う

に
先
導
し
た
。

　

グ
リ
ー
ン
テ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で
は
、専

門
家
や
技
術
者
の
指
導
を
受
け
る
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
な
い
。さ
ま
ざ
ま
な
問
題

は
、社
員
の
試
行
錯
誤
に
よ
っ
て
何
事

も
解
決
し
て
き
た
。「
何
か
お
か
し
い
、

何
か
違
う
」と
い
う
感
覚
が
問
題
を
顕

在
化
さ
せ
、「
変
化
、改
善
」の
チ
ャ
ン
ス

に
つ
な
が
っ
た
。

　

次
に
取
り
組
ん
だ
の
は
加
工
場
の
改

善
だ
。グ
リ
ー
ン
テ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
の
小

ネ
ギ
は
農
業
者
に
は
珍
し
く
、ク
リ
ー

ン
ル
ー
ム
で
袋
詰
め
・
箱
詰
め
を
行
っ
て

お
り
、「
消
費
者
に
安
心
・
安
全
を
届
け

る
」た
め
の
差
別
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、販
売
面
の
見
直
し
に
も
着

手
し
た
。「
販
売
先
、販
売
単
価
、販
売
数

量
」の
確
定
が
、生
産
計
画
を
立
て
る
上

で
の
核
と
な
る
か
ら
だ
。

　

そ
こ
で
、安
定
的
な
販
路
を
確
保
す

る
た
め
、市
場
出
荷
の
割
合
を
減
ら
し

契
約
販
売
先
の
拡
大
に
取
り
組
ん
だ
。

か
ね
て
よ
り
取
引
し
て
い
た
焼
津
冷
凍

関
連
会
社
の
地
元
ス
ー
パ
ー
の
ほ
か
に
、

大
手
ス
ー
パ
ー
や
外
食
チ
ェ
ー
ン
店
に

も
出
荷
拡
大
し
た
り
、松
村
社
長
の
経

営
者
間
の
つ
な
が
り
な
ど
を
活
用
し
、

今
で
は
九
〇
～
九
五
％
の
契
約
率
を
通

年
維
持
す
る
ま
で
に
至
っ
た
。契
約
率

の
安
定
に
よ
り
年
間
の
売
上
見
通
し
が

立
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

意
識
改
革
は
一
見
、回
り
道
に
思
え

る
が
、利
益
に
直
結
す
る
改
革
で
あ
っ

た
の
だ
。グ
リ
ー
ン
テ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
は
、

こ
う
し
て
わ
ず
か
二
年
で
黒
字
化
を
達

成
し
た
。そ
れ
以
降
も
継
続
し
て
黒
字

を
維
持
し
て
い
る
。今
で
は「
日
々
収
支・

人
時
生
産
性
」に
も
着
目
し
、取
り
組
ん

で
い
る
。

　

次
な
る
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
小
ネ
ギ
に

加
え
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
栽
培
し
よ
う
と
、現

在
新
事
業
に
着
手
中
だ
。

　

事
業
拡
大
は
、時
代
も
後
押
し
し
て

い
る
。農
地
法
の
改
正
に
よ
り
、条
件
を

満
た
せ
ば
企
業
も
農
地
を
賃
借
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
だ
。ま

た
、二
五
年
の
農
業
の
実
績
が
評
価
さ

れ
、行
政
や
近
隣
農
家
な
ど
地
域
の
関

係
者
の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
も
大

き
い
。農
業
を
継
続
し
て
き
た
歴
史
が
、

今
の
支
援
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
冷
凍
技
術
と
農
産
物
の
融
合

　

し
か
し
松
村
社
長
は
主
力
事
業
の
ひ

と
つ
に
成
長
し
た
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
現
状
に
決
し
て
満
足
し
て
お
ら
ず
、

新
た
な
構
想
を
抱
い
て
い
る
。そ
れ
は
焼

津
冷
凍
の
冷
凍
技
術
と
グ
リ
ー
ン
テ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
の
農
産
物
の
融
合
だ
。

　

焼
津
冷
凍
は
、マ
イ
ナ
ス
六
〇
℃
の

冷
凍
庫
を
保
有
し
、超
低
温
保
管
で
き

る
こ
と
が
特
徴
だ
。現
在
で
は
、五
℃
の

チ
ル
ド
冷
蔵
や
マ
イ
ナ
ス
三
〇
℃
の
冷

凍
機
能
も
有
し
、冷
凍
・
冷
蔵
両
分
野
に

対
応
し
て
い
る
。

　

世
界
に
誇
る
冷
凍
技
術
は
、グ
リ
ー

ン
テ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
に
と
っ
て
大
き
な

強
み
だ
。

　
「
小
ネ
ギ
や
ト
マ
ト
の
冷
凍
保
存
が
で

き
れ
ば
フ
ル
生
産
が
可
能
と
な
る
。ま

た
、規
格
外
品
や
Ｂ
級
品
な
ど
で
も
冷

凍
す
る
こ
と
で
商
品
価
値
を
向
上
さ
せ
、

新
し
い
売
り
方
を
構
築
で
き
る
」と
松

村
社
長
の
夢
は
膨
ら
ん
で
い
る
。　

 

（
情
報
戦
略
部　

柚
木 

紗
知
）

大井川の伏流水を活用した水耕栽培ハウス

株式会社焼津冷凍  URL…http://www.yaizureito.co.jp/
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い
思
い
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、熊
本
県
と
し
て
は
農
業
の
担
い
手
の
確
保
を
図

る
と
と
も
に
、地
域
の
活
性
化
、雇
用
の
確
保
対
策
の
一
環
と

し
て
、企
業
の
農
業
参
入
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

参
入
業
種
に
つ
い
て
は
、特
に
限
定
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

販
路
を
持
つ
飲
食
・
食
品
関
連
業
、雇
用
維
持
の
必
要
な
建
設

業
か
ら
の
参
入
を
重
点
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

参
入
さ
れ
る
企
業
に
は
新
た
な
担
い
手
と
し
て
地
域
農
業

を
支
え
て
い
た
だ
く
と
同
時
に
、民
間
企
業
な
ら
で
は
の
経

営
能
力
を
生
か
し
、新
し
い
農
業
の
形
、あ
る
い
は
農
商
工
連

携
に
よ
る
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
し
て
い
た
だ
く

こ
と
、ま
た
そ
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
農
業
者
の
経
営
革
新

や
地
域
の
雇
用
創
出
な
ど
地
域
の
活
性
化
に
繋
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、企
業
の
農
業
参
入
に
あ
た
っ
て
は
、農
地
の
確
保
、

技
術
の
習
得
、販
路
の
確
保
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
も
っ
と
大
切
な
の
は
参
入
後
に
農
業
で
収
益
を
上
げ
、

営
農
を
継
続
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。

熊
本
県
は
、温
暖
な
天
草
地
域
か
ら
冷
涼
な
阿
蘇
地
域

ま
で
多
様
な
気
候
条
件
に
恵
ま
れ
、さ
ま
ざ
ま
な
農

産
物
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。中
で
も
、ス
イ
カ
、ト
マ
ト
、デ

コ
ポ
ン
、イ
グ
サ
に
つ
い
て
は
、全
国
第
一
位
の
生
産
量
を
誇

り
、そ
の
ほ
か
多
く
の
農
産
物
に
つ
い
て
も
全
国
上
位
の
生

産
量
を
占
め
る
な
ど
、全
国
有
数
の
農
業
県
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、近
年
、ほ
か
の
農
業
地
域
と
同
様
、農
業

者
の
高
齢
化
や
新
規
就
農
者
の
減
少
な
ど
に
よ
っ
て
、農
業

の
担
い
手
の
減
少
が
続
い
て
お
り
、担
い
手
の
確
保
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、景
気
の
長
期
低
迷
や
公
共

事
業
の
減
少
に
よ
り
雇
用
環
境
の
悪
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

地
域
経
済
の
活
性
化
や
雇
用
の
確
保
な
ど
も
大
き
な
地
域
課

題
で
す
。

　

こ
の
現
状
に
対
し
、蒲
島
県
知
事
は「
稼
げ
る
農
業
の
実
現

に
向
け
て
、熊
本
県
の
農
業
を
目
に
見
え
る
形
で
活
性
化
し

た
い
」「
熊
本
県
の
農
業
の
可
能
性
を
爆
発
さ
せ
た
い
。そ
の

突
破
口
の
一
つ
が
、企
業
の
農
業
参
入
で
あ
る
」と
い
う
、強

熊
本
県
担
い
手・企
業
参
入
支
援
課

（
五
三
歳
）

國
德 

健
二

●
く
に
と
く  

け
ん
じ
●

一
九
五
八
年
熊
本
県
生
ま
れ
。八
三
年
熊
本
県
へ

入
庁
、熊
本
土
木
事
務
所
で
用
地
取
得
業
務
を

担
当
。そ
の
後
、税
務
、広
報
、交
通
、企
業
誘
致
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
な
ど
の
業
務
に
従
事
。二
〇
〇
九

年
か
ら
現
職
。
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こ
う
し
た
課
題
解
決
を
支
援
す
る
た
め
に
、次
の
よ
う
な

施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、相
談
対
応（
本
庁
お
よ
び
す
べ
て
の
出

先
機
関
に
相
談
窓
口
を
設
置
）、制
度
や
支
援
策
の

周
知（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、関
東
方
面
で
の
展
示
会
へ
の
出
展
な

ど
に
よ
る
広
報
、セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
）、補
助
制
度（
上
限
五
〇

〇
万
円
か
ら
一
〇
〇
〇
万
円
ま
で
、補
助
率
三
分
の
一
）お
よ

び
利
子
補
給
制
度（
融
資
額
上
限
三
六
〇
〇
万
円
、利
率
五
年

間
無
利
子
）、技
術
研
修（
農
業
大
学
校
に
お
け
る
週
一
日
、八

カ
月
間
）、参
入
後
の
支
援（
県
の
出
先
機
関
で
あ
る
地
域
振

興
局
、地
元
市
町
村
、農
業
委
員
会
、農
協
に
よ
る
営
農
相
談
、

栽
培
技
術
指
導
な
ど
）で
す
。全
庁
的
な
体
制
整
備
も
行
い
、

市
町
村
や
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、き
め
細
か
な

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、二
〇
〇
九
年
四
月
か
ら
一
一
年
九
月
ま
で
の

二
カ
年
半
で
四
二
法
人
が
参
入
し
、当
初
目
標（
三
カ
年
で
三

〇
法
人
）を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
進
展
し
て
い
ま
す
。業
種
は
飲

食
・
食
品
関
連
業
と
建
設
業
が
多
く
、こ
の
二
業
種
で
半
分
程

度
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
ま
で
、う
れ
し
い
こ
と
に
撤
退
す
る
企
業
も
な
く
、耕

作
放
棄
地
解
消（
五
二
㌶
）や
作
業
受
託（
一
九
〇
㌶
）に
よ
る

農
業
者
の
コ
ス
ト
低
減
、雇
用
創
出（
常
用
一
八
五
名
）な
ど

の
成
果
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、産
地
の
維
持（
サ
ラ
ダ
た
ま
ね
ぎ
）、新
規
作
物

の
導
入（
オ
リ
ー
ブ
）、新
し
い
栽
培
技
術
の
導
入（
ミ
ニ
ト
マ

ト
）、六
次
産
業
化
に
よ
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
発
信（
ニ
ン
ニ

ク
）な
ど
、多
様
な
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、企
業
側
も
地
域
に
入
っ
て
農
地
を
確
保
し
、円
滑
に

営
農
を
続
け
て
い
く
に
は
、地
元
の
理
解
が
不
可
欠
で
あ
る

こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
、認
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。地
域
の

農
業
構
造
や
営
農
状
況
に
配
慮
し
な
が
ら
、双
方
が
共
存
す

る
た
め
の
意
識
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

最
近
は
、企
業
か
ら
の
相
談
の
内
容
も
多
様
化
し
て
お
り
、

直
接
の
農
業
参
入
だ
け
で
な
く
、農
産
物
を
活
用
し
た
商
品

開
発
な
ど
の
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
相
談
も
あ
り
ま
す
。

今
後
、こ
の
よ
う
な
要
望
に
対
し
て
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く

こ
と
も
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

農
業
へ
の
社
会
的
な
関
心
の
高
ま
り
を
背
景
に
、企
業
の

農
業
参
入
が
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、今
後
と
も
地
域
農
業

と
の
調
和
を
図
り
な
が
ら
、農
業
の
担
い
手
と
し
て
着
実
に

地
元
に
定
着
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、支
援
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

農
業
の
活
性
化
に
は
企
業
の
参
入
も
欠
か
せ
な
い

地
域
と
企
業
双
方
が
共
存
し
合
う
関
係
が
重
要
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企
業
の
農
業
参
入
が
農
業
の
現
場
で
大

き
な
テ
ー
マ
に
な
る
中
で
、青
果
の
卸
売

ビ
ジ
ネ
ス
を
は
じ
め
、グ
ル
ー
プ
企
業
で

果
汁
加
工
を
手
掛
け
る
広
島
県
の
株
式
会

社
丸
松
が
大
分
県
で
二
三
㌶
の
広
大
な
農

地
を
取
得
し
、日
本
最
大
規
模
の
カ
ボ
ス

生
産
に
挑
み
話
題
を
呼
ん
で
い
る
。濱
野

社
長
は
、失
敗
を
恐
れ
ず
適
地
適
作
で
臨

め
ば
農
業
を
成
長
ビ
ジ
ネ
ス
に
で
き
る
、

と
い
う
。

　
カ
ボ
ス
単
独
農
地
で
は
日
本
一

―
―
青
果
卸
売
業
を
営
む
企
業
が
、な
ぜ

農
業
へ
参
入
し
よ
う
と
思
っ
た
の
で
す
か
。

濱
野　
実
は
、加
工
を
手
掛
け
る
グ
ル
ー

プ
企
業
の
株
式
会
社
ハ
マ
ノ
の
カ
ボ
ス
果

汁
な
ど
を
加
工
す
る
事
業
が
軌
道
に
乗
っ

て
い
て
、事
業
拡
大
が
見
込
め
そ
う
な
の

で
、加
工
生
産
の
拡
大
を
考
え
た
の
で
す
。

そ
れ
に
は
当
然
、原
料
の
カ
ボ
ス
を
確
保
す

る
必
要
が
あ
り
、こ
の
際
、自
分
た
ち
で
生

産
で
き
な
い
か
と
考
え
た
の
で
す
。

　

農
地
法
の
改
正
で
、企
業
の
農
業
参
入

に
も
道
筋
が
つ
い
た
の
で
、や
っ
て
み
よ
う

か
と
い
う
気
持
ち
も
十
分
に
あ
り
ま
し
た
。

―
―
か
ん
き
つ
類
の
生
産
が
豊
富
な
瀬
戸

内
海
に
は
農
地
は
数
多
く
あ
っ
た
は
ず
。そ

れ
な
の
に
、な
ぜ
広
島
県
か
ら
遠
く
離
れ

た
大
分
県
を
最
初
の
農
業
参
入
場
所
に
選

ん
だ
の
で
す
か
。

濱
野　
カ
ボ
ス
の
生
産
適
地
が
広
島
県
内

に
は
な
く
、主
産
地
の
大
分
県
に
あ
っ
た
た

め
、大
分
県
を
選
ん
だ
の
で
す
。文
字
ど
お

り
適
地
適
作
の
判
断
で
す
。

―
―
そ
れ
に
し
て
も
、二
三
㌶
の
農
地
は
す

ご
い
規
模
で
す
ね
。

濱
野　
カ
ボ
ス
の
取
引
で
長
年
親
交
の
あ

っ
た
大
分
県
の
企
業
か
ら
の
声
か
け
も
あ

り
ま
し
た
が
、耕
作
放
棄
地
に
な
っ
て
い
た

国
東
半
島
に
あ
る
広
大
な
農
地
の
後
処
理

に
関
し
て
、大
分
県
当
局
か
ら
の
打
診
が

き
っ
か
け
で
す
。

―
―
ど
う
い
っ
た
打
診
を
？

濱
野　
大
分
県
の
担
当
者
か
ら「
株
式
会

社
で
も
農
業
が
や
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。ぜ

ひ
活
用
し
て
ほ
し
い
」と
い
う
申
し
入
れ
が

あ
り
、お
話
を
い
ろ
い
ろ
聞
い
た
上
で
、農

業
参
入
を
決
断
し
た
の
で
す
。そ
の
後
、大

分
県
庁
で
県
知
事
、国
東
市
長
の
立
ち
会

い
で
進
出
の
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、二
〇
〇
七
年
に
農
業
生
産
法
人

株
式
会
社
ハ
マ
ノ
果
香
園
を
設
立
し
て
、大

規
模
カ
ボ
ス
農
園
の
経
営
を
始
め
ま
し
た
。

　

カ
ボ
ス
単
独
の
生
産
で
二
三
㌶
と
い
う

の
は
、日
本
一
で
し
ょ
う
ね
。す
ご
い
広
さ

で
あ
る
こ
と
は
事
実
で
す
。

―
―
と
は
い
え
、取
得
し
た
農
地
は
耕
作

放
棄
地
だ
っ
た
と
か
。ス
タ
ー
ト
時
か
ら
手

入
れ
が
大
変
だ
っ
た
で
し
ょ
う
？

濱
野　
確
か
に
そ
の
と
お
り
で
す
。耕
作

放
棄
地
だ
っ
た
た
め
、土
地
の
手
入
れ
が
十

分
で
は
な
く
、土
壌
改
良
に
は
予
想
外
の

時
間
と
手
間
を
要
し
ま
し
た
。農
業
生
産

に
十
分
な
技
術
知
識
を
持
た
な
い
参
入
企

業
に
と
っ
て
は
厳
し
い
現
実
で
し
た
。

　

そ
れ
と
天
候
異
変
が
読
め
な
い
こ
と
に

も
苦
労
し
ま
す
。天
候
に
左
右
さ
れ
る
度

合
い
が
大
き
い
の
で
、い
か
に
管
理
す
る
か
、

管
理
技
術
が
大
事
で
す
ね
。

　
土
壌
改
良
や
天
候
異
変
で
苦
労

―
―
俗
に
い
う「
想
定
外
」で
す
か
。

濱
野　
農
業
の
生
産
者
の
人
た
ち
は
永
年

の
経
験
で
対
応
術
を
知
っ
て
お
ら
れ
る
で

し
ょ
う
が
、私
た
ち
は
新
規
参
入
の
企
業

だ
け
に
、悪
天
候
や
天
災
の
リ
ス
ク
に
対
し

企
業
の
農
業
参
入
で
積
極
展
開

適
地
適
作
に
徹
し
失
敗
恐
れ
ず

濱
野 

満
さ
ん
広
島
県

株
式
会
社
丸
松

シ
リ
ー
ズ

変
革
は
人
に
あ
り
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連載 変革は人にあり

て
は
被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
に
、さ

ま
ざ
ま
な
対
応
や
備
え
が
必
要
で
す
。

　

た
だ
、カ
ボ
ス
生
産
は
、専
門
家
に
生
産

管
理
の
指
導
を
仰
げ
ば
何
と
か
な
る
と
わ

か
り
、気
持
ち
の
整
理
を
つ
け
ま
し
た
。

―
―
農
業
生
産
ノ
ウ
ハ
ウ
が
十
分
で
な
い

の
は
、参
入
企
業
の
弱
み
で
す
か
。

濱
野　
経
営
計
画
を
つ
く
る
に
し
て
も
農

業
技
術
を
習
得
し
て
お
か
な
い
と
経
営
判

断
が
で
き
な
い
の
で
大
事
で
す
。で
す
か
ら
、

勉
強
は
し
て
い
ま
す
。

　

で
も
、カ
ボ
ス
生
産
に
関
し
て
は
、大
分

県
の
農
家
の
協
力
を
得
な
が
ら
、他
方
で
、

広
島
県
内
で
長
い
つ
き
あ
い
の
あ
る
、か
ん

き
つ
生
産
の
専
門
農
家
に
も
役
員
に
な
っ

て
も
ら
い
、現
場
チ
ェ
ッ
ク
を
依
頼
し
て
い

ま
す
。

　
収
穫
に
五
年
、黒
字
化
に
は
成
算

―
―
参
入
を
決
め
た
二
〇
〇
七
年
か
ら
四

年
以
上
も
か
か
っ
て
い
ま
す
ね
。

濱
野　
今
年
九
～
一
一
月
に
カ
ボ
ス
の
初

収
穫
と
な
り
ま
す
が
、参
入
か
ら
数
え
れ

ば
、五
年
も
か
か
り
ま
し
た
。企
業
経
営
の

発
想
か
ら
言
え
ば
、五
年
も
要
す
る
と
い

う
の
は
、ち
ょ
っ
と
長
い
で
す
ね
。

―
―
そ
の
間
は
、農
地
取
得
の
投
資
を
含

め
て
、コ
ス
ト
が
か
さ
み
赤
字
に
？

濱
野　
そ
う
で
す
。最
初
は
先
行
投
資
み

た
い
な
も
の
で
す
か
ら
、我
慢
す
る
し
か
な

い
で
し
ょ
う
ね
。で
も
、企
業
と
し
て
は
、

そ
の
赤
字
は
織
り
込
み
済
み
で
す
。

―
―
ど
れ
ぐ
ら
い
で
黒
字
化
を
？

濱
野　
早
め
に
し
た
い
で
す
ね
。で
も
企

業
で
す
か
ら
、当
然
、成
算
は
あ
り
ま
す
。

―
―
と
い
い
ま
す
と
？

濱
野　
カ
ボ
ス
は
今
後
、年
間
六
〇
〇
㌧

の
生
産
を
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、私
た
ち
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
リ
サ
ー
チ
や
需
要
予
測
で
は

カ
ボ
ス
を
加
工
し
た
ジ
ュ
ー
ス
や
ゼ
リ
ー

な
ど
が
か
な
り
有
望
で
す
。特
に
カ
ボ
ス
に

含
ま
れ
る
ク
エ
ン
酸
に
健
康
増
進
効
果
が

あ
っ
て
ジ
ュ
ー
ス
に
は
最
適
の
上
、調
味
料

と
し
て
の
需
要
も
あ
り
ま
す
の
で
、こ
の
生

産
量
で
十
分
に
対
応
で
き
ま
す
。

―
―
と
こ
ろ
で
、大
分
県
で
は
カ
ボ
ス
用
だ

け
で
な
く
、野
菜
生
産
用
に
も
別
途
、農
地

を
借
り
受
け
ら
れ
た
と
か
。

濱
野　
そ
う
で
す
。ガ
ラ
ス
温
室
の
バ
ラ
園

を
四
〇
㌃
ほ
ど
借
り
受
け
ま
し
た
。ハ
ウ
ス

の
設
備
を
そ
の
ま
ま
生
か
し
て
ト
マ
ト
の

水
耕
栽
培
が
可
能
な
の
で
、や
っ
て
み
よ
う

と
思
っ
た
の
で
す
。

―
―
そ
れ
に
し
て
も
、大
分
県
で
次
々
に

農
業
参
入
す
る
の
は
す
ご
い
で
す
ね
。

濱
野　
ト
マ
ト
生
産
は
ジ
ュ
ー
ス
加
工
な

ど
で
売
り
先
を
持
っ
て
お
り
、十
分
に
採
算

が
と
れ
る
と
判
断
し
た
結
果
で
す
。

　

そ
れ
に
似
た
農
地
引
き
受
け
の
話
は
ほ

か
に
も
あ
る
の
で
す
。同
じ
大
分
県
内
で
、

四
㌶
近
い
畑
を
借
り
受
け
て
有
機
栽
培
の

野
菜
生
産
を
始
め
ま
し
た
。

―
―
ハ
ウ
ス
園
芸
や
畑
は
い
ず
れ
収
益
が

見
込
め
る
と
？

濱
野　
い
ず
れ
も
事
業
を
開
始
す
る
段
階

で
、生
産
し
た
農
産
物
の
売
り
先
は
ど
こ

に
す
る
か
、ど
れ
ぐ
ら
い
の
需
要
が
見
込
め

る
か
、当
然
の
こ
と
な
が
ら
計
算
し
て「
よ

し
、や
ろ
う
」と
判
断
し
た
こ
と
で
す
。今

後
五
年
以
内
の
黒
字
化
が
目
標
で
す
。

　
売
り
先
確
保
す
れ
ば
収
益
確
保

―
―
市
場
流
通
に
頼
り
、あ
る
面
で
相
手

任
せ
の
農
業
者
と
、売
り
先
を
決
め
て
ア

ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
企
業
の
差
で
す
ね
。

オレンジなど果実の選果場で経営を語る濱野社長

Profile

は
ま
の　

み
つ
る

一
九
四
九
年
広
島
県
生
ま
れ
、六
二
歳
。高
校
卒
業
後
、六

七
年
大
阪
中
央
市
場
に
入
社
。六
九
年
か
ら
大
阪
市
内
で

青
果
商
を
始
め
る
。七
〇
年
の
大
阪
万
博
時
に
は
ビ
ジ
ネ

ス
が
成
功
し
、四
軒
の
青
果
店
を
経
営
。七
二
年
に
広
島

で
か
ん
き
つ
類
の
選
果
場
、㈲
丸
松
青
果
を
設
立
し
父
親

が
社
長
に
。自
身
は
専
務
就
任
。八
一
年
父
親
死
去
後
、社

長
に
就
任
。九
二
年
株
式
会
社
化
し
現
在
に
至
る
。

Data株
式
会
社
丸
松

本
社
は
広
島
県
尾
道
市
瀬
戸
田
町
。濱
野
満
社
長
。資
本

金
五
〇
〇
〇
万
円
。七
二
年
㈲
丸
松
青
果
を
設
立
、九
二

年
に
株
式
会
社
化
し
て
社
名
も
丸
松
に
。こ
の
間
、加
工

事
業
の
ハ
マ
ノ
、野
菜
卸
売
の
マ
ル
マ
ツ
ア
グ
リ
セ
ン
タ

ー
、農
業
参
入
の
た
め
に
ハ
マ
ノ
果
香
園
を
設
立
し
グ
ル

ー
プ
企
業
と
す
る
。丸
松
の
三
九
億
円
を
含
め
グ
ル
ー
プ

年
商
は
六
一
億
円
。正
社
員
二
五
人
、パ
ー
ト
一
五
〇
人
。
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連載 変革は人にあり

濱
野　
ど
ん
な
に
い
い
農
産
物
を
つ
く
っ

て
も
売
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
し
、確
実
に

買
っ
て
く
れ
る
先
を
持
っ
て
お
く
こ
と
が

大
事
で
す
。

　

私
が
経
営
す
る
丸
松
の
場
合
、長
い
間
、

か
ん
き
つ
類
や
青
果
物
な
ど
を
集
荷
す
る

力
を
培
っ
て
き
た
し
、生
も
の
を
売
る
力
を

養
っ
て
き
ま
し
た
。農
地
を
取
得
し
て
農
業

生
産
の
現
場
に
か
か
わ
ろ
う
と
考
え
た
の

も
、そ
の
自
信
が
あ
る
か
ら
で
す
。

―
―
濱
野
さ
ん
の
農
業
参
入
の
動
機
は
、

カ
ボ
ス
な
ど
の
需
要
増
を
見
越
し
て
生
産

か
ら
関
与
し
た
い
、と
い
う
点
以
外
に
は
？

濱
野　
も
ち
ろ
ん
、ほ
か
に
も
理
由
が
あ

り
ま
す
。丸
松
の
最
大
の
取
引
先
は
全
国

展
開
す
る
量
販
店
で
す
。食
品
の
安
全
や

品
質
確
保
の
た
め
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
基
準
を
満
た

す
こ
と
を
厳
し
く
求
め
て
お
り
、生
産
地

の
明
示
な
ど
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
を
徹
底

す
る
た
め
に
も
、み
ず
か
ら
生
産
地
を
確

保
す
る
こ
と
は
安
全
の
証
明
で
す
。

　
自
社
農
園
で
安
全
の
証
明
も

―
―
丸
松
が
、卸
売
に
加
え
自
前
の
農
園

を
持
つ
と
い
う
の
は
強
み
で
す
ね
。

濱
野　
自
社
農
園
を
持
つ
の
は
間
違
い
な

く
プ
ラ
ス
で
す
。ま
ず
、Ｊ
Ａ
出
荷
、卸
売

市
場
、仲
卸
と
い
っ
た
中
間
流
通
が
一
気
に

カ
ッ
ト
さ
れ
、そ
の
間
の
取
り
扱
い
手
数
料

や
運
賃
な
ど
物
流
コ
ス
ト
が
す
べ
て
、自
社

農
園
か
ら
わ
が
社
丸
松
へ
の
直
送
で
不
要

に
な
り
、割
安
価
格
で
主
要
な
取
引
先
に

出
せ
ま
す
。今
の
消
費
者
の
最
大
関
心
事

で
あ
る
安
全
・
安
心
に
も
貢
献
で
き
ま
す
。

―
―
と
い
い
ま
す
と
？

濱
野　
量
販
店
向
け
に
限
ら
ず
で
す
が
、

丸
松
が
取
り
扱
う
生
鮮
野
菜
や
か
ん
き
つ

類
は
自
社
農
園
で
使
用
す
る
農
薬
や
肥
料

な
ど
の
管
理
を
し
て
い
る
う
え
、ト
レ
ー
サ

ビ
リ
テ
ィ
を
し
っ
か
り
と
や
っ
て
い
る
、と

い
う
の
は
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
上
げ
ま
す
。

　

企
業
イ
メ
ー
ジ
の
ア
ッ
プ
に
な
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
で
す
が
、そ
れ
以
外
に
こ
れ

ま
で
と
違
っ
た
人
脈
が
で
き
ま
し
た
。こ
れ

も
大
き
い
で
す
ね
。

―
―
い
わ
ゆ
る
農
業
の
世
界
だ
け
で
な
い

人
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
る
？

濱
野　
企
業
の
農
業
参
入
を
き
っ
か
け
に
、

異
業
種
交
流
の
場
が
で
き
ま
し
た
。尾
道

の
青
果
や
か
ん
き
つ
類
の
卸
売
の
世
界
だ

け
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
た
ら
、永
久
に
会
え

な
い
人
た
ち
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。視

野
が
広
が
り
、経
営
に
も
広
が
り
が
出
て

き
た
こ
と
が
大
き
い
で
す
ね
。

―
―
過
去
の
レ
モ
ン
や
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー

ツ
、生
鮮
オ
レ
ン
ジ
の
輸
入
自
由
化
と
い
う

時
代
は
大
き
な
試
練
だ
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。

濱
野　
う
ち
は
生
産
農
家
で
は
な
く
て
、

そ
れ
ら
生
産
者
と
生
産
委
託
契
約
し
卸
売

す
る
ビ
ジ
ネ
ス
で
す
が
、一
九
六
四
年
の
レ

モ
ン
の
自
由
化
の
時
は
大
変
で
し
た
。

　

私
た
ち
の
拠
点
の
瀬
戸
田
町
は
当
時
、

全
国
ト
ッ
プ
の
生
産
地
で
し
た
が
、一
〇
分

の
一
に
ま
で
生
産
が
激
減
し
、さ
ま
ざ
ま
な

対
策
を
と
り
ま
し
た
。オ
レ
ン
ジ
の
自
由
化

時
も
同
じ
で
し
た
。で
も
、日
本
人
は
負
け

ず
嫌
い
も
あ
り
ま
す
が
、輸
入
オ
レ
ン
ジ
に

対
し
て
は
デ
コ
ポ
ン
、セ
ト
カ
と
い
っ
た
対

抗
品
種
を
開
発
し
て
、今
で
は
競
争
力
を

確
保
し
て
い
ま
す
。や
れ
ば
で
き
る
の
で
す
。

　
参
入
企
業
へ
五
つ
の
ア
ド
バ
イ
ス

―
―
参
入
は
成
功
確
実
と
見
ま
す
が
、後

発
の
企
業
へ
ア
ド
バ
イ
ス
は
？

濱
野　
ア
ド
バ
イ
ス
と
言
え
る
ほ
ど
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
は
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
売
れ

る
商
品
づ
く
り
に
徹
す
る
、同
時
に
売
り

先
を
あ
る
程
度
確
保
す
る
こ
と
、二
つ
目
は

失
敗
し
て
も
成
功
を
信
じ
て
、失
敗
を
恐

れ
ず
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
、三
つ
目
は
適
地

適
作
の
見
極
め
判
断
が
重
要
で
す
。

　

そ
れ
ら
に
加
え
て
天
候
異
変
が
最
大
の

経
営
の
リ
ス
ク
要
因
な
の
で
、農
業
生
産
の

プ
ロ
を
確
保
す
る
、最
後
は
資
金
繰
り
判

断
を
含
め
て
、経
営
数
字
に
し
っ
か
り
と
し

た
考
え
を
持
つ
こ
と
、農
業
生
産
は
天
候

不
順
で
売
り
上
げ
が
ダ
ウ
ン
し
資
金
繰
り

に
苦
し
む
ケ
ー
ス
が
あ
る
た
め
で
す
。

―
―
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
れ
ば
企
業

の
農
業
参
入
は
成
功
間
違
い
な
し
？

濱
野　
企
業
の
採
算
ベ
ー
ス
に
乗
せ
る
に

は
農
業
の
サ
イ
ズ
を
大
型
化
す
る
こ
と
も

大
事
で
す
。つ
ま
り
機
械
化
を
含
め
て
さ

ま
ざ
ま
な
投
資
を
し
な
が
ら
大
規
模
経
営

に
徹
し
、人
件
費
な
ど
コ
ス
ト
を
う
ま
く

ま
か
な
う
こ
と
で
す
。

　

現
在
の
個
人
経
営
の
農
業
は
人
件
費
に

食
わ
れ
て
い
る
の
が
実
情
で
す
が
、い
い
意

味
で
の
コ
ス
ト
感
覚
を
持
つ
こ
と
で
す
。そ

う
す
れ
ば
農
業
は
間
違
い
な
く
成
長
ビ
ジ

ネ
ス
に
な
り
ま
す
。

―
―
濱
野
さ
ん
ご
自
身
の
農
業
参
入
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
の
今
後
の
展
開
は
？

濱
野　
カ
ボ
ス
農
園
の
黒
字
化
の
経
営
見

通
し
に
つ
い
て
、で
き
る
だ
け
早
く
と
い
い

ま
し
た
が
、五
年
以
内
が
目
標
で
す
。す
で

に
準
備
や
先
行
投
資
で
四
年
が
た
っ
て
い

ま
す
の
で
、必
死
で
頑
張
り
ま
す
。成
算
は

間
違
い
な
く
あ
り
ま
す
。

　

私
の
計
画
で
は
、あ
と
二
年
た
っ
た
ら
加

工
事
業
の
分
野
に
機
械
化
投
資
を
行
い
、

カ
ボ
ス
生
産
の
受
け
皿
を
さ
ら
に
拡
大
す

る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

―
―
こ
う
し
て
み
る
と
、濱
野
さ
ん
に
と
っ

て
農
業
参
入
は
間
違
い
な
く
プ
ラ
ス
？

濱
野　
経
営
判
断
に
間
違
い
は
な
か
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
に

会
え
る
し
、会
合
に
出
る
チ
ャ
ン
ス
も
増
え
、

世
界
が
広
が
っ
た
こ
と
は
事
実
で
す
。農
業

参
入
に
よ
っ
て
、い
い
意
味
で
の
自
信
が
つ

い
た
と
い
う
の
は
大
き
い
で
す
。　
　

 

（
経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

牧
野 

義
司
）
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書評

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ど
こ
か
ら
調
達
す
べ
き
か
。昨
年
三
月

の
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
で
、原
発

と
い
う
巨
大
で
複
雑
な
シ
ス
テ
ム
に
依
存
し
た
近
代
文

明
の
ひ
弱
さ
を
、私
た
ち
は
思
い
知
ら
さ
れ
た
。風
力
、太

陽
光
な
ど
再
生
可
能
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
人
々
の
関

心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

筆
者
の
新
妻
さ
ん
は
、東
日
本
大
震
災
の
起
き
る
ず
っ

と
前
か
ら
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
で
あ
る「
Ｅ
Ｉ
Ｍ

Ｙ
」を
提
唱
し
、み
ず
か
ら
も
実
践
し
て
き
た
。Ｅ
Ｉ
Ｍ
Ｙ

と
はEnergy In M

y Y
ard

の
頭
文
字
で
、身
近
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　

東
北
大
学
大
学
院
教
授
で
、電
気
、電
子
工
学
を
専
門

と
す
る
新
妻
さ
ん
は
十
数
年
前
、あ
る
研
究
会
で
聞
い
た

「
発
電
所
は
迷
惑
施
設
だ
」と
い
う
発
言
に
衝
撃
を
受
け

た
。生
活
や
産
業
に
欠
か
せ
な
い
電
力
の
発
電
施
設
が
迷

惑
施
設
＝
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｂ
Ｙ（N

ot In M
y Back Y

ard

）だ

村
田 

泰
夫

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

と
は
。「
社
会
的
に
必
要
な
施
設
で
あ
る
こ
と
は
わ
か
る

が
、公
害
の
原
因
に
な
る
発
電
所
は
わ
が
家
の
裏
に
つ
く

っ
て
ほ
し
く
な
い
」

　

で
あ
る
な
ら
ば
、地
域
に
眠
る
未
利
用
の
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
発
掘
し
活
用
す
れ
ば
、環
境
や
自
然
に
や
さ
し
く

地
域
経
済
に
も
寄
与
す
る
。そ
う
考
え
て
、Ｅ
Ｉ
Ｍ
Ｙ
を

提
唱
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。地
域
に
眠
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
は
、具
体
的
に
は
風
力
、小
水
力
、太
陽
光
・
熱
、バ

イ
オ
マ
ス
、地
熱
な
ど
で
あ
る
。

　

研
究
者
で
あ
る
新
妻
さ
ん
は
、理
屈
だ
け
で
な
く
実
践

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
す
ご
い
。東
北
で
は
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
と
り
わ
け
薪
ス
ト
ー
ブ
が
有
効
で
あ
る
こ
と
を
確
認
。

仙
台
近
郊
の
川
崎
町
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
連
携
し「
川
崎
─
仙
台

薪
ス
ト
ー
ブ
の
会
」を
結
成
し
た
。町
有
林
の
立
木
を
伐

採
し
て
薪
に
し
、薪
ス
ト
ー
ブ
の
ユ
ー
ザ
ー
に
供
給
し
始

め
た
。今
回
の
大
震
災
で
被
災
し
た
が
、暖
房
に
は
薪
ス

ト
ー
ブ
が
大
活
躍
し
た
と
い
う
。

　

地
域
資
源
の
活
用
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
に
な
る
ば

か
り
で
な
く
、里
山
の
再
生
に
も
つ
な
が
る
。伐
採
労
働

の
対
価
に
支
払
う
地
域
通
貨
は
、地
域
経
済
の
て
こ
入
れ

に
も
な
っ
た
。Ｅ
Ｉ
Ｍ
Ｙ
は
環
境
保
全
と
地
域
経
済
活
性

化
を
通
し
て「
地
域
の
豊
か
さ
」を
も
た
ら
し
た
の
で
あ

る
。

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
最
大
限
活
用
す
べ
き
だ
と
い
う

の
が
主
張
の
柱
だ
が
、原
理
主
義
者
で
は
な
い
。国
の
基

幹
産
業
や
大
都
市
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ま
か
な
う
に
は
、電

力
会
社
の
送
電
網
が
欠
か
せ
ず
、大
規
模
発
電
所
を
否

定
し
て
は
い
な
い
。そ
の
柔
軟
さ
が
、主
張
に
説
得
力
を

増
し
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

『
地
産
地
消
のエ
ネ
ル
ギ
ー
』

身
近
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
す
る

新
妻 
弘
明
著

書
評
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域
再
生
の
決
め
手
も
な
く
、人
口
が
流
出
し
高
齢
化
、過

疎
化
が
進
ん
で
い
た
。特
に
、地
域
に
子
ど
も
が
い
な
い

こ
と
は
、住
民
の
笑
い
と
希
望
を
奪
っ
て
い
た
。

　
「
ど
げ
ん
か
せ
ん
と
、い
か
ん
」と
言
っ
た
の
は
隣
接
県

の
前
知
事
だ
が
、私
も
同
じ
思
い
だ
っ
た
。

　

私
は
、地
元
の
高
校
卒
業
後
、東
京
に
憧
れ
て
上
京
し
、

東
京
の
銀
行
に
入
行
し
た
。し
か
し
学
歴
の
壁
を
痛
感
し

挫
折
、二
九
歳
で
ま
た
郷
里
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
。

　

そ
の
後
、地
元
で
う
な
ぎ
の
養
殖
と
専
門
料
理
店
を
創

業
し
た
が
、そ
ん
な
私
を「
や
ね
だ
ん
」の
人
た
ち
は
温

か
く
迎
え
て
く
れ
た
。さ
ら
に
、二
〇
〇
四
年
に
大
腸
が

ん
の
大
手
術
を
受
け
た
時
、集
落
の
多
く
の
皆
さ
ん
が
見

舞
い
に
訪
ね
て
く
れ
た
。

　

こ
の
Ｕ
タ
ー
ン
や
入
院
の
時
の
感
謝
と
感
動
が
ず
っ

と
私
の
心
底
に
あ
る
。こ
の
美
し
い
集
落
を
、そ
し
て
、素

晴
ら
し
い
人
た
ち
を
こ
の
ま
ま
に
し
て
は
お
け
な
い
と

の
思
い
が
あ
っ
た
。そ
れ
が
、集
落
を
再
生
し
、後
継
者
を

育
て
、意
思
を
つ
な
ぎ
、命
が
け
で
自
身
の
地
域
再
生
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
え
て
い
く
義
務
が
あ
る
、と
い
う
考
え
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
「
や
ね
だ
ん
」再
生
の
た
め
に

　

し
か
し
、当
時
の
私
自
身
に
は
何
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
な
く
、

「
や
ね
だ
ん
」の
よ
う
な
小
さ
な
む
ら
で
も
活
力
を
呼
び

起
こ
し
て
い
く
に
は
何
が
必
要
だ
ろ
う
か
と
、ひ
た
す
ら

考
え
た
。そ
し
て
、社
会
で
も
む
ら
で
も
、組
織
で
も
す

べ
て
の
基
盤
と
な
る
の
は“
人
材
”だ
、人
材
こ
そ
が
再
生

の
土
台
と
な
る
と
い
う
結
論
に
た
ど
り
着
い
た
。

　

さ
ら
に
、地
域
の
人
材
を
引
っ
張
っ
て
い
く
た
め
の
リ

ー
ダ
ー
の
役
割
・
資
質
と
は
何
だ
ろ
う
と
自
問
し
た
。私

は
自
分
の
人
生
観
を
見
つ
め
直
し
、改
め
て「
先
輩
を
心

か
ら
尊
敬
し
、先
人
た
ち
の
偉
業
を
た
た
え
、常
に
脇
役

に
徹
す
る
こ
と
」で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。

　

決
し
て
自
分
が
前
面
に
は
出
ず
、住
民
一
人
ひ
と
り
の

出
番
を
引
き
出
せ
る
思
考
力
と
創
造
力
を
持
つ
こ
と
が

リ
ー
ダ
ー
に
は
不
可
欠
だ
。地
域
の
再
生
に
補
欠
が
い
て

は
い
け
な
い
。全
員
が
四
番
で
ピ
ッ
チ
ャ
ー
に
な
れ
る
よ

う
に
す
る
、全
員
プ
レ
ー
が
大
事
だ
と
考
え
た
。

住
民
で「
や
ね
だ
ん
」型
の
地
域
再
生

　
　
　  

行
政
に
頼
ら
ず
団
結
力
で
勝
負

鹿
児
島
県
鹿
屋
市

柳
谷
自
治
公
民
館 

館
長

連
載
　
地
域
再
生
へ
の
助
走

　
人
口
三
一
〇
人
の
無
名
の
集
落

　

電
車
も
バ
ス
も
通
ら
な
い
、無
名
の
小
さ
な
農
村
で
、

行
政
に
頼
ら
ず
一
六
年
間
続
け
て
い
る
私
た
ち
の
自
治

活
動
を
、ぜ
ひ
ご
紹
介
し
た
い
。

　
「
や
ね
だ
ん
」は
、聞
き
な
れ
な
い
名
前
で
、は
て
何
だ

ろ
う
と
思
わ
れ
よ
う
。実
は
、鹿
児
島
県
大
隈
半
島
、鹿

屋
市
南
部
に
位
置
す
る「
柳
谷
集
落（
通
称・や
ね
だ
ん
）」

の
こ
と
だ
。こ
の
集
落
は
、現
在
、人
口
三
一
〇
人
で
、高

齢
化
率
が
三
三
％
、八
五
歳
以
上
の
高
齢
者
が
一
八
人
、

小
中
学
生
は
一
九
人
と
い
う
構
成
だ
。

　
一
九
九
六
年
の
自
治
公
民
館
の
総
会
で
、こ
れ
ま
で
の

任
期
一
年
の
輪
番
制
の
ル
ー
ル
を
破
っ
て
、自
治
公
民
館

館
長
に
私
が
五
五
歳
の
若
さ
で
選
ば
れ
、現
在
に
至
っ
て

い
る
。以
来
、自
治
公
民
館
は「
や
ね
だ
ん
」の
中
核
的
な

場
所
と
し
て
、高
齢
者
部
、青
少
年
育
成
部
、婦
人
・
壮
年

部
、文
化
部
、畜
産
部
、環
境
事
業
部
と
い
う
組
織
の
も
と
、

各
部
長
が
中
心
に
な
っ
て
活
動
し
て
い
る
。

　

私
が
館
長
を
引
き
受
け
た
当
時
、「
や
ね
だ
ん
」は
地

ま
ち

づ
く

り
　むらづくり　まちづくり　

む
ら

づ
く

りドットコム
.com

ま
ちづくり　むらづくり

豊
重 

哲
郎
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人
が
揃
え
ば
、あ
と
は
全
員
が
、や
り
と
げ
る
意
志
と

情
熱
さ
え
あ
れ
ば
、必
ず
奇
跡
は
起
こ
る
、と
い
う
信
念

を
持
つ
こ
と
に
尽
き
る
。

　

し
か
し
、人
材
確
保
作
戦
は
な
か
な
か
成
果
が
上
が
ら

な
か
っ
た
。特
に
最
初
の
二
年
間
、そ
れ
こ
そ
人
に
は
語

れ
な
い
、我
慢
、忍
耐
、汗
、そ
し
て
涙
が
あ
っ
た
。そ
の

こ
と
も
ぜ
ひ
、申
し
上
げ
て
お
こ
う
。

　

実
は
、私
は
館
長
を
引
き
受
け
る
条
件
と
し
て
、次
の

三
つ
の
約
束
を
呑
ん
で
も
ら
っ
て
い
た
。

　
一
、一
円
た
り
と
も
会
費（
拠
出
金
）を
徴
収
し
な
い

　

二
、行
政
の
補
助
金
に
頼
ら
な
い

　

三
、空
き
農
地（
畑
）を
無
償
で
貸
し
て
も
ら
う

　

こ
の
う
ち
、二
の
補
助
金
に
頼
ら
な
い
村
お
こ
し
と
い

う
の
は
常
識
的
で
は
な
か
っ
た
ら
し
く
、激
し
く
反
対
に

あ
っ
た
。が
、私
は
持
論
を
丁
寧
に
説
明
し
押
し
通
し
た
。

　

と
い
う
の
は
、汗
を
か
か
ず
に
得
ら
れ
る
お
金
で
の
地

域
再
生
は
、当
事
者
意
識
を
欠
く
た
め
決
し
て
実
に
な
ら

な
い
し
、人
も
育
た
な
い
と
い
う
の
が
私
の
ポ
リ
シ
ー
だ

っ
た
か
ら
だ
。し
か
し
、こ
れ
が
裏
目
に
出
た
の
だ
ろ
う

か
、当
初
は
人
材
が
ま
っ
た
く
集
ま
ら
な
か
っ
た
。

　
公
園
づ
く
り
で
連
帯
感
生
ま
れ
る

　

地
域
活
動
は
で
き
る
人
た
ち
だ
け
で
や
っ
て
も
長
続

き
は
し
な
い
し
、感
動
も
な
い
。こ
れ
は
馬
鹿
を
承
知
で
、

で
も
本
気
の
情
熱
を
持
っ
て
原
則
全
員
参
加
で
の「
や
ね

だ
ん
」の
再
生
を
集
落
で
説
い
て
回
ろ
う
、と
必
死
で
動

い
た
。す
る
と
、二
年
が
経
つ
こ
ろ
、徐
々
に
住
民
の
理
解

を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。こ
う
し
て
、高
齢
者
の
知

恵
と
経
験
を
借
り
な
が
ら
補
助
金
に
頼
ら
な
い
活
動
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

ま
ず
、私
が
一
人
ひ
と
り
の
力
を
結
び
つ
け
る「
結
」と

し
て
取
り
組
ん
だ
の
は
、公
園
づ
く
り
だ
っ
た
。

　

大
工
や
左
官
、造
園
な
ど
の
経
験
者
を
中
心
に
、そ
れ

こ
そ
約
三
〇
〇
人
の
住
民
全
員
が
、山
か
ら
の
木
材
の
切

り
出
し
や
土
地
造
成
、建
物
の
設
計
・
施
工
ま
で
す
べ
て

無
償
で
行
い
、一
九
九
八
年
に
公
民
館
の
隣
に「
わ
く
わ

く
運
動
遊
園
」を
完
成
さ
せ
た
の
だ
。

　

こ
の
時
は
、集
落
全
員
の
人
た
ち
の
う
れ
し
そ
う
な
顔

が
素
晴
ら
し
か
っ
た
。ひ
と
つ
の
こ
と
を
全
員
で
成
し
遂

げ
る
喜
び
と
感
動
を
心
底
、分
か
ち
合
っ
た
瞬
間
だ
。

　

こ
の
成
功
体
験
は
大
き
か
っ
た
。こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、

私
は
次
々
と
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
た
。経
営
資
源
で
言

え
ば
、人
材
の
次
に
必
要
な
の
は
お
カ
ネ
で
あ
る
。公
民

館
の
経
済
的
体
力
＝
自
主
財
源
の
確
保
を
目
指
し
た
。

　
「
サ
ツ
マ
イ
モ
づ
く
り
で
軍
資
金
が
で
き
た
ら
、東
京
ド

profile
豊重 哲郎　とよしげ  てつろう やねだん

　1941年鹿児島県生まれ。60
年鹿児島県立串良商業高等学
校を卒業、東京都民銀行に就
職し東京へ赴く。71年串良町
へUターン。96年柳谷自治公民
館館長就任。就任をきっかけ
に、やねだんの地域づくりのリ
ーダーとして活躍する。96年、
内閣官房より地域活性化の伝
道師の任命を受ける。また同年
から2年間、鹿児島県よりむら
づくり活性化アドバイザーを
委嘱される。
　「住民一人ひとりが地域づく
りの主役」を信念としている。

　鹿児島県鹿屋市串良町上小
原の柳谷集落の通称。電車も
バスも通らない小さな農村で
あるが、行政に頼らない地域再
生を目指している。集落総参加
で労力や経験を提供しあい、オ
リジナル焼酎づくりなど独自
の商品開発で自主財源を増や
す。住民の工夫で、福祉や教育
も充実させている。
住所　〒893-1605　鹿児島県
鹿屋市串良町上小原4964-2
TEL　0994-63-1731
FAX　0994-63-1732
E-mail=info@mail.yanedan.com

上：「結」活動で住民の間に連帯感が生まれた
下：わくわく運動遊園には、公民館の電気をまかなう太陽光・風力発

電機がある
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㌧
の
土
着
菌
を
販
売
、約
二
〇
〇
万
円
の
収
益
を
上
げ
る

ま
で
に
な
り
、臭
い
と
と
も
に
住
民
か
ら
の
苦
情
も
消
え

た
。さ
ら
に
は
、土
着
菌
を
土
壌
改
良
剤
と
し
て
活
用
し
、

焼
酎
用
の
サ
ツ
マ
イ
モ「
コ
ガ
ネ
セ
ン
ガ
ン
」を
栽
培
、焼

酎「
や
ね
だ
ん
」が
誕
生
し
た
。製
造
は
鹿
屋
市
内
酒
造

メ
ー
カ
ー
に
委
託
し
、今
で
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売

と
直
売
で
年
間
七
〇
〇
〇
本
を
売
り
上
げ
、大
き
な
財
源

の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、「
や
ね
だ
ん
」を
紹
介
し
た
テ
レ
ビ
番
組
を
観
て

感
動
し
た
韓
国
テ
グ
市
の
ホ
テ
ル
経
営
者
が
、「
や
ね
だ

ん
」を
冠
し
た
居
酒
屋
を
ホ
テ
ル
内
に
開
業
し
た
い
と
直

談
判
に
来
館
さ
れ
た
。も
ち
ろ
ん
快
諾
し
、「
居
酒
屋
や
ね

だ
ん
」は
三
年
前
に
オ
ー
プ
ン
し
て
以
降
、大
好
評
で
、今

二
号
店
も
検
討
中
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
活
動
を
経
て
、自
主
財
源
を
十
分
に
確
保

し
、住
民
も
見
違
え
る
ほ
ど
の
元
気
と
笑
顔
が
出
て
き
た
。

し
か
し
す
べ
て
が
解
決
し
た
わ
け
で
は
な
い
。そ
う
、若

者
の
再
生
産
で
あ
る
。依
然
と
し
て
、人
口
は
減
り
続
け

て
お
り
、Ｕ
タ
ー
ン
し
て
く
る
若
者
の
受
け
皿
づ
く
り
が

重
要
と
考
え
た
。

　
若
者
Ｕ
タ
ー
ン
定
着
対
策
も

　

そ
こ
で
生
ま
れ
た
の
が「
文
化
向
上
と
子
ど
も
」を
テ

ー
マ
に
し
た
古
民
家
の
活
用
で
あ
る
。高
齢
化
に
伴
い
、

「
や
ね
だ
ん
」で
は
築
一
〇
〇
年
前
後
の
古
民
家
の
空
き

家
が
増
え
て
い
た
の
で
、改
装
し「
迎
賓
館
」と
銘
打
っ
て
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
限
定
で
家
主
の
募
集
を
か
け
た
の
だ
。

　

す
る
と
、画
家
、陶
芸
家
、写
真
家
、ブ
ロ
ン
ズ
彫
刻
家

な
ど
七
人
が
相
次
い
で
移
住
し
て
き
て
く
れ
た
。今
で
は
、

六
年
目
に
入
っ
た
が
、当
初
の
目
論
見
ど
お
り
、住
民
が

文
化
や
芸
術
に
触
れ
る
イ
ベ
ン
ト
も
増
え
、学
び
の
場
と

化
し
て
い
る
。さ
ら
に
嬉
し
い
こ
と
に
、「
や
ね
だ
ん
」の

活
気
を
知
っ
た
四
家
族
が
Ｕ
タ
ー
ン
、つ
い
に
転
入
が
転

出
を
上
回
り
人
口
は
増
加
に
転
じ
た
の
だ
。

　

子
ど
も
た
ち
の
日
々
成
長
し
て
い
く
姿
こ
そ
が
、「
や

ね
だ
ん
」の
宝
で
あ
り
、そ
の
躍
動
が
大
人
た
ち
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
で
も
あ
る
こ
と
を
改
め
て
痛
感
し
て
い
る
。

　

い
ま
、私
が
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、「
や
ね
だ
ん
」と

同
じ
課
題
を
抱
え
て
い
る
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
養
成
で
あ

る
。こ
れ
は
、地
域
の
未
来
の
た
め
の
で
も
あ
る
。

　
「
故
郷
創
生
塾
」で
リ
ー
ダ
ー
養
成

　

二
〇
〇
七
年
に「
や
ね
だ
ん
故
郷
創
世
塾
」を
開
講
さ

せ
定
期
的
に
開
催
、第
一
〇
回
ま
で
の
卒
塾
生
二
七
八
人

が
全
国
各
地
で
活
躍
中
で
あ
る
。

　

地
域
づ
く
り
に
は
、普
通
よ
り
も
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
人

間
像
を
持
っ
た
リ
ー
ダ
ー
が
不
可
欠
で
あ
る
。創
世
塾
で

は「
文
章
力
」「
想
像
力
」「
思
考
力
」「
プ
レ
ゼ
ン
力
」を
養

い
、リ
ー
ダ
ー
の
ポ
リ
シ
ー（
政
策
）や
奉
仕
の
精
神
、本

物
の
感
動
を
大
い
に
学
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
。

　
「
や
ね
だ
ん
」に
は
図
書
館
役
的「
生
き
字
引
き
」の
先

輩
が
た
く
さ
ん
存
在
し
て
い
る
。戦
争
、炭
坑
、小
作
な

ど
の
苦
難
を
乗
り
越
え
た
経
験
を
持
つ
偉
大
な
高
齢
者

は
、創
世
塾
の
最
高
の
講
師
と
な
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

ま
さ
に
温
故
知
新
。感
謝
し
尽
せ
な
い
く
ら
い
の
先
人
の

知
見
に
触
れ
る
た
び
、常
に
頭
が
垂
れ
る
思
い
だ
。

　

今
後
も
、「
や
ね
だ
ん
」の
振
興
の
た
め
に
、体
力
の
続

く
限
り
、「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」で
は
な
く
、「
住
ん
で
み
た

い
」地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。　
　
　

ー
ム
に
オ
リ
ッ
ク
ス
の
イ
チ
ロ
ー
（
当
時
）の
プ
レ
ー
を

見
に
行
こ
う
！
」自
主
財
源
確
保
の
た
め
に
呼
び
か
け
た

私
の
こ
の
一
言
で
集
落
の
高
校
生
一
二
人
が
奮
い
立
っ
た
。

　

子
ど
も
や
孫
が
叫
べ
ば
、大
人
は
必
ず
動
く
。耕
作
放

棄
地
を
無
償
で
借
用
し
、住
民
総
出
で
サ
ツ
マ
イ
モ
栽
培

を
手
が
け
た
。三
〇
㌃
で
毎
年
三
五
万
円
を
稼
ぎ
出
し
、

後
に
面
積
は
一
㌶
に
拡
大
し
、約
八
〇
万
円
の
収
益
金
を

上
げ
、「
結
」活
動
の“
付
録
”と
し
て
、自
主
財
源
確
保
の

ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
、地
域
再
生
の
た
め
の
労
働
奉

仕
＝
負
担
感
か
ら
、み
ず
か
ら
提
供
す
る
労
働
が
地
域
再

生
に
貢
献
し
て
い
る
と
住
民
の
意
識
が
変
化
し
て
い
っ

た
。リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
る
側
と
し
て
は
、こ
れ
ほ
ど

嬉
し
い
こ
と
は
な
い
。

　
公
害
対
策
が
ビ
ジ
ネ
ス
に

　

財
源
確
保
の
た
め
の
活
動
は
、こ
こ
か
ら
さ
ら
に
展
開
。

南
九
州
は
一
大
畜
産
基
地
。「
や
ね
だ
ん
」に
も
牛
が
約
五

〇
〇
頭
、豚
が
七
〇
〇
〇
頭
も
飼
養
さ
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、こ
の
家
畜
の
糞
尿
の
悪
臭
が
集
落
の
悩
み

の
種
で
あ
っ
た
。こ
の
公
害
を
解
決
す
る
た
め
に
集
落
ぐ

る
み
で
開
発
し
た
の
が「
土
着
菌
」で
あ
る
。

　

土
着
菌
と
は
、山
や
田
畑
に
生
息
し
て
い
る
微
生
物
の

総
称
で
、「
や
ね
だ
ん
」が
活
用
し
て
い
る
の
は
好
気
性
の

「
糸
状
菌
」で
あ
る
。米
ヌ
カ
一
〇
〇
％
の
原
料
に
水
分
調

整
や
糖
化
作
用
の
促
進
、か
く
拌
作
業
を
行
い
約
一
か
月

後
に
完
成
す
る
土
着
菌
は
、集
落
の
畜
産
農
家
に
配
布
さ

れ
る
。こ
れ
を
家
畜
に
給
餌
す
る
と
、公
害
の
も
と
で
あ

る
悪
臭
が
抑
制
さ
れ
る
の
だ
。

　
一
年
後
に
は
、土
着
菌
セ
ン
タ
ー
一
二
四
平
方
㍍
が
こ

れ
も
住
民
の
手
作
り
で
完
成
。現
在
は
一
年
間
に
約
三
〇

【
参
考
】

『
地
域
再
生
―
行
政
に
頼
ら
な
い「
む
ら
」お
こ
し
』豊
重
哲
郎（
著
）
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バナナチップスほか加工品の売れ行きは好調

シリアルクッキーを手作りするタイ人女性

店舗入り口に土嚢が積まれている

　

二
〇
一
一
年
一
二
月
一
三
日
か
ら
一
六

日
ま
で
の
四
日
間
、タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
で
、

国
際
農
業
開
発
基
金（
Ｉ
Ｆ
Ａ
Ｄ
）と
ア

ジ
ア
太
平
洋
農
村
・
農
業
金
融
協
会（
Ａ

Ｐ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ａ
）に
よ
る
公
開
討
論
会
が
開

催
さ
れ
、日
本
公
庫
農
林
水
産
事
業
も

参
加
し
ま
し
た
。討
論
会
で
は
、ア
ジ
ア

太
平
洋
地
域
に
お
け
る
貧
困
削
減
に
向

け
た
農
村
金
融
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い

て
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

討
論
会
後
の
現
地
調
査
で
は
、バ
ン
コ

ク
か
ら
南
東
へ
二
時
間
ほ
ど
離
れ
た
バ

ナ
ナ
チ
ッ
プ
ス
加
工
・
販
売
農
家
を
視

察
し
ま
し
た
。タ
イ
で
も
農
家
が
農
産

物
を
そ
の
ま
ま
流
通
業
者
経
由
で
販
売

し
て
も
、大
き
な
利
益
を
得
ら
れ
ま
せ

ん
。そ
こ
で
こ
の
農
家
は
付
加
価
値
を

付
け
る
た
め
、バ
ナ
ナ
チ
ッ
プ
ス
に
加
工

し
て
か
ら
販
売
し
よ
う
と
思
い
立
っ
た

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

大
分
県
発
祥
の「
一
村
一
品
運
動
」を

手
本
と
し
て
同
国
政
府
が「
一
集
落
一
品

運
動
」を
推
進
し
て
お
り
、同
国
の
農
業

を
支
援
す
る
立
場
に
あ
る
農
業
・
農
業

協
同
組
合
銀
行（
Ｂ
Ａ
Ａ
Ｃ
）の
融
資
で

事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。リ
ゾ
ー
ト
地

と
し
て
有
名
な
パ
タ
ヤ
に
近
い
こ
と
か

ら
、加
工
品
は
パ
タ
ヤ
市
内
の
水
上
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど
で
直
接
販
売
し
て
い
ま
す
。

売
れ
行
き
は
好
調
で
、当
初
は
バ
ナ
ナ

チ
ッ
プ
ス
だ
け
で
し
た
が
、今
で
は
シ
リ

ア
ル
ク
ッ
キ
ー
な
ど
の
お
菓
子
も
製
造
・

販
売
し
て
い
ま
す
。販
売
に
あ
た
っ
て
は
、

購
入
者
の
用
途
に
合
わ
せ
て
包
装
が
選

べ
る
工
夫
を
し
て
お
り
、家
庭
用
は
ラ
ベ

ル
の
み
の
シ
ン
プ
ル
な
包
装
で
二
〇
バ

ー
ツ（
約
五
〇
円
）、贈
答
用
は
紙
包
装

で
三
五
バ
ー
ツ（
約
九
〇
円
）で
す（
写

真
上
、中
）。

　

二
〇
一
一
年
七
月
か
ら
三
カ
月
続
い

た
洪
水
に
よ
る
水
害
で
は
、多
く
の
日

本
企
業
の
工
場
が
大
き
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
農
産
物
も
大
き
な
被
害
を

受
け
、中
で
も
水
稲
の
被
害
は
大
き
く
、

タ
イ
産
米
相
場
は
水
害
前
の
五
〇
〇
㌦

／
㌧
程
度
か
ら
六
〇
〇
㌦
／
㌧
程
度（
二

〇
一
一
年
一
二
月
時
点
）ま
で
高
騰
し
て

い
ま
す
。

　

一
方
で
バ
ン
コ
ク
中
心
部
に
つ
い
て

は
、報
道
に
よ
り
見
聞
き
し
て
い
た
印

象
と
は
異
な
り
店
舗
の
入
り
口
に
浸
水

に
備
え
た
土
嚢
の
山
が
見
ら
れ
た（
写

真
下
）ほ
か
は
、普
段
と
変
わ
ら
な
い
様

子
で
し
た
。

　

今
回
は
限
ら
れ
た
滞
在
で
し
た
が
、

タ
イ
の
人
々
の
温
か
い
も
て
な
し
に
触

れ
、こ
の
国
が「
微
笑
み
の
国
」と
呼
ば

れ
る
理
由
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

（
情
報
戦
略
部　

林 

活
歩
）

タ
イ
に
お
け
る
六
次
産
業
化

バ
ナ
ナ
チ
ッ
プ
ス
で
付
加
価
値

バ
ン
コ
ク
大
水
害
の
影
響

●
交
叉
点
●
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日
本
公
庫
新
潟
支
店
は
、平
成
二
三

年
一
二
月
二
二
日
、新
潟
市
に
て
県
内
の

米
粉
利
用
の
推
進
を
目
的
と
し
て「
第
一

回
米
粉
利
用
の
促
進
に
係
る
勉
強
会
」

を
開
催
し
、支
店
か
ら
は
若
手
職
員
を

中
心
に
一
四
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

新
潟
県
農
林
水
産
部
米
粉
普
及
推
進

室
長
の
村
田
明
彦
氏
よ
り
、食
料
自
給

率
向
上
の
た
め
、輸
入
に
頼
る
小
麦
粉

消
費
量
の
一
〇
㌫
以
上
を
米
粉
に
置
き

換
え
る
国
民
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
に
い
が

た
発『
Ｒ
10
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』」に
つ
い
て

解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
農
と
食
の
サ
ポ
ー
ト
機
関
と

し
て
米
粉
へ
の
理
解
を
深
め
、活
用
推

進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
新
潟
支
店
）

　

日
本
公
庫
鹿
児
島
支
店
農
林
水
産
事

業
は
、地
域
の
基
幹
産
業
で
あ
る
ア
グ

リ
ビ
ジ
ネ
ス
に
対
し
ス
ム
ー
ズ
な
資
金

供
給
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
県
内
の
金
融

機
関
と
の
連
携
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
一
月
一
七
日
、鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫

の
研
修
会「
農
業
関
係
融
資
出
前
講
座
」

で
支
店
農
業
食
品
課
長
が
、農
業
経
営

の
捉
え
方
な
ど
に
つ
い
て
講
義
を
行
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、一
月
二
七
日
、株
式
会
社
鹿
児

島
銀
行
の
社
内
研
修
会
に
参
加
。支
店

事
業
統
轄
ほ
か
が
営
農
類
型
別
の
業
種

の
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
講
義
を
行
い
ま

し
た
。今
後
も
、県
内
の
金
融
機
関
と
の

連
携
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
鹿
児
島
支
店
）

　

日
本
公
庫
熊
本
支
店
農
林
水
産
事
業

は
、一
月
二
三
日
、熊
本
市
に
て「
平
成

二
四
年
食
と
農
林
漁
業
者
の
交
流
会
IN

く
ま
も
と
」を
開
催
し
、県
内
の
農
林
漁

業
者
や
食
品
企
業
な
ど
一
六
八
人
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、日
本
キ
ヌ
カ
株
式
会

社
代
表
取
締
役
の
長
田
竜
太
氏
よ
り
一

次
産
業
に
今
後
巡
っ
て
く
る
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
に
つ
い
て
、ま
た
、有
限
会
社

阿
部
牧
場
専
務
取
締
役
の
阿
部
寛
樹
氏

よ
り
六
次
産
業
化
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
経
営
の
考
え
方
に

強
い
刺
激
を
受
け
た
」「
現
場
で
実
践
で

き
る
ヒ
ン
ト
を
得
た
」な
ど
と
多
く
の
意

見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。　
（
熊
本
支
店
）

　

日
本
公
庫
京
都
支
店
、大
津
支
店
、奈

良
支
店
、大
阪
支
店
、神
戸
支
店
お
よ
び

和
歌
山
支
店
は
、一
月
三
一
日
、京
都
市

に
て「
農
と
農
、農
と
食
の
新
た
な
交
流

と
連
携
」を
テ
ー
マ
と
し
た「
平
成
二
三

年
度
農
業
経
営
者
交
流
会
」を
開
催
し
、

管
内
の
農
業
者
や
食
品
企
業
な
ど
二
三

五
人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、グ
リ
ン
リ
ー
フ
株
式

会
社
代
表
取
締
役
の
澤
浦
彰
治
氏
よ
り

同
社
の
歴
史
と
経
営
に
つ
い
て
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、展
示
コ
ー
ナ
ー
も
設

置
さ
れ
、農
業
経
営
者
と
食
品
産
業
経

営
者
の
活
発
な
交
流
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

（
京
都
支
店
、大
津
支
店
、奈
良
支
店
、大

阪
支
店
、神
戸
支
店
、和
歌
山
支
店
）

「
米
粉
利
用
の
促
進
に
係
る

勉
強
会
」を
開
催

県
内
金
融
機
関
と
の

連
携
深
ま
る

米粉の活用についての解説に真剣に耳を傾ける

鹿児島県内の金融機関の連携に努めます

実践できるヒントを得たなど意見多数

澤浦氏の講演を熱心に聴く参加者

「
食
と
農
林
漁
業
者
の

交
流
会
IN 

く
ま
も
と
」を
開
催

「
近
畿
地
区
の
農
業
経
営
者

交
流
会
」を
開
催
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東日本大震災により被災された皆さまへの
支援策について

このたびの東日本大震災で被災された皆さまに、心よりお見舞い申し上げます。
日本公庫農林水産事業では、今回の災害により被害を受けた農林漁業者や食品加工・流通業者の皆さまからの
ご相談に的確に対応するため、各種支援策を実施し、被災された皆さまの復旧支援に全力で取り組んでいます。

電話相談及び相談窓口の実施
Ⅰ 電話相談（事業資金相談ダイヤル）
Ⅱ 主な地域の相談窓口

平日のみ（9時から１９時）：0120-154-505

農林漁業者及び食品産業事業者向け特例融資制度

返済相談などへの柔軟な対応

Ⅰ 対象となる方（注1）

Ⅱ 制度の概要

3月11日以降に発生した地震に起因する以下の要件を満たす農林漁業者等
1. 本人の被災が罹災証明書等で確認できる農林漁業者等
2. 重要な取引先（出荷先、資材調達先等）の罹災証明書等が確認でき、かつ、その取引先の被災の影響で、売上の減少などが一定水準以上

になることを確認できる農林漁業者等

本災害により被災した皆さまからの返済相談については、個別の状況を踏まえた親身な応対と負担感の軽減に努めています。
［対応例］
●震災の影響により返済猶予のお申し出が遅れた場合でも、返済期日に遡って返済猶予の手続きを実施
●提出書類の簡素化（決算書提出の省略が可能など）

2. 実質無利子化
 利子助成機関からの利子助成により、一定期間（最長18年間（林業のみ最長15年間））貸付利率を実質無利子化（注2）

3. 実質的な無担保・無保証人融資
 原則として、以下の取扱いとします。
 ●担　保：融資対象物件に限る（運転資金の場合等は不要）
 ●保証人：個人の場合は不要、法人の場合は代表者のみ

4. 融資限度額の引き上げ
　（1）農林漁業セーフティネット資金（資金使途：運転資金）
 残高通算で1,200万円（特に必要と認められる場合は年間経営費の12／12相当額又は粗収益の12／12相当額のいずれか低い額）
　（2）農林漁業施設資金（主務大臣指定施設）（資金使途：災害復旧）
 負担額又は1施設当たり1,200万円（漁船は7,000万円）のいずれか低い額
　（３）経営体育成強化資金（Ⅰ「対象となる方」の１に限る）
 ≪再建整備資金（注3）≫
 個人2,000万円（特認3,500万円、特定5,000万円）、法人8,000万円
 ≪償還円滑化資金（注4）≫
 経営改善計画の５年間（特認25年間）において支払われるべき負債の各年の支払額の合計額
 なお、本資金の貸付額の合計限度額は以下のとおり
 個人2億5,000万円、法人8億円
　（４）漁業経営安定資金（Ⅰ「対象となる方」の１に限る）
 ≪償還円滑化資金（注5）≫
 対象資金に漁業近代化資金を加える等と共に、漁業経営安定計画の５年間（特認10年間）において支払われるべき
 負債の各年の支払額の合計額と所定の金額から算出される額のいずれか低い額
５. その他の制度拡充
 借入金の一部を資本とみなすことができる資本的劣後ローンを創設

【農業】スーパーＬ資金、経営体育成強化資金、農
業基盤整備資金、農業改良資金（３のみ）

【漁業】漁船資金、漁業経営改善支援資金、漁業
経営安定資金、漁業基盤整備資金

【林業】林業基盤整備資金
【農林漁業共通】農林漁業セーフティネット資金、
農林漁業施設資金

【加工流通】水産加工資金

スーパーＬ資金

特例融資の内容 対象資金
1. 償還期限・据置期間の延長
 償還期限及び据置期間を、制度上それぞれ3年延長 全資金

（注1）Ⅰ「対象となる方」以外で、原発事故による出荷制限、風評被害等を受けている農林漁業者等には、一定の要件の下でⅡ「制度の概要」の1「償還期限・据置期間の延長」、4（1）「農
林漁業セーフティネット資金の融資限度額の引き上げ」を適用します。

（注２）事業内容によっては、利子助成期間が5年になる場合があります。
（注3）制度資金以外の営農資金を借り受けたために生じた負債の整理に必要な資金。
（注4）農業の制度資金の負債を整理し、支払いを円滑にするために必要な資金。
（注5）公庫資金の負債を整理し、新たな漁船等を計画的に取得する内容を含む計画を達成するための資金。

都県名 都県名支店名 支店名電話番号 電話番号
青森
岩手
宮城
秋田
山形
福島

茨城
栃木
群馬
千葉
長野
東京

青森
盛岡
仙台
秋田
山形
福島

水戸
宇都宮
前橋
千葉
長野
東京

0120-911-495
0120-911-539
0120-911-547
0120-911-498
0120-926-485
0120-959-046

0120-926-427
0120-959-042
0120-926-481
0120-926-471
0120-911-598
0120-911-624

平成24年
2月１日現在
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♠
一
月
号（
特
集
テ
ー
マ
：
拡
が
る
か
、

国
産
農
産
物
市
場
）を
拝
見
し
ま
し
た
。

困
難
な
局
面
に
立
っ
て
い
る
日
本
の
農

業
者
に
と
っ
て
、最
高
の
教
科
書
と
し
て

提
供
さ
れ
ま
し
た
。微
力
な
小
生
な
ど

が
申
し
述
べ
る
の
も
は
ば
か
ら
れ
る
よ

う
な
素
晴
ら
し
い
編
集
で
あ
り
、国
産

農
産
物
市
場
の
担
い
手
の
方
々
に
と
っ

て
貴
重
な
情
報
が
詰
ま
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。 （
船
橋
市　
松
坂　
正
次
郎
）

畜
産
な
ど
で
は
、早
く
か
ら
企
業
参
入

が
進
み
、曲
折
は
あ
っ
た
に
せ
よ
競
争
に

さ
ら
さ
れ
、一
次
産
業
で
は
経
営
の
合
理

化
が
進
ん
で
い
る
業
種
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

　
一
方
、土
地
利
用
型
農
業
で
は
、ま
だ
企

業
参
入
は
緒
に
つ
い
た
段
階
。農
地
法
の

大
改
正
か
ら
三
年
が
経
過
し
、参
入
は
各

地
で
増
加
し
て
い
ま
す
が
、そ
れ
が〝
う

ね
り
〟と
な
り
定
着
し
て
い
く
に
は
、も

う
少
し
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
す
。た
だ

地
域
再
生
は
待
っ
た
な
し
の
状
態
。企
業

が
期
待
さ
れ
る
力
を
上
手
く
発
揮
す
る
に

は
、税
制
な
ど
今
以
上
に
参
入
の
地
な
ら

し
が
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。　
（
竹
本
）

「
耳
よ
り
な
話
」で
、マ
ダ
ニ
が
持
つ
生

物
機
能
を
利
用
し
た
ダ
ニ
の
防
除
法
の
研

究
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
紹
介
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

小
さ
い
頃
、山
菜
採
り
に
出
か
け
た
と

編集後記

き
に
マ
ダ
ニ
に
噛
ま
れ
、ど
ん
ど
ん
皮
膚

に
食
い
込
も
う
と
し
て
い
る
の
を
見
て
、

と
て
も
怖
い
思
い
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。そ
の
マ
ダ
ニ
が
医
療
分
野
へ
の
貢
献

も
期
待
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
は
、驚
き

ま
し
た
。害
を
及
ぼ
す
虫
も
見
方
を
変
え

れ
ば
、人
の
役
に
立
つ
の
で
す
ね
。（
林
田
）

自
社
農
場
で
生
産
し
た
野
菜
を
提
供

し
て
い
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
に
初

め
て
会
っ
た
時
、新
し
い
こ
と
が
始
ま
っ

た
と
わ
く
わ
く
し
ま
し
た
。

　

今
号
で
、思
惑
も
手
法
も
さ
ま
ざ
ま
に
、

企
業
が
意
欲
的
に
農
業
参
入
を
始
め
て
い

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。特
集
で
室
屋
氏

は
、参
入
企
業
と
農
村
社
会
と
の
融
和
の

重
要
性
を
説
か
れ
て
い
ま
す
。農
家
の
方

と
企
業
が
互
い
に
利
益
を
得
て
、価
値
を

高
め
ら
れ
、農
業
が
さ
ら
に
発
展
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
（
城
間
）

●
福
島
支
店（
移
転
日　
二
月
一
三
日
）

　

住
所
〒
九
六
〇
︲
八
〇
三
一

　

福
島
県
福
島
市
栄
町
六
番
六
号

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
二
四
︲
五
二
一︲
三
三
二
八

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
四
︲
五
二
一︲
三
三
八
五

●
前
橋
支
店（
移
転
日　
二
月
一
三
日
）

　

住
所
〒
三
七
一︲
〇
〇
二
六

　

群
馬
県
前
橋
市
大
手
町
二
丁
目
六
番
一

七
号

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
二
七
︲
二
四
三
︲
六
〇
六
一

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
七
︲
二
四
三
︲
六
〇
六
五

●
静
岡
支
店（
移
転
日　
二
月
六
日
）

　

住
所
〒
四
二
〇
︲
〇
八
五
一

　
静
岡
県
静
岡
市
葵
区
黒
金
町
五
九
番
地
六

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
五
四
︲
二
〇
五
︲
六
〇
七
〇

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
四
︲
二
二
一︲
〇
七
八
〇

●
大
津
支
店（
移
転
日　
二
月
二
〇
日
）

　

住
所
〒
五
二
〇
︲
〇
〇
五
一

　
滋
賀
県
大
津
市
梅
林
一
丁
目
三
番
一
〇
号

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
七
七
︲
五
二
五
︲
七
一
九
五

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
七
︲
五
二
五
︲
七
二
七
〇

●
岡
山
支
店（
移
転
日　
二
月
二
〇
日
）

　

住
所
〒
七
〇
〇
︲
〇
九
〇
四

　

岡
山
県
岡
山
市
北
区
柳
町
一
丁
目
一
番

二
七
号

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
八
六
︲
二
三
二
︲
三
六
一
一

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
八
六
︲
二
三
三
︲
七
二
二
〇

み
ん
な
の
広
場
へ
の
ご
意
見
募
集

　

本
誌
へ
の
感
想
や
農
林
漁
業
の
発
展
に

向
け
た
ご
意
見
な
ど
を
同
封
の
読
者
ア
ン

ケ
ー
ト
に
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。「
み
ん
な
の

広
場
」に
掲
載
し
ま
す
。二
〇
〇
字
程
度

で
す
が
、誌
面
の
都
合
上
編
集
さ
せ
て
頂

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。住
所
、氏
名
、年
齢
、

職
業
、電
話
番
号
を
明
記（
匿
名
を
ご
希

望
の
場
合
は
そ
の
旨
明
記
）し
て
く
だ
さ

い
。掲
載
者
に
は
薄
謝
進
呈
い
た
し
ま
す
。

［
郵
送
お
よ
び
Ｆ
Ａ
Ｘ
先
］

〒一〇
〇
︲
〇
〇
〇
四

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町一︲
九
︲
三

日
本
政
策
金
融
公
庫

農
林
水
産
事
業
本
部

Ａ
Ｆ
Ｃ
フ
ォ
ー
ラ
ム
編
集
部

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
〇
三
︲
三
二
七
〇
︲二
三
五
〇

　

日
本
公
庫
農
林
水
産
事
業
で
は
、メ

ー
ル
配
信
に
よ
る
農
業
・
漁
業
・
食
品
産

業
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を
し
て
い
ま

す
。メ
ー
ル
配
信
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

日
本
公
庫
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w

w
.jfc.go.jp/a/

）に
ア
ク
セ
ス
し

て
ご
登
録
く
だ
さ
い
。 （
情
報
戦
略
部
）

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

支
店
移
転
の
お
知
ら
せ

　

日
本
公
庫
農
林
水
産
事
業
は
、二
月
に

五
支
店
が
住
所
を
左
記
の
と
お
り
移
転
し

ま
し
た
。
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特 集

農
業
へ
、企
業
参
入
新
時
代

■
AFCフ

ォ
ー

ラ
ム

　
平

成
24年

3月
1日

発
行（

毎
月

1回
1日

発
行

）第
59巻

12号（
739号

）
■

発
行

／（
株

）日
本

政
策

金
融

公
庫

 農
林

水
産

事
業

本
部

　
〒

100-0004 東
京

都
千

代
田

区
大

手
町

1-9-3　
Tel.03（

3270）2268
■

販
売

／
財

団
法

人
 農

林
統

計
協

会
　

〒
153-0064 東

京
都

目
黒

区
下

目
黒

3-9-13　
Tel.03（

3492）2987　
■

定
価

500円
　

本
体

価
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●次代に継ぐ

農林水産事業
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